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はじめに 

 

千葉市立千葉高等学校長 尾留川 聡  

 

 本校のＳＳＨ第Ⅳ期基礎枠の指定は，今年４年目を迎えました。通算で１９年目とい

う，千葉県内で最も長きにわたって培ってきた経験を活かして，本校ならではの取組を

推進しつつ，中間評価で指摘された点の改善や，精選すべき取組の検討など，次期申請

に向けての大切な準備期間でもありました。 

 そのような中，今年度の新たな動きとしては，主に次の３つがありました。 

○ 千葉大学情報・データサイエンス学部との，高大接続事業に係る協定の締結 

○ ＱＳＴ（量子科学技術研究開発機構）が日本科学未来館で開催した「ＱＳＴで体

験！量子の世界２０２５」におけるポスター発表 

○ 千葉大学国際研究発表会に，タイの生徒と共同参加 

今後も，様々な大学や研究機関等が近隣にあるという恵まれた環境を生かすととも

に，次年度はタイや韓国の生徒との共同研究も４年目を迎えることから，さらに効果的

な連携を模索していきたいと考えています。 

 また，近隣の小中高校生による研究発表の場として実施している「Chiba Cross School 

Science （CCSS）フェア」は，前身の「CCSSフェスティバル・フォーラム」から数え

ますと今年で１２回目となり，既に恒例イベントとして定着した感があります。お陰様

で今年度も小学校や中学校からの参加も多数あり，世代を超えて子どもたちが刺激を与

えあうという貴重な機会を提供できたと自負しております。 

 このような数々の取組を行えるのも，科学技術振興機構を始め，ＳＳＨ運営指導委員

や評価委員の皆様，各大学・研究機関・市内外の諸施設，そして管理機関である千葉市

教育委員会，等々の御理解と御協力があってこそです。この場をお借りして，心より感

謝申し上げます。そして，引き続きの御指導・御支援をお願い致します。 
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スーパーサイエンスハイスクール・ギャラリー（SSH Photo Gallery） 
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スーパーサイエンスハイスクール・ギャラリー（SSH Photo Gallery） 
 

  
地学基礎実習講座 

（普通科ＳＳＨコース２年次） 
生物基礎実習講座 

（普通科ＳＳＨコース２年次） 

  
SS-Science CampⅠ茨城２泊３日研修 

（普通科・理数科１年次） 
SS-Science CampⅡ立山３泊４日研修 
（普通科ＳＳＨコース２年次） 

  
SS-Science CampⅢ九州２泊３日研修 

（普通科２年次） 
Field Study伊豆大島２泊３日研修 

（理数科１年次） 

  
SS-Field Studyアメリカ５泊７日研修（理数科２年次）  
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国

際
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に
活

躍
で
き
る
人

材
に

必
要

な
自

己
表

現
能

力
の

育
成
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言

語
活

動
を

重
視

し
た
科
学
技
術
人
材
育
成

)

■
「
分

野
融

合
型

人
材

育
成

」
に
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け

た
教

育
課

程
の

深
化

と
普

及
(
サ
ス
テ
ィ
ナ
ブ
ル
な
分
野
融
合
型
授
業
を
オ
ン
ラ
イ
ン
や
オ
ン
デ
マ
ン
ド
等
を
活
用
し
て
普
及
)

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
・マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
の
深

化
に
よ
る

持
続

可
能

な
「分

野
融

合
型

科
学

技
術

人
材

育
成

法
」の

実
践

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

・
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
の

確
立

に
よ

り
科

学
技

術
人

材
に

必
要

な
能

力
を

効
果

的
に

育
成

創
造
的
な

教
育
環
境
の
構

築
を
目
指
し
て

「
大
学
，
各
研

究
機
関
及

び
科

学
館
等

と
相
互

に
連
携
を
図
り

つ
つ
，
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
体
験

や
フ
ィ
ー

ル
ド

ワ
ー
ク
等
，

生
徒
の
実
体
験

活
動
に
主
眼
を

お
い
た
カ
ス

タ
ム
・
メ
イ

ド
な

国
際

科
学
実
践

教
育
の
研
究
開

発
」

第
Ⅰ

期

千
葉
市
立
千
葉
高
等
学
校

Ｓ
Ｓ
Ｈ
研
究
開
発

第
Ⅰ
期
・
第
Ⅱ
期
・
第
Ⅲ
期
と
第
Ⅳ
期
の
関
係
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別紙様式１ 
千葉市立千葉高等学校 基礎枠 

指定第Ⅳ期目 指定期間 04～08 

 
❶令和７年度スーパーサイエンスハイスクール研究開発実施報告（要約） 

 
 ① 研究開発課題  
カリキュラム・マネジメントの深化による持続可能な「分野融合型科学技術人材育成法」の実践  
 ② 研究開発の概要  
第Ⅲ期で開発した教育課程を深化させ，国際的に活躍できる科学技術人材に必要な能力をサスティ

ナブルに育成する指導体制を確立する。すべての取組を有機的に接続し，「科学技術に関するあら

ゆる分野の知見を総合的に活用して社会の諸課題への的確な対応を図る」という「総合知」を活用

した分野融合型カリキュラムを実践する。 
 ③ 令和７年度実施規模  
  

課程（全日制）令和８年２月２８日現在 

学 科 
第１学年 第２学年 第３学年 計 実施規模 

生徒数 学級数 生徒数 学級数 生徒数 学級数 生徒数 学級数 

全校生徒を 

対象に実施 

普通科 279 7 276 7 281 7 
836 21 

(SSH コース) ― ― (16) (1) (11) (1) 

理数科 40 1 40 1 39 1 119 3 

課程ごとの計 319 8 316 8 320 8 955 24 

 ※ＳＳＨコースは普通科一般コースと混合で１学級 

 

理数科全学年１１９名，普通科ＳＳＨコース２，３年次生２７名，普通科１，２年次生５３９名を

対象に実施した。ただし，外部連携講座・分野融合型授業については全校生徒を対象とした。 

 

 ④ 研究開発の内容  
○研究開発計画 

第１年次 

・分野融合型授業の開発，普及のためのデータ整理。 

・「理数探究」における３年間での課題研究の深化。さらに他の取組との連携の

再構築。ＡＩ評価による検証。 

・フィールドワークの市内小中学校，他校への普及。SS-Science CampⅢの開発。 

・高大接続カリキュラムの協議・開発。 

・外部連携講座の事前・事後指導の導入。 

・サイエンスアシスタント（ＳＡ）を活用した科学英語授業の開発・実践。 

第２年次 

・分野融合型授業のデータ整理，ウェブサイト等を利用した校外への普及。 

・「総合的な探究の時間」における２年目の評価と検証。 

・「理数探究」におけるＡＩ評価を利用したルーブリックの改善。 

・サイエンスアシスタント（ＳＡ）を活用した授業をＳＳＨコースの Advanced 

Natural Science（ＡＮＳ）に組み込み，実施。 

・フィールドワークに係る内容の，ウェブサイト等を利用した普及。 

・SS-Science CampⅢの実施。普通科への普及。 

・高大接続カリキュラムの実施と次年度に向けた改善。 
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第３年次 

・「理数探究」における３年間を通した課題研究指導の実施。 

・「理数探究」における改訂した評価ルーブリックについて，ＡＩ評価との比較

検討と理数科目以外の教員の評価についての検証。 

・「総合的な探究の時間」の改善と検証。 

・サイエンスアシスタント（ＳＡ）を活用した外国人研究者招へい講座における

取組の実施。 

・高大接続カリキュラムの発展に向けた取組とその検証。 

第４年次 

・本校主催の課題研究発表会（Chiba Cross School Science Fair：CCSS Fair）

の案内ポスター作成・配付と宣伝の強化。 

・千葉大学情報・データサイエンス学部との高大接続事業に関する協定の締結。

・量子科学技術研究開発機構（ＱＳＴ）主催の研究公開イベントで本校生徒によ 

 る課題研究発表参加。 

・日本技術士会との連携による，ドローン講座の実施。 

・外国人研究者招へい講座における，サイエンスアシスタント（ＳＡ）の活用，

及び分野別３展開の講座実施。 

 

○教育課程上の特例 

学科・ 

コース 

開設する 

教科・科目等 

代替される 

教科・科目等 対 象 

教科・科目名 単位数 教科・科目名 単位数 

 特例なし 

 
○令和７年度の教育課程の内容のうち特徴的な事項 

教科・科目 履修学年 単位数 内容 

SS・SS-Science CampⅠ 
普通科・理数科 

１年次希望者 
１ 

２泊３日茨城筑波での高エネルギー

加速器研究機構（ＫＥＫ），茨城大学，

日本製鉄鹿島工場の訪問，まとめ・ 

プレゼンテーションを行う。 

SS・SS-Science CampⅡ 

普通科２年次 

ＳＳＨコース

希望者 

１ 

３泊４日黒部立山での氷河，高山地帯

の観察，まとめ・プレゼンテーション

を行う。 

SS・SS-国語α 
普通科２年次 

ＳＳＨコース 
４ 

「現代の国語」，「言語文化」との関

連性を重視しながら現代文・古文・漢

文をバランスよく学習する。 

SS・SS-国語β 
普通科３年次 

ＳＳＨコース 
４ 

「SS-国語α」をさらに発展させ， 

論理的文章を多く扱う。 

SS・ＣＯＳⅠ 理数科１年次 １ 

課題研究の準備活動や外部機関との

連携，英語でのプレゼンテーションを

行う。 

SS・ＣＯＳⅡ 理数科２年次 １ 
課題研究，海外科学技術研修準備， 

外部機関連携を行う。 

SS・ＡＮＳ 
普通科２年次 

ＳＳＨコース 
１ 

課題研究の準備活動や外部機関との

連携，プレゼンテーションやディスカ

ッションを行う。 
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課題研究について 

 教科：理数   科目：理数探究 

 １年次 ２年次 ３年次 

普通科ＳＳＨコース  ２単位 ２単位 

理数科 １単位 １単位 ２単位 

連携科目 

理数科：ＣＯＳⅠ・Ⅱ   ＳＳＨコース：ＡＮＳ，SS-国語α・β 

 

○具体的な研究事項・活動内容 
Ⅰ「分野融合型人材育成」に向けた教育課程の深化と普及 

ア 分野融合型授業のさらなる普及と再開発 

 分野融合型授業の体系的な整理，データ化，ウェブページ掲載による普及。 

イ 「社会とつながる探究」をテーマとした「総合的な探究の時間」の発展と普及 

  ２年間を通じた「総合的な探究の時間」の計画の４年目の実施と課題。 

ウ 普通科ＳＳＨコースの深化 

  普通科ＳＳＨコースの教育課程 ( )…単位数   ２年次生１６名，３年次生１１名 

２

年 

SS-国語α 公共 数学Ⅱ 
数学 

Ｂ 

生物 

基礎 

地学 

基礎 

化学 

研究α 
体育 

保

健 

英語コミュニ 

ケーションⅡ 

論理・ 

表現Ⅱ 

家庭 

基礎 

理数 

探究 

Ａ

Ｎ

Ｓ 

Ｌ

Ｈ

Ｒ 

(4) (2) (4) (2) (2) (2) (2) (2) (1) (4) (2) (2) (2) (1) (1) 

３

年 

SS-国語β 
政治 

・経済 
体育 

英語コミュニ 

ケーションⅢ 

論理・ 

表現Ⅲ 
数学Ⅲ 数学Ｃ 化学 

物理/生物/ 

地学 

理数 

探究 

Ｌ

Ｈ

Ｒ 

(4) (2) (3) (4) (2) (4) (3) (4) (4) (2) (1) 

  ２年次の課題研究に必要な能力の育成を目的とした「ＡＮＳ」（１単位）の実施。 

  ２年次，３年次（今年度２年目）の「理数探究」（各２単位）の実施。 

  SS-Science CampⅡ及びⅢの実施。 

Ⅱ 課題研究の先進的指導法とエビデンスのある評価法の確立と普及 

ア 身に付いた能力を生徒自身が確認できるルーブリックを活用した評価の開発 

  理数科及び普通科ＳＳＨコースで「Ai GROW」の実施及び分析。 

イ 自分ごととしての課題研究内容に対応した指導体制の確立と普及 

  理数科及び普通科ＳＳＨコースの「理数探究」の実施。 

  千葉市内の学校種を越えた交流と本校生徒の課題研究の成果発表（CCSS Fair）の参加件

数の拡大及び実施場所の変更。 

Ⅲ フィールドワークの開発及び指導法の継承 

ア Field Study（理数科１年次） 

２年次に実施する海外研修の基礎講座と位置づけ，観察の基礎を教え，複数の事象から論

理を組み立てる能力や，仮説を持って観察に臨む態度の重要性について指導を行ってい

る。 

イ SS-Science CampⅠ（１年次希望者） 

科学に対する興味・関心を高めるとともに，実験手法等を学び，発表する能力を伸長する

こと，生徒のキャリア意識を高めることを目的としている。 

ウ SS-Science CampⅡ（普通科ＳＳＨコース２年次希望者） 

SS-Science CampⅠの発展的な講座として位置づけ，新潟県・富山県を中心に，博物館や

大学関係者と連携し，３泊４日の巡検を実施している。 

エ SS-Field Study（理数科２年次） 

アメリカのカリフォルニア州で行う５泊７日の研修である。ヨセミテ国立公園でのフィー

ルドワークを中心に，大学見学なども組み込まれている。入学当初から継続的に指導を行

い，学校で培った知識や思考力を実践的に活用することを目的としている。 

第３年次 

・「理数探究」における３年間を通した課題研究指導の実施。 

・「理数探究」における改訂した評価ルーブリックについて，ＡＩ評価との比較

検討と理数科目以外の教員の評価についての検証。 

・「総合的な探究の時間」の改善と検証。 

・サイエンスアシスタント（ＳＡ）を活用した外国人研究者招へい講座における

取組の実施。 

・高大接続カリキュラムの発展に向けた取組とその検証。 

第４年次 

・本校主催の課題研究発表会（Chiba Cross School Science Fair：CCSS Fair）

の案内ポスター作成・配付と宣伝の強化。 

・千葉大学情報・データサイエンス学部との高大接続事業に関する協定の締結。

・量子科学技術研究開発機構（ＱＳＴ）主催の研究公開イベントで本校生徒によ 

 る課題研究発表参加。 

・日本技術士会との連携による，ドローン講座の実施。 

・外国人研究者招へい講座における，サイエンスアシスタント（ＳＡ）の活用，

及び分野別３展開の講座実施。 

 

○教育課程上の特例 

学科・ 

コース 

開設する 

教科・科目等 

代替される 

教科・科目等 対 象 

教科・科目名 単位数 教科・科目名 単位数 

 特例なし 

 
○令和７年度の教育課程の内容のうち特徴的な事項 

教科・科目 履修学年 単位数 内容 

SS・SS-Science CampⅠ 
普通科・理数科 

１年次希望者 
１ 

２泊３日茨城筑波での高エネルギー

加速器研究機構（ＫＥＫ），茨城大学，

日本製鉄鹿島工場の訪問，まとめ・ 

プレゼンテーションを行う。 

SS・SS-Science CampⅡ 

普通科２年次 

ＳＳＨコース

希望者 

１ 

３泊４日黒部立山での氷河，高山地帯

の観察，まとめ・プレゼンテーション

を行う。 

SS・SS-国語α 
普通科２年次 

ＳＳＨコース 
４ 

「現代の国語」，「言語文化」との関

連性を重視しながら現代文・古文・漢

文をバランスよく学習する。 

SS・SS-国語β 
普通科３年次 

ＳＳＨコース 
４ 

「SS-国語α」をさらに発展させ， 

論理的文章を多く扱う。 

SS・ＣＯＳⅠ 理数科１年次 １ 

課題研究の準備活動や外部機関との

連携，英語でのプレゼンテーションを

行う。 

SS・ＣＯＳⅡ 理数科２年次 １ 
課題研究，海外科学技術研修準備， 

外部機関連携を行う。 

SS・ＡＮＳ 
普通科２年次 

ＳＳＨコース 
１ 

課題研究の準備活動や外部機関との

連携，プレゼンテーションやディスカ

ッションを行う。 
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オ SS-Science CampⅢ（普通科２年次希望者）の開発 

授業で学習した内容が発展的に用いられている現場を知ることを目的に，大学の研究室等

の施設見学や現役研究者からの講義を中心とした研修を計画した。生徒は分野融合型授業

により教科横断型の思考や多角的な視点での分析に慣れているため，研究現場では多分野

が融合している実態を理解する機会として，十分な効果が見込まれる。 

ⅰ 先進的な高大接続カリキュラムの開発 

高大接続カリキュラム開発連絡協議会の実施，高大接続事業の実施，次年度の準備。 

千葉大学情報・データサイエンス学部との高大接続事業に関する協定の締結。 

ⅱ 大学及び諸機関連携の再構築・発展 

ア 教科・科目との関連性を重視した連携講座の実施と普及 

イ 高大接続を目的とした発展的な連携講座の開発 

ウ キャリア教育の視点を入れた連携講座の実施 

  各講座での事前・事後指導の発展及びアンケート結果の取りまとめシートの作成。 

エ オンライン等を活用した海外大学・企業との連携 

  スタンフォード大学日本人留学生との交流。 

ⅲ 国際的に活躍できる人材に必要な自己表現能力の育成 

ア 千葉大学高大連携支援室との連携による外国人留学生の導入 

CCSS Fair に英語での発表の指導助言者として，また年３回土曜日に英語での課題研究指

導助言者として４名の支援。 

イ 英語を母語とするサイエンスアシスタント（ＳＡ）の導入 

「生物基礎」，「生物基礎研究」，「理数生物」においてＳＡを導入した授業の実施。「Ａ

ＮＳ」，「理数探究」において英語研究要旨の作成，プレゼンテーション指導の実施。 

ウ 外国人研究者招へい講座の改善・実施 

サイエンスダイアログの実施及び，事前指導についてのＳＡの活用。 

エ 卒業生による講演会の実施 

 ⑤ 研究開発の成果 （根拠となるデータ等は「❸関係資料」に掲載。） 
Ⅰ 「分野融合型人材育成」に向けた教育課程の深化と普及 

ア 分野融合型授業のさらなる普及と再開発（P.21 参照） 

 各教科のシラバスに分野融合型授業が記載され，今年度は１６テーマ６８講座（各授業

を「発見型」，「解決型」，「体験型」に分類すると発見型９テーマ，解決型８テーマ，

体験型９テーマ（重複を含む）となる）を実施した。新しく開発した分野融合型授業とし

ては，国語×化学で，小説の「鏡」と「銀鏡反応」の実験を融合させたものや，SS-Science 

CampⅠ×地理で，鹿島地域になぜ化学工場が多いのかを化学の面と地理の面から解説した

ものなどがある。授業アンケートの結果，すべての質問項目で最も肯定的な回答が昨年度

より高かった。また，「身のまわりの事象は多くの分野が関わり合って起きていることを

感じられたか」という質問で「大いに感じられた」と回答した割合は，「解決型」で７７

％と最も高かった。授業内で分野を融合させて問題解決したことで，分野の融合が感じら

れたのではないかと考えられる。今後，分類ごとの特性や生徒からの反応の傾向を分析し

発信することで，分野融合型授業の普及の一助になることが期待できる。 

イ 「社会とつながる探究」をテーマとした「総合的な探究の時間」の発展と普及（P.22～23 参照） 

 普通科１年次生２７９名，２年次生２６０名を対象とした「総合的な探究の時間」では，

１年次生においては千葉市と協力し「千葉市×ＳＤＧｓ」をテーマに，２年次生において

は千葉市の枠を越えて「全世界×ＳＤＧｓ」をテーマに，各班で設定した課題に取り組ん

だ。今年度は２年間を通して探究を行う計画の４年目にあたる。１年次生におけるテーマ

設定では千葉市役所出前講座の協力により，地域社会と生活が結びついた探究として４９
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テーマ，２年次生においては本校の職員による全体指導を実施し，日本や世界とＳＤＧｓ

が結びついた探究として４１テーマを設定することができた。実地調査を行い，ポスター

にまとめ，発表会を開催した。評価の高い上位１０班のポスターは，次年度の夏季の約１

か月間千葉都市モノレールの車内及び千葉駅コンコースに掲示し，校外へ取組を普及する

予定である。また各学年における優秀班と，理数科・ＳＳＨコースが実施している理数探

究の優秀班の合計４班が全校生徒に向け成果発表会を行った。さらに今年度は，１年次生

における優秀班と千葉市立稲毛国際中等教育学校における探究活動の優秀班が，千葉市の

課題と解決方法についてのプレゼンテーションを千葉市長へ行い，千葉市政と連携した取

組となった。開発したルーブリックをもとに２年次生の取組を自己評価させた結果，昨年

度の結果と比べて大きな変化はみられなかった。「問題点解決についての検証と分析」と

「問題解決にあたっての情報を収集する能力」の項目が他の項目に比べやや低い傾向がみ

られた。１年次生で実施している総探基礎講座（モジュール）の５教科（国語・数学・英

語・理科・地歴公民）では，昨年度の課題から，学習した内容と探究活動が結びつくよう

に実施内容を総合探究委員会中心に改善を図った。実施した「探究活動の中で役に立った

と思う教科（複数回答可）」についてのアンケートの結果を昨年度と今年度で比較し，数

学は昨年度と変わらず最も高かった。理科や地歴公民は４～６ポイント上昇したが，国語

や英語は６～８ポイント減少した。 

ウ 普通科ＳＳＨコースの深化（P.23～24 参照） 

ＡＮＳでは課題研究に必要な能力の育成を目的として，テーマ設定講座・研究倫理講座

・実験ノート作成講座・スライド作成講座・ポスター作成講座・科学英語プレゼンテーシ

ョンを実施した。また，フィールドワークの事前指導や事後指導・報告会準備の時間に充

てた。９月の高校生理科研究発表会後の新たな取組として以下２点挙げる。１点目は，ポ

スター作成講座において，作成したポスターと指導助言をまとめたポスター集を作成し，

４人グループで研究発表・ポスターのレイアウト等の協議を行うようにした。次の発表会

等でポスターのレイアウト等が改良される効果が期待できる。２点目は，科学英語プレゼ

ンテーションの実施方法を変更した。発表会で作成した日本語の要旨を英語の要旨に書き

換え，ＳＡを中心に個別で指導を行った。要旨作成では「Google ドキュメント」を使用

し，教員が添削しやすいようにした（２時間）。発表練習ではＳＡと英語科教員の合計２

名による英語要旨の修正やスピーキングの練習を実施した（３時間）。発表本番では，今

年度からスライドや写真を見せながらＳＳＨコース全生徒に対しての発表及び質疑応答

に変更したことで，科学英語の理解の促進のみではなく，興味・関心の増加につながる効

果が期待できる。９月の高校生理科研究発表会での受賞は例年理数科のみだが，今年度は

ＳＳＨコースが１件優秀賞を受賞し，計画的に高いレベルで研究ができていることを示し

ている。５月と１０月のＳＳＨコース説明会，９月の SS-Science CampⅡ報告会を実施し

たことで，次年度のＳＳＨコース希望生徒を１７名確保することができた（昨年度から１

５名以上が継続して達成された）。また，学校評価アンケートのＳＳＨコース生徒評価に

おいて「学校は，学習指導に力を入れ，生徒の興味・関心を引き出す授業を実施している」

（ｎ＝２７）の質問に対して「よく当てはまる」と回答した割合が５８％であり，令和５

年度から右肩上がりの値を示している。ＳＳＨ評価委員会による評価項目すべてが５段階

中４．９と高い評価をいただき，取組が効果的であり，評価委員にも本校の取組を十分に

伝えられたと考えている。 

Ⅱ 課題研究の先進的指導法とエビデンスのある評価法の確立と普及（P.25～26 参照） 

ア 身に付いた能力を生徒自身が確認できるルーブリックを活用した評価の開発 

 理数科２年次生，普通科ＳＳＨコース２年次生計５６名を対象とした。診断的・形成的

評価については，前期終了後に生徒と教員によるルーブリック評価と Ai GROW による評価

オ SS-Science CampⅢ（普通科２年次希望者）の開発 

授業で学習した内容が発展的に用いられている現場を知ることを目的に，大学の研究室等

の施設見学や現役研究者からの講義を中心とした研修を計画した。生徒は分野融合型授業

により教科横断型の思考や多角的な視点での分析に慣れているため，研究現場では多分野

が融合している実態を理解する機会として，十分な効果が見込まれる。 

ⅰ 先進的な高大接続カリキュラムの開発 

高大接続カリキュラム開発連絡協議会の実施，高大接続事業の実施，次年度の準備。 

千葉大学情報・データサイエンス学部との高大接続事業に関する協定の締結。 

ⅱ 大学及び諸機関連携の再構築・発展 

ア 教科・科目との関連性を重視した連携講座の実施と普及 

イ 高大接続を目的とした発展的な連携講座の開発 

ウ キャリア教育の視点を入れた連携講座の実施 

  各講座での事前・事後指導の発展及びアンケート結果の取りまとめシートの作成。 

エ オンライン等を活用した海外大学・企業との連携 

  スタンフォード大学日本人留学生との交流。 

ⅲ 国際的に活躍できる人材に必要な自己表現能力の育成 

ア 千葉大学高大連携支援室との連携による外国人留学生の導入 

CCSS Fair に英語での発表の指導助言者として，また年３回土曜日に英語での課題研究指

導助言者として４名の支援。 

イ 英語を母語とするサイエンスアシスタント（ＳＡ）の導入 

「生物基礎」，「生物基礎研究」，「理数生物」においてＳＡを導入した授業の実施。「Ａ

ＮＳ」，「理数探究」において英語研究要旨の作成，プレゼンテーション指導の実施。 

ウ 外国人研究者招へい講座の改善・実施 

サイエンスダイアログの実施及び，事前指導についてのＳＡの活用。 

エ 卒業生による講演会の実施 

 ⑤ 研究開発の成果 （根拠となるデータ等は「❸関係資料」に掲載。） 
Ⅰ 「分野融合型人材育成」に向けた教育課程の深化と普及 

ア 分野融合型授業のさらなる普及と再開発（P.21 参照） 

 各教科のシラバスに分野融合型授業が記載され，今年度は１６テーマ６８講座（各授業

を「発見型」，「解決型」，「体験型」に分類すると発見型９テーマ，解決型８テーマ，

体験型９テーマ（重複を含む）となる）を実施した。新しく開発した分野融合型授業とし

ては，国語×化学で，小説の「鏡」と「銀鏡反応」の実験を融合させたものや，SS-Science 

CampⅠ×地理で，鹿島地域になぜ化学工場が多いのかを化学の面と地理の面から解説した

ものなどがある。授業アンケートの結果，すべての質問項目で最も肯定的な回答が昨年度

より高かった。また，「身のまわりの事象は多くの分野が関わり合って起きていることを

感じられたか」という質問で「大いに感じられた」と回答した割合は，「解決型」で７７

％と最も高かった。授業内で分野を融合させて問題解決したことで，分野の融合が感じら

れたのではないかと考えられる。今後，分類ごとの特性や生徒からの反応の傾向を分析し

発信することで，分野融合型授業の普及の一助になることが期待できる。 

イ 「社会とつながる探究」をテーマとした「総合的な探究の時間」の発展と普及（P.22～23 参照） 

 普通科１年次生２７９名，２年次生２６０名を対象とした「総合的な探究の時間」では，

１年次生においては千葉市と協力し「千葉市×ＳＤＧｓ」をテーマに，２年次生において

は千葉市の枠を越えて「全世界×ＳＤＧｓ」をテーマに，各班で設定した課題に取り組ん

だ。今年度は２年間を通して探究を行う計画の４年目にあたる。１年次生におけるテーマ

設定では千葉市役所出前講座の協力により，地域社会と生活が結びついた探究として４９
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の差異を検証するものである。総括的評価については，教員による後期の理数探究授業中

に行うポスター発表及び実験ノート点検等の総合評価と Ai GROWによる評価の差異を検証

するものである。診断的・形成的評価については，課題発見能力及び課題解決能力の差異

は小さく，本校が作成したルーブリックの妥当性が確認できたが，自己表現能力の差異は

大きく，次年度ルーブリックの改善が求められる。 

イ 自分ごととしての課題研究内容に対応した指導体制の確立と普及 

 理数科１，２，３年次生，普通科ＳＳＨコース２，３年次生計１４６名を対象に，３年

間を通して行われる「理数探究」において探究活動の指導を行った（普通科ＳＳＨコース

は１年次に「総合的な探究の時間」を２単位履修）。課題研究のコンクール参加件数１１

２件，入賞件数９件となり，昨年度と比較して参加件数は６件増加し，入賞件数は１件の

減少となった。科学系部活動は６５名（昨年度は４１名）が活動し，千葉県高等学校文化

連盟自然科学専門部会科学発表会において，６年連続千葉県代表として全国大会に出場を

決めている。化学グランプリ一次選考の出場は過去最多の１０名であったが，本選出場は

果たせなかった。また，千葉市内の学校種を越えた交流と本校生徒の課題研究の成果発表

を目的として「CCSS Fair 2025」を開催した。今年度は外部参加者の拡大を目標に，案内

ポスターを作成した後，管理機関である千葉市教育委員会による小中学校の研修会等で案

内ポスターの配付と宣伝の強化等で大きく協力をいただいた。結果的に，外部の小学生１

０件，中学生１４件，高校生９件，いずれも令和４年度以降最多の件数になった。発表形

式は，小学生及び中学生にも参加しやすいポスター発表を踏襲し，発表会場は体育館から

教室に変更した。 

Ⅲ フィールドワークの開発及び指導法の継承（P.26 参照） 

ア Field Study（理数科１年次） 

 主担当が交代し，新体制での実施となった。生徒アンケートでは，研修によって興味・

関心が増したと回答した生徒が７３％，課題発見能力を習得できたと回答した生徒が９１

％，課題解決能力を習得できたと回答した生徒が９６％となり，担当が変わっても高い効

果を維持できていることがわかる。 

イ SS-Science CampⅠ（１年次希望者） 

 つくばサイエンスツアーオフィスの協力を得て，物質・材料研究機構及び日本製鉄鹿島

工場での研修を新たに開発した。また，昨年度まで高エネルギー加速器研究機構での研修

の事前講座としてＫＥＫキャラバンを利用していたが，生徒の反応を踏まえ難度が高いと

判断し，本校理科教員による事前講座を新たに開発した。さらに，日本製鉄鹿島工場での

研修に向けて本校職員による分野融合型の事前学習を開発し実施した。その結果，研修を

理解できたと回答した生徒が８７％，課題解決能力を習得できたと回答した生徒が８９％

となり，いずれも向上がみられ，高い効果が確認できた。 

ウ SS-Science CampⅡ（普通科ＳＳＨコース２年次希望者） 

 引率人数を６人から５人へと減らした体制で実施した。研修は安全に実施できたもの

の，安全管理体制には課題が残った。また，立山カルデラ砂防博物館での研修での研修内

容を充実させ，理解深化を図った。研修の効果は非常に高く，参加者全員がアンケートで

研修を理解できた，課題発見能力が向上したと回答した。  

エ SS-Field Study（理数科２年次） 

 国立公園やＮＡＳＡなどアメリカ国営施設を含む研修であったため，出発直前の政府閉

鎖を受け，国営施設を利用しない代替日程を作成した。今年度は政府閉鎖下においても予

定通り研修を行うことができ，今後の緊急事態への対応力も高まった。費用高騰について

は昨年度に開発した費用を抑えた日程で対応した。アンケートでは，９３％の生徒が興味

・関心が増したと回答し，全員が課題発見能力，課題解決能力を習得できたと答えている。 
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オ SS-Science CampⅢ（普通科２年次希望者）の開発 

 初年度は産業医科大学，昨年度は佐賀大学海洋エネルギー研究所で実施するなど，毎年

新たな研修先を開発している。今年度は九州大学伊都キャンパスでの光化学研修及び泉山

磁石場内での研修を開発した。また，今回は引率教員の主担当を理科でなく数学とした。

実施時期も，昨年度の３月末から今年度は１２月末へと変更した。昨年度の参加生徒の中

には本研修を契機に進路を決定した者もおり，キャリア教育への影響も大きい。アンケー

トの結果も非常に良く，興味・関心が増えた，課題発見能力，課題解決能力を習得できた

と回答した生徒がそれぞれ９０％以上となり，高い効果が確認された。 

ⅰ 先進的な高大接続カリキュラムの開発（P.27 参照） 

 高大接続協定により，千葉大学工学部と年度当初に高大接続カリキュラム開発連絡協議

会を行い，１年間の実施内容について打合せを行った。その後，千葉大学情報・データサ

イエンス学部とも高大接続協定を結んだ。千葉大学での高大接続事業は，工学部では「物

性科学講座」，「建築工学講座」，情報・データサイエンス学部では「情報・データサイ

エンス講座」をそれぞれ９０分で実施した。本校の生徒向けに大学の授業形態に倣った授

業であり，高校での学習内容と大学での講義内容のギャップを埋めるとともに，課題研究

の相談やキャリア教育の一面もあり，高い教育効果が期待される。なお，「物性科学講座」

に関しては教育効果をより一層高めるために，本校にて事前指導を行った上で千葉大学で

の授業を実施した。次年度以降については他の講座においても可能なものは事前指導を行

い，生徒にとってさらに実りの大きい講座にしていきたい。生徒アンケートの結果による

と，「情報・データサイエンス講座」において特に肯定的な評価が高かった。１年次に履

修している「情報Ⅰ」との接続がわかりやすかったこと，講座内で３つの演示実験を体験

して研究についての理解度が高まったことが，高い評価につながったと考えられる。各講

座の難易度は適当であったが，「物性科学講座」は半導体の内容が主で，生徒にとって難

易度が高かった。しかし，事前指導を実施することで，多くの生徒が理解することができ

た。また，キャリアの項目で評価が高かったことは，少人数制の講座で多くの質問ができ

たことが要因であると考えられる。 

講座名 実施日 時間

工学部　物性科学講座 １１月２７日（木）   １６：１０～１７：４０

普通科１年１８名

理数科１年１４名

普通科２年１６名

理数科２年　１名

普通科１年２６名

理数科１年１２名

普通科２年１１名

理数科２年　３名

参加生徒

理数科１年１２名

合計
４９名

合計
５２名

工学部　建築工学講座 ２月５日（木）   １６：１０～１７：４０

１月２０日（火）   １６：１０～１７：４０
情報・データサイエンス学部
情報・データサイエンス講座

 

 

ⅱ 大学及び諸機関連携の再構築・発展（P.28～29 参照） 

今年度は６研究機関１５講座の連携講座を実施し，延べ人数５４１名が参加した（一部予

定含む）。事前指導は，ほぼすべての講座で実施し，事後指導は，普段の授業の中で講座内

容に触れたり，大学教員による添削を受けたりした。併せて，すべての連携講座についてポ

スターを作成し，千葉都市モノレール車内に掲示することで，千葉市全体に向けて本校の連

携講座の取組を普及した。生徒アンケートの結果では，「とても効果がある」と回答した割

合は，知識・理解は５９％，関心・意欲・態度は６５％，思考・判断・表現は５１％，キャ

リアは３９％であった。キャリアに関する項目は昨年度から５ポイント増加した。講師の経

の差異を検証するものである。総括的評価については，教員による後期の理数探究授業中

に行うポスター発表及び実験ノート点検等の総合評価と Ai GROWによる評価の差異を検証

するものである。診断的・形成的評価については，課題発見能力及び課題解決能力の差異

は小さく，本校が作成したルーブリックの妥当性が確認できたが，自己表現能力の差異は

大きく，次年度ルーブリックの改善が求められる。 

イ 自分ごととしての課題研究内容に対応した指導体制の確立と普及 

 理数科１，２，３年次生，普通科ＳＳＨコース２，３年次生計１４６名を対象に，３年

間を通して行われる「理数探究」において探究活動の指導を行った（普通科ＳＳＨコース

は１年次に「総合的な探究の時間」を２単位履修）。課題研究のコンクール参加件数１１

２件，入賞件数９件となり，昨年度と比較して参加件数は６件増加し，入賞件数は１件の

減少となった。科学系部活動は６５名（昨年度は４１名）が活動し，千葉県高等学校文化

連盟自然科学専門部会科学発表会において，６年連続千葉県代表として全国大会に出場を

決めている。化学グランプリ一次選考の出場は過去最多の１０名であったが，本選出場は

果たせなかった。また，千葉市内の学校種を越えた交流と本校生徒の課題研究の成果発表

を目的として「CCSS Fair 2025」を開催した。今年度は外部参加者の拡大を目標に，案内

ポスターを作成した後，管理機関である千葉市教育委員会による小中学校の研修会等で案

内ポスターの配付と宣伝の強化等で大きく協力をいただいた。結果的に，外部の小学生１

０件，中学生１４件，高校生９件，いずれも令和４年度以降最多の件数になった。発表形

式は，小学生及び中学生にも参加しやすいポスター発表を踏襲し，発表会場は体育館から

教室に変更した。 

Ⅲ フィールドワークの開発及び指導法の継承（P.26 参照） 

ア Field Study（理数科１年次） 

 主担当が交代し，新体制での実施となった。生徒アンケートでは，研修によって興味・

関心が増したと回答した生徒が７３％，課題発見能力を習得できたと回答した生徒が９１

％，課題解決能力を習得できたと回答した生徒が９６％となり，担当が変わっても高い効

果を維持できていることがわかる。 

イ SS-Science CampⅠ（１年次希望者） 

 つくばサイエンスツアーオフィスの協力を得て，物質・材料研究機構及び日本製鉄鹿島

工場での研修を新たに開発した。また，昨年度まで高エネルギー加速器研究機構での研修

の事前講座としてＫＥＫキャラバンを利用していたが，生徒の反応を踏まえ難度が高いと

判断し，本校理科教員による事前講座を新たに開発した。さらに，日本製鉄鹿島工場での

研修に向けて本校職員による分野融合型の事前学習を開発し実施した。その結果，研修を

理解できたと回答した生徒が８７％，課題解決能力を習得できたと回答した生徒が８９％

となり，いずれも向上がみられ，高い効果が確認できた。 

ウ SS-Science CampⅡ（普通科ＳＳＨコース２年次希望者） 

 引率人数を６人から５人へと減らした体制で実施した。研修は安全に実施できたもの

の，安全管理体制には課題が残った。また，立山カルデラ砂防博物館での研修での研修内

容を充実させ，理解深化を図った。研修の効果は非常に高く，参加者全員がアンケートで

研修を理解できた，課題発見能力が向上したと回答した。  

エ SS-Field Study（理数科２年次） 

 国立公園やＮＡＳＡなどアメリカ国営施設を含む研修であったため，出発直前の政府閉

鎖を受け，国営施設を利用しない代替日程を作成した。今年度は政府閉鎖下においても予

定通り研修を行うことができ，今後の緊急事態への対応力も高まった。費用高騰について

は昨年度に開発した費用を抑えた日程で対応した。アンケートでは，９３％の生徒が興味

・関心が増したと回答し，全員が課題発見能力，課題解決能力を習得できたと答えている。 
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歴や研究室紹介，ＴＡとのコミュニケーション機会を増やしたことが要因と考えられ，学習

内容が生徒自身の将来観とより密接に関連付けられるようになった成果と言える。今後は，

他の３領域においても，現在のキャリア意識の高まりを波及させることで，全般的な学習意

欲の再向上と定着を図ることが期待される。今年度の新たな取組として以下３点挙げる。１

つ目は，量子科学技術研究開発機構（ＱＳＴ）との連携事業において，研究公開イベントで

本校希望生徒６班による課題研究のポスター発表を実施した。２つ目は，日本技術士会との

連携事業において，青少年のための科学の祭典及び千葉市科学フェスタでＰＩＣメロディの

小箱工作を実施した。また，ドローンに関する操縦体験を含む包括的な入門講座を３回にわ

たり実施した。３つ目は，千葉市科学館連携講座において，理数科１年次生希望者が企画内

容を「スライム・クロマトグラフィー・金属樹」から「スライム・金属樹・葉脈製本」製作

に変更した。３回の事前指導として，千葉市科学館長講演のプレ講座，実験練習会，科学館

スタッフによる指導を含めた練習会を実施し，生徒自ら実験プリントを作成し，昨年度以上

に時間をかけて指導を行った。次年度以降も企画内容を固定化するのではなく，生徒からの

アイデアを取り入れる等，弾力的に検討していきたい。SS-Field Study については，今年

度もスタンフォード大学内で，日本人留学生のグループと事前に連絡を取り，３名の留学生

から，研究内容や大学生活，教育内容の違い，留学に至った経緯などの話を直接聞くことが

できた。 

ⅲ 国際的に活躍できる人材に必要な自己表現能力の育成（P.29 参照） 

ア 千葉大学高大連携支援室との連携による外国人留学生の導入 

 千葉大学から，本校主催の課題研究発表会 CCSS Fair の課題研究英語発表指導助言者と

して Savira Aristi，Joceline Theda Kadarman，Rabiatul Hazirah binti Idris，Punnat 

Changsalak の４名の外国人留学生を派遣していただいた。同４名には年３回（７月，１

０月，１１月）土曜日に来校していただき，英語による課題研究の定期的な指導をしてい

ただいた（詳細は科学技術人材育成重点枠に記載）。 

イ 英語を母語とするサイエンスアシスタント（ＳＡ）の導入 

 「生物基礎」，「生物基礎研究」の授業において，世界の気候とバイオームの分野につ

いて海外で使用されている教科書「Advanced BIOLOGY」や「英語で学ぶ生物学」を使用し

て，ＳＡによる講義を英語で実施した。「理数生物」の授業において，生徒プレゼンテー

ションの指導を実施した。「ＡＮＳ」では昨年度に引き続き，各自が取り組んでいる課題

研究の英語要旨作成，発音チェックや発表練習，プレゼンテーション・質疑応答の実技テ

ストを行った。実技テストの評価ルーブリックはＳＡや英語科教員が相談し，新たに改訂

した。生徒は普段の理科の授業の内容や課題研究の概要を，英語でどのように表現するの

かを知ることで，国内外問わない自己表現能力が育成されたと考えている。 

ウ 外国人研究者招へい講座の改善・実施 

 外国人研究者招へい講座を本校会場にて理数科１，２年次生，普通科ＳＳＨコース２年

次生，ＷＳＣ参加生徒，他希望生徒，本校教職員合計約１００名を対象に３講座同時に実

施した。① Dr. Rawan SHEKHANI（東京大学大学院 理学系研究科）「クライオ電子顕微鏡

によるクラスＦのＧタンパク質共役受容体構造解析」について，② Dr. Gabriel Tai HUYNH

（国立研究開発法人 物質・材料研究機構 高分子・バイオ材料研究センター）「バクテリ

ア感染症を簡便かつ早期に検出できる機能性高分子材料の開発」について，③ Dr. Shania 

JAMES（東京大学大学院 理学系研究科）「白亜紀末から更新世の巨大天体衝突イベントの

比較研究」について，事前指導としてＳＡを活用し，ワークシートを用いて講義に関する

要旨の読み合わせ及び語彙の指導を行った。実施後のアンケート結果について過年度と比

べると「講義における英語は，どの程度理解できましたか」や「講義における研究関連に

ついての説明は，どの程度理解できましたか」という質問に対して「５段階中４や５（５
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が最高評価）」と回答している生徒の割合が，今年度大きく増加していることがわかる。

これは少人数で展開したことや体験的活動を取り入れたことが要因と考えられる。その結

果「講義を聞き，科学や研究に対する関心は高まりましたか」や「全体として，今日の講

義はいかがでしたか」という質問についても「４や５」と回答している生徒の割合が増加

し，再度外国人研究者からの講義を聞きたいと思う生徒の割合も，過年度と比べ増加した。 

 ⑥ 研究開発の課題 （根拠となるデータ等は「❸関係資料」に掲載。） 
Ⅰ 「分野融合型人材育成」に向けた教育課程の深化と普及 

ア 学校ウェブページへ掲載している分野融合型授業について，代表的な取組の記載やタイプ

別の授業の特性など記載内容を拡大し，普及を加速させる。現在は校内での参考用に撮影

している授業動画を，公開可能な形に撮影，編集してＨＰに掲載する。また，閲覧数を集

計したり，閲覧・実践した教員から意見を集めたりすることで授業の深化に生かす。校内

委員会のカリキュラム開発班で協力して，分野融合を感じられる授業の開発を行う。 

イ 生徒の自己評価について「問題解決にあたっての情報を収集する能力」と「問題点解決に

ついての検証と分析」の項目においてポイントが低い原因は，テーマについて仮説を立て

ることはできているが，仮説検証についてはあまり進んでいないことだと考える。文献調

査は実施しているが，それ以外にアンケートの正しい取り方や検証実験などの方法を総探

基礎講座（モジュール）に組み込み，探究活動とより結びつくようにしていきたい。 

ウ 分野融合型授業やフィールドワークと課題研究の関連性について検証する必要がある。同

時に生徒へ，これらとの関連性をしっかり意識させて課題研究に取り組ませることで，コ

ンテストの入賞数を増加させたい。 

Ⅱ 課題研究の先進的指導法とエビデンスのある評価法の確立と普及 

ア 診断的・形成的評価における自己表現能力について，ルーブリックの各項目のポイントを

１段階ずつ変更して，生徒に求める能力をより高める必要があると考える。また，Ai GROW

で診断しているコンピテンシーを３能力（課題発見能力・課題解決能力・自己表現能力）

に変換しているが，各コンピテンシーの値から本校の理数科とＳＳＨコースで伸長してい

る能力の違いを分析し，どの講座がコンピテンシーを特に伸長させているかを把握した上

で，本校の取組を精選していく必要がある。 

イ CCSS Fair については，昨年度までの体育館での実施と今年度の教室での実施，２通りの

実施形態を企画することができたため，より幅を広げることができた。今年度は千葉市外

の参加件数は１件に留まり，次年度以降はさらに参加件数を拡大できるよう，案内の強化

に努めて広く募集案内を行っていきたい。 

Ⅲ フィールドワークの開発及び指導法の継承 

ア・イ なし 

ウ 交通費や宿泊費の高騰により，引率教員数の確保が難しくなっている。研修地に高山地帯

を含むことから，複数の体調不良者が出た場合でも安全管理上支障を生じない体制を構築

する必要がある。生徒への効果を踏まえると費用高騰を理由に研修先を変更するのは避け

たい。 

エ コスト削減を行っているが，物価上昇による参加費の増加を抑えることが困難な状況にあ

る。次年度もバス運転手やネイチャーガイド等の人件費や施設利用費，食費などの費用の

調整を継続的に検討する必要がある。 

オ なし 

ⅰ 先進的な高大接続カリキュラムの開発 

 生徒のアンケート結果（ｎ＝１０２）によると，知識・理解，関心・意欲・態度の項目に

ついては肯定的評価が９３％及び８７％と高いが，思考・判断・表現・については６９％と

低くなっている。１種類の講座に対して複数回の授業や実験・実習を行うことで同じ分野に

歴や研究室紹介，ＴＡとのコミュニケーション機会を増やしたことが要因と考えられ，学習

内容が生徒自身の将来観とより密接に関連付けられるようになった成果と言える。今後は，

他の３領域においても，現在のキャリア意識の高まりを波及させることで，全般的な学習意

欲の再向上と定着を図ることが期待される。今年度の新たな取組として以下３点挙げる。１

つ目は，量子科学技術研究開発機構（ＱＳＴ）との連携事業において，研究公開イベントで

本校希望生徒６班による課題研究のポスター発表を実施した。２つ目は，日本技術士会との

連携事業において，青少年のための科学の祭典及び千葉市科学フェスタでＰＩＣメロディの

小箱工作を実施した。また，ドローンに関する操縦体験を含む包括的な入門講座を３回にわ

たり実施した。３つ目は，千葉市科学館連携講座において，理数科１年次生希望者が企画内

容を「スライム・クロマトグラフィー・金属樹」から「スライム・金属樹・葉脈製本」製作

に変更した。３回の事前指導として，千葉市科学館長講演のプレ講座，実験練習会，科学館

スタッフによる指導を含めた練習会を実施し，生徒自ら実験プリントを作成し，昨年度以上

に時間をかけて指導を行った。次年度以降も企画内容を固定化するのではなく，生徒からの

アイデアを取り入れる等，弾力的に検討していきたい。SS-Field Study については，今年

度もスタンフォード大学内で，日本人留学生のグループと事前に連絡を取り，３名の留学生

から，研究内容や大学生活，教育内容の違い，留学に至った経緯などの話を直接聞くことが

できた。 

ⅲ 国際的に活躍できる人材に必要な自己表現能力の育成（P.29 参照） 

ア 千葉大学高大連携支援室との連携による外国人留学生の導入 

 千葉大学から，本校主催の課題研究発表会 CCSS Fair の課題研究英語発表指導助言者と

して Savira Aristi，Joceline Theda Kadarman，Rabiatul Hazirah binti Idris，Punnat 

Changsalak の４名の外国人留学生を派遣していただいた。同４名には年３回（７月，１

０月，１１月）土曜日に来校していただき，英語による課題研究の定期的な指導をしてい

ただいた（詳細は科学技術人材育成重点枠に記載）。 

イ 英語を母語とするサイエンスアシスタント（ＳＡ）の導入 

 「生物基礎」，「生物基礎研究」の授業において，世界の気候とバイオームの分野につ

いて海外で使用されている教科書「Advanced BIOLOGY」や「英語で学ぶ生物学」を使用し

て，ＳＡによる講義を英語で実施した。「理数生物」の授業において，生徒プレゼンテー

ションの指導を実施した。「ＡＮＳ」では昨年度に引き続き，各自が取り組んでいる課題

研究の英語要旨作成，発音チェックや発表練習，プレゼンテーション・質疑応答の実技テ

ストを行った。実技テストの評価ルーブリックはＳＡや英語科教員が相談し，新たに改訂

した。生徒は普段の理科の授業の内容や課題研究の概要を，英語でどのように表現するの

かを知ることで，国内外問わない自己表現能力が育成されたと考えている。 

ウ 外国人研究者招へい講座の改善・実施 

 外国人研究者招へい講座を本校会場にて理数科１，２年次生，普通科ＳＳＨコース２年

次生，ＷＳＣ参加生徒，他希望生徒，本校教職員合計約１００名を対象に３講座同時に実

施した。① Dr. Rawan SHEKHANI（東京大学大学院 理学系研究科）「クライオ電子顕微鏡

によるクラスＦのＧタンパク質共役受容体構造解析」について，② Dr. Gabriel Tai HUYNH

（国立研究開発法人 物質・材料研究機構 高分子・バイオ材料研究センター）「バクテリ

ア感染症を簡便かつ早期に検出できる機能性高分子材料の開発」について，③ Dr. Shania 

JAMES（東京大学大学院 理学系研究科）「白亜紀末から更新世の巨大天体衝突イベントの

比較研究」について，事前指導としてＳＡを活用し，ワークシートを用いて講義に関する

要旨の読み合わせ及び語彙の指導を行った。実施後のアンケート結果について過年度と比

べると「講義における英語は，どの程度理解できましたか」や「講義における研究関連に

ついての説明は，どの程度理解できましたか」という質問に対して「５段階中４や５（５
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対して多角的かつ，より深く学習できる講座の開発が必要と考えられる。その場合に，事前

指導の内容を精選し，講座がさらに理解しやすくなる仕組みを構築する。また，生徒の興味

・関心が向上するような講座の種類を増やすことや，年間計画を早期に作成し生徒へ周知す

るなど，より生徒が参加しやすいように工夫する。また，高校と大学の円滑な接続を行うた

め，高校・大学の授業見学を実施する。 

ⅱ 大学及び諸機関連携の再構築・発展 

 連携講座の生徒アンケート「新しい講座を開発するにあたって，希望がありましたら，具

体的に教えてください」（ｎ＝２９）の回答として，物理分野１件，化学分野１件，生物分

野１０件，地学分野２件，数学・情報分野２件，工学分野２件，医療分野３件，フィールド

分野１件，その他７件であった。３Ｄプリンターについても，課題研究やフィールドワーク

の報告で使用することが多いが，使用できる生徒がそこまで多くないのが現状である。一部

の教員や生徒のみが設計方法と印刷方法を理解できているが，それ以外の生徒は理解できて

いない。今後は情報工学系の連携講座でプログラミングや３Ｄプリンターを使用した新たな

講座を開発していく必要がある。 

ⅲ 国際的に活躍できる人材に必要な自己表現能力の育成 

 外国人研究者招へい講座において少人数の講座にしたことや体験型の活動を加えたこと

で，生徒の興味・関心や満足度が大幅に増加した。今後持続的に魅力ある講座を実施するた

め，講師選定の方法を検討したい。また，ＳＡを活用している授業が少ないことから，活用

方法の開発が望まれる。少人数の授業で活用することにより，外国人研究者招へい講座同様，

理解度が向上することが見込まれる。 
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❷実施報告書（本文） 
 

ＳＳＨ中間評価において指摘を受けた事項（○）のこれまでの改善・対応状況（●） 
 
①研究開発計画の進捗と管理体制，成果の分析に関する評価 
○コモンルーブリックの弱点をＡＩで補うという発想は，評価できる。 
●理数探究のルーブリックの妥当性の検証だけでなく，第Ⅳ期の過去４年間の Ai GROWのデータ
を数値比較し，普通科ＳＳＨコースと理数科の強みを分析する。 

○分野融合型授業の取組が課題研究に生かせているのかについて，その成果を明確にする必要があ

る。 
●直接的なテーマ設定にどこまで影響を与えているかはアンケート結果からは判断できないが，Ｓ

ＳＨの取組全般を通して分野融合の重要性は生徒が理解して課題研究に取り組み，コンテストの

入賞件数も増加した。 
②教育内容，指導体制等に関する評価 
○フィールドワークが重視されていることは，評価できる。 
●８件のフィールドワークの実施かつ事前・事後指導・発表会の強化を行い，指導法の継承を行っ

ている。主担当を異なる教員に配置することで，人事異動等にも対応できるようにした。 
○分野融合型授業の開発が進められているが，実施については各教員の判断とされているため，組

織的な形で実施することが期待される。 
●年間１講座１回以上の分野融合型授業の実施に努め，シラバスや学校ＨＰで実施計画書と報告書

を掲載している。今年度は千葉県化学研究協議会でも分野融合型授業の取組の普及を行った。 
○Ⅳ期では３年間の課題研究等の探究活動を実施することを求めているため，普通科３年の文系生

徒についても課題研究等を実施することが必要である。 
●理数科とＳＳＨコースは３年次の理数探究の開発を行い，２年次までの課題研究の総括を行うこ

とで，コンテストの参加件数及び入賞件数も増加した。しかし，普通科３年の文系生徒に３年間

の探究活動が求められるため，教育課程に組み込む検討をしている。 
③外部連携・国際性・部活動等の取組に関する評価 
○千葉大学工学部との連携協定を一層進め，高大接続の取組になることを期待する。 
●今年度，新たに１１月７日（金）に千葉大学情報・データサイエンス学部との協定を結んだ。  
○重点枠（海外連携）として，ＷＳＣの規模が小さい点を改善することを期待する。ＷＳＣが，基

礎枠へどのような効果があったのかについて検証することが必要である。 
●ＷＳＣの規模の大きさに関しては，相手校との連携人数の関係を考慮している。基礎枠への効果

としては，課題研究やフィールドワークの学習時に科学共同研究で習得したスキルを存分に発揮

していると考えられる。 
④成果の普及等に関する評価 
○CCSS Fair（Chiba Cross School Science Fair）において，小・中学生も対象としていることは，評
価できる。 

●CCSS Fair のポスター作成や管理機関による研修会等での案内，千葉県児童生徒・教職員科学作
品展の受賞者には，別途お誘い電話をする等，案内の強化を行った。 

○分野融合型授業のデータベースが公開されているが，利用者がより活用しやすい形で公開するこ

とを期待する。 
●学校ＨＰで分野融合型授業のデータベースを公開しているが，ファイルのダウンロード件数を把

握できる機能を追加した。今後は月単位のダウンロード状況が把握できる機能を実装する予定で

ある。市立札幌開成中等教育学校及び山形県立山形南高等学校，新潟県立長岡高等学校の視察時

に紹介し，千葉県内の SSネットでも共有を行いたい。 
⑤管理機関の取組と管理体制に関する評価 
○管理機関による組織的な支援が行われていることは評価でき，今後一層の普及・発信活動を期待

する。自走化への可能性や課題について，管理機関としての支援を期待する。 
●管理機関を交えて，千葉大学工学部に加えて，情報・データサイエンス学部と新たに協定を結ん

だ。管理機関による CCSS Fairの募集案内を小中学校の研修会等でポスター配付及び案内を行っ
た結果，外部の参加件数３３件（小学校３０．３％，中学校４２．４％，高校２７．３％）で令

和４年度以降最多件数であった。管理機関による千葉市立稲毛高等学校・国際中等教育学校勤務

のＩＬＴの登用を行った。 

対して多角的かつ，より深く学習できる講座の開発が必要と考えられる。その場合に，事前

指導の内容を精選し，講座がさらに理解しやすくなる仕組みを構築する。また，生徒の興味

・関心が向上するような講座の種類を増やすことや，年間計画を早期に作成し生徒へ周知す

るなど，より生徒が参加しやすいように工夫する。また，高校と大学の円滑な接続を行うた

め，高校・大学の授業見学を実施する。 

ⅱ 大学及び諸機関連携の再構築・発展 

 連携講座の生徒アンケート「新しい講座を開発するにあたって，希望がありましたら，具

体的に教えてください」（ｎ＝２９）の回答として，物理分野１件，化学分野１件，生物分

野１０件，地学分野２件，数学・情報分野２件，工学分野２件，医療分野３件，フィールド

分野１件，その他７件であった。３Ｄプリンターについても，課題研究やフィールドワーク

の報告で使用することが多いが，使用できる生徒がそこまで多くないのが現状である。一部

の教員や生徒のみが設計方法と印刷方法を理解できているが，それ以外の生徒は理解できて

いない。今後は情報工学系の連携講座でプログラミングや３Ｄプリンターを使用した新たな

講座を開発していく必要がある。 

ⅲ 国際的に活躍できる人材に必要な自己表現能力の育成 

 外国人研究者招へい講座において少人数の講座にしたことや体験型の活動を加えたこと

で，生徒の興味・関心や満足度が大幅に増加した。今後持続的に魅力ある講座を実施するた

め，講師選定の方法を検討したい。また，ＳＡを活用している授業が少ないことから，活用

方法の開発が望まれる。少人数の授業で活用することにより，外国人研究者招へい講座同様，

理解度が向上することが見込まれる。 
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❸ 関係資料 

 

運営指導委員会議事録 

 

１ 令和７年度第１回ＳＳＨ運営指導委員会  日時：令和７年５月２９日（木）  場所：本校会議室 

 

Ｑ１ 先導的改革期に向けて，第Ⅳ期までに強みとして作ってきたものをリセットしなければならないの

か，それとも強みの中に課題を見つけて改善していくのか。第Ⅳ期が始まってから入学し，第Ⅳ期を

３年間経験した生徒にアンケートを実施して男女の差など課題が見えたか。 

Ａ１ 第Ⅳ期まで多くの取組を実施してきた。分野融合型人材育成，課題研究，フィールドワーク，国際交

流の４点が本校の強みである。ここから一つ大きな強みを出すか，新しい取組をこれまでの経験から

追加する必要がある。男女別のアンケートは実施していないので，項目の追加を検討する。 

Ｑ２ 重点枠の申請のとき，国際交流と研究倫理について盛り込むと良いという話があったが，今回詳しく

報告されていない。研究倫理についてのまとめや展開はあったか。外部発信をしっかりして，他の高

校でも使えるように普及してほしい。 

Ａ２ ６月下旬に課題研究に必要な研究倫理講座を実施する予定である。千葉大学の国際教養学部の東島先

生に研究倫理講座を依頼している。４月の段階で，昨年の課題研究テーマと論文集を渡してある。本

校に必要な研究倫理観を付け加えて講義をしていただく予定である。学校ＨＰに研究倫理に関する資

料を掲載し，具体的に共有したい。 

Ｑ３  ＷＳＣについてプレゼンテーションに主眼をおいている気がするが，リスニングの内容はあるのか。

人の話を聞く能力もディスカッション等をする上では重要である。 

Ａ３ ＷＳＣ１もＷＳＣ２も，ＩＬＴやＡＬＴの授業をオールイングリッシュで実施している。通常の授業

では英語コミュニケーションと論理表現で４技能を高めている。ＷＳＣでは韓国やタイの生徒と科学

共同研究について英語でやり取りをしているので，聞くことと話すこと両方に主眼を置いていると考

える。 

 

感想 次期申請に向けて取組を精選して行くとともに，それぞれの取組の関わりも分析していかなければな

らない。その中で一つフォーカスして柱とするものを見つけていくことが大事である。さらに一つの

ストーリーのようなものができると良い。体系化をしていく中で柱と枝が見えてくる。 

 

 

２ 令和７年度第２回ＳＳＨ運営指導委員会  日時：令和８年１月３０日（金）  場所：本校会議室 

 

Ｑ１ 中間報告の結果について，文系生徒への探究活動の取組について３年間で５単位とのことだが，現状

は２年次でのみやっているのか。 

Ａ１ 普通科ＳＳＨコースに関しては総探基礎講座（モジュール）をあわせて６単位にはなっている。指摘

の本質は単位数の不足ではなく，文系生徒が３年次まで探究活動を行えていないことにあるだろう。 

Ｑ２ CCSS Fairについて，小中学生の参加者は増えているのか。千葉市のＨＰに専用のコーナーを作って

もらうなど，市の協力によって波及効果をもたらした方がよい。 

Ａ２ 第Ⅳ期の中では最も多い参加者数であった。今年は案内ポスターを作成した。千葉市教育委員会と今

後も密に連携していきたい。 

Ｑ３ 引率について，ＳＳＨ行事がたくさんあるので，教員の負担を均等にするためには必要なのかと思う

が，専門科目でない教員がフィールドワークの引率をして大丈夫だったのか。 

Ａ３ 基本的には生物や地学の研修が多いものについては，生物地学の教員をなしにはできない。SS-

Science CampⅢに関しては地学・生物の内容が比較的少ないので，過去に引率した教員から研修内容

を教わることで十分に引率ができる状態であった。ＷＳＣでは英語科や地歴公民科の教員にも海外へ

の引率を担当していただいている。 

 

感想 分野融合型授業では全教科が関わる形になっている。それを発展させていき，発表などアウトプット

に持っていく際に，分野融合的な形で文系的な内容が占める部分を大きくすれば，文系の教員も関わ

ることができると思う。 
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令和７年度入学生 教育課程表 

 

（普通科） 

 

 
  

標　準

単位数

現 代 の 国 語 2 2 2 2

言 語 文 化 2 2 2 2 ※１年次の選択について

古 典 探 究 4 3 3 　　音楽Ⅰ、美術Ⅰ、書道Ⅰから１科目選択

総 合 国 語 α 2 2

総 合 国 語 β 4 4 4 4

総 合 古 典 3 0 ～ 3

古 典 研 究 Ａ b,d( 2 ) d( 2 ) 0 ～ 2

古 典 研 究 Ｂ e( 2 ) e( 2 ) 0 ～ 2 13 ～ 18 4

地 理 総 合 2 2 2 2

歴 史 総 合 2 2 2 2 ※２年次の選択について

地 理 探 究 3 3 0 ～ 3 　①地理探究、日本史探究、世界史探究から１科目選択

日 本 史 探 究 3 3 0 ～ 3 　　

世 界 史 探 究 3 3 0 ～ 3 　②生物基礎、地学基礎、化学研究α、

世 界 史 研 究 α a( 4 ) 0 ～ 4 　　音楽Ⅱ、美術Ⅱ、書道Ⅱから２科目選択

世 界 史 研 究 β b( 2 ) 0 ～ 2 　　ただし、生物基礎、地学基礎のいずれか１科目は必ず

日 本 史 研 究 α a( 4 ) 0 ～ 4 　　選択すること。

日 本 史 研 究 β b( 2 ) 0 ～ 2

地 理 研 究 α a( 4 ) 0 ～ 4

地 理 研 究 β e( 2 ) e( 2 ) e( 2 ) 0 ～ 2 7 ～ 15 4

公 共 2 2 2 2 2 ※３年次の選択について

政 治 ・ 経 済 2 2 2 2 2 2 2 　①ａ選択（４単位）から１科目選択

倫 理 2 c( 2 ) 0 ～ 2 　②ｂ選択（２単位）から１科目選択

政 治 ・ 経 済 研 究 c,e( 2 ) e( 2 ) e( 2 ) 0 ～ 2 4 ～ 8 4 　③ｃ選択（２単位）から１科目選択

数 学 Ⅰ 3 3 3 3 　④ｄ選択（２単位）から１科目選択

数 学 Ⅱ 4 4 4 4 4 　⑤ｅ選択（２単位）から１科目選択

数 学 Ⅲ 3 4 0 ～ 4 4 4

数 学 Ａ 2 2 2 2

数 学 Ｂ 2 2 2 2 2 ※理科の選択について

数 学 Ｃ 2 c,d( 2 ) 2 3 0 ～ 3 3 3 　生物、地学の履修はそれぞれの科目に対応する基礎を

数 学 研 究 α b,c( 2 ) 0 ～ 2 　付した科目を履修した後に履修すること。

数 学 研 究 β e( 2 ) 0 ～ 2

総 合 数 学 3 0 ～ 3 11 ～ 20 18

物 理 基 礎 2 2 2 2

物 理 4 a( 4 ) a( 4 ) 0 ～ 4 a( 4 ) 0 ～ 4 ※芸術の選択について

化 学 基 礎 2 2 2 2 　Ⅱを付した科目はそれぞれに対応するⅠを付した科目

化 学 4 4 4 　 ～ 4 4 4 　を履修した後に、Ⅲを付した科目はそれぞれに対応す

生 物 基 礎 2 2 0 ～ 2 2 2 　るⅡを付した科目を履修した後に履修すること。

生 物 4 a( 4 ) a( 4 ) 0 ～ 4 a( 4 ) 0 ～ 4 　

地 学 基 礎 2 2 0 ～ 2 2 2

地 学 4 a( 4 ) a( 4 ) 0 ～ 4 a( 4 ) 0 ～ 4

物 理 基 礎 研 究 d( 2 ) d( 2 ) 0 ～ 2 ※学校設定科目の選択について

物 理 研 究 e( 2 ) e( 2 ) 0 ～ 2 　次の学校設定科目はそれぞれに対応する科目を履修し

化 学 基 礎 研 究 e( 2 ) e( 2 ) 0 ～ 2 　ていること。

化 学 研 究 α 2 0 ～ 2 2 2 　　日本史研究α、β・・・日本史探究

化 学 研 究 β d( 2 ) e( 2 ) 0 ～ 2 　　地理研究α、β・・・・地理探究

生 物 基 礎 研 究 d( 2 ) d( 2 ) 0 ～ 2 　　世界史研究α、β・・・世界史探究

生 物 研 究 e( 2 ) e( 2 ) 0 ～ 2 　　生物基礎研究・・・生物基礎

地 学 基 礎 研 究 e( 2 ) e( 2 ) 0 ～ 2 6 ～ 20 18 　　地学基礎研究・・・地学基礎

体 育 7～8 3 2 3 3 3 8 2 3 8

保 健 2 1 1 2 1 2 　生物研究については生物と並行して履修すること。

体 育 ・ ス ポ ーツ 研究 e( 2 ) e( 2 ) e( 2 ) 0 ～ 2 10 ～ 12 10 　物理研究については物理と並行して履修すること。

音 楽 Ⅰ 2 2 0 ～ 2 0 ～ 2

音 楽 Ⅱ 2 2 0 ～ 2

音 楽 Ⅲ 2 e( 2 ) e( 2 ) e( 2 ) 0 ～ 2 ※学校外学修の「大学における学修」は、本人の希望を

美 術 Ⅰ 2 2 0 ～ 2 0 ～ 2 　もとに学校の推薦を得た者が履修できる。

美 術 Ⅱ 2 2 0 ～ 2 　半期の授業を１単位とし、通年の授業を２単位とする。

美 術 Ⅲ 2 e( 2 ) e( 2 ) e( 2 ) 0 ～ 2 　

書 道 Ⅰ 2 2 0 ～ 2 0 ～ 2

書 道 Ⅱ 2 2 0 ～ 2

書 道 Ⅲ 2 e( 2 ) e( 2 ) e( 2 ) 0 ～ 2 2 ～ 6 2

英語 ｺﾐ ｭﾆ ｹｰ ｼｮ ﾝⅠ 3 3 3 3 ※一度履修した科目を再度選択することはできない。

英語ｺﾐ ｭﾆ ｹｰ ｼｮ ﾝⅡ 4 4 4 4 4 　

英語 ｺﾐ ｭﾆ ｹｰ ｼｮ ﾝⅢ 4 4 4 4 4 4 4

論 理 ・ 表 現 Ⅰ 2 2 2 2

論 理 ・ 表 現 Ⅱ 2 2 2 2 2

論 理 ・ 表 現 Ⅲ 2 2 2 2 2 2 2

英 語 研 究 α 2 e( 2 ) e( 2 ) 0 ～ 2

英 語 研 究 β c( 2 ) 0 ～ 2 17 ～ 21 17

家 庭 基 礎 2 2 2 2 2

生 活 表 現 e( 2 ) e( 2 ) e( 2 ) 0 ～ 2 2 ～ 4 2

情報 情 報 Ⅰ 2 2 2 2 2 2

理数 理 数 探 究 2～5 2 2 4 4

SS-国語α 4 4

SS-国語β 4 4

SS-Science CampⅠ ( 1 ) ※ＳＳＨコース２年次の「総合的な探究の時間」(１単位)

SS-Science CampⅡ ( 1 ) 　は「理数探究」(２単位)の履修をもって代替する。

Advanced Natural Science 0 ～ 1 1 9 ～ 11

学校外学修 大学における学修

30 ～ 31 31 ～ 33 32 ～ 34 32 ～ 34 32 ～ 34 93 ～ 32 ～ 35 32 ～ 34 ～

2 1 3 2

1 1 1 1 1 3 1 1 3

33 ～ 35 33 ～ 36 33 ～ 36 33 ～ 36 33 ～ 36 ～ 33 ～ 37 33 ～ 36 ～合　　　　　　　　　計 99 107 99 108

(0～3) (0～1) (0～1) (0～3)

特別活動 ホームルーム活動

自立活動 (0～1) (0～1) (0～1) (0～1) (0～1)

(0～4)

教科単位数計 98 94 100

(0～2) (0～4)

総合的な探究の時間

(0～2) (0～4) (0～4) (0～2)

ｽｰﾊﾟｰｻｲｴﾝｽ (0～1) (0～1)

(0～1)

1

(0～2) (0～2) (0～2)

教　科 科　目 教　科

共
通
教
科
・
科
目

国語

地理歴史

公民

数学

理科

保健体育

芸術

外国語

家庭

教科 科目 １年次 ２年次
３年次 単位数合計 ２年次

SSHコース
３年次

SSHコース

単位数合計
備　　　　考

Ⅰ類型 Ⅱ類型 Ⅲ類型 科　目

❸ 関係資料 

 

運営指導委員会議事録 

 

１ 令和７年度第１回ＳＳＨ運営指導委員会  日時：令和７年５月２９日（木）  場所：本校会議室 

 

Ｑ１ 先導的改革期に向けて，第Ⅳ期までに強みとして作ってきたものをリセットしなければならないの

か，それとも強みの中に課題を見つけて改善していくのか。第Ⅳ期が始まってから入学し，第Ⅳ期を

３年間経験した生徒にアンケートを実施して男女の差など課題が見えたか。 

Ａ１ 第Ⅳ期まで多くの取組を実施してきた。分野融合型人材育成，課題研究，フィールドワーク，国際交

流の４点が本校の強みである。ここから一つ大きな強みを出すか，新しい取組をこれまでの経験から

追加する必要がある。男女別のアンケートは実施していないので，項目の追加を検討する。 

Ｑ２ 重点枠の申請のとき，国際交流と研究倫理について盛り込むと良いという話があったが，今回詳しく

報告されていない。研究倫理についてのまとめや展開はあったか。外部発信をしっかりして，他の高

校でも使えるように普及してほしい。 

Ａ２ ６月下旬に課題研究に必要な研究倫理講座を実施する予定である。千葉大学の国際教養学部の東島先

生に研究倫理講座を依頼している。４月の段階で，昨年の課題研究テーマと論文集を渡してある。本

校に必要な研究倫理観を付け加えて講義をしていただく予定である。学校ＨＰに研究倫理に関する資

料を掲載し，具体的に共有したい。 

Ｑ３  ＷＳＣについてプレゼンテーションに主眼をおいている気がするが，リスニングの内容はあるのか。

人の話を聞く能力もディスカッション等をする上では重要である。 

Ａ３ ＷＳＣ１もＷＳＣ２も，ＩＬＴやＡＬＴの授業をオールイングリッシュで実施している。通常の授業

では英語コミュニケーションと論理表現で４技能を高めている。ＷＳＣでは韓国やタイの生徒と科学

共同研究について英語でやり取りをしているので，聞くことと話すこと両方に主眼を置いていると考

える。 

 

感想 次期申請に向けて取組を精選して行くとともに，それぞれの取組の関わりも分析していかなければな

らない。その中で一つフォーカスして柱とするものを見つけていくことが大事である。さらに一つの

ストーリーのようなものができると良い。体系化をしていく中で柱と枝が見えてくる。 

 

 

２ 令和７年度第２回ＳＳＨ運営指導委員会  日時：令和８年１月３０日（金）  場所：本校会議室 

 

Ｑ１ 中間報告の結果について，文系生徒への探究活動の取組について３年間で５単位とのことだが，現状

は２年次でのみやっているのか。 

Ａ１ 普通科ＳＳＨコースに関しては総探基礎講座（モジュール）をあわせて６単位にはなっている。指摘

の本質は単位数の不足ではなく，文系生徒が３年次まで探究活動を行えていないことにあるだろう。 

Ｑ２ CCSS Fairについて，小中学生の参加者は増えているのか。千葉市のＨＰに専用のコーナーを作って

もらうなど，市の協力によって波及効果をもたらした方がよい。 

Ａ２ 第Ⅳ期の中では最も多い参加者数であった。今年は案内ポスターを作成した。千葉市教育委員会と今

後も密に連携していきたい。 

Ｑ３ 引率について，ＳＳＨ行事がたくさんあるので，教員の負担を均等にするためには必要なのかと思う

が，専門科目でない教員がフィールドワークの引率をして大丈夫だったのか。 

Ａ３ 基本的には生物や地学の研修が多いものについては，生物地学の教員をなしにはできない。SS-

Science CampⅢに関しては地学・生物の内容が比較的少ないので，過去に引率した教員から研修内容

を教わることで十分に引率ができる状態であった。ＷＳＣでは英語科や地歴公民科の教員にも海外へ

の引率を担当していただいている。 

 

感想 分野融合型授業では全教科が関わる形になっている。それを発展させていき，発表などアウトプット

に持っていく際に，分野融合的な形で文系的な内容が占める部分を大きくすれば，文系の教員も関わ

ることができると思う。 

  

− 18 − − 19 −



 

 

（理数科） 

 

 
  

標　準

単位数

現 代 の 国 語 2 2 2

言 語 文 化 2 2 2

理 数 国 語 α 4 4 ※１年次の選択について

理 数 国 語 β 3 3 11 　　音楽Ⅰ、美術Ⅰ、書道Ⅰから１科目選択

地 理 総 合 2 2 2

歴 史 総 合 2 2 2 4

公 共 2 2 2

政 治 ・ 経 済 2 2 2 4

体 育 7～8 2 2 3 7

保 健 2 1 1 2 9 ※２年次の選択について

音 楽 Ⅰ 2 2 0 ～ 2 　　理数生物、理数地学から１科目選択

美 術 Ⅰ 2 2 0 ～ 2

書 道 Ⅰ 2 2 0 ～ 2 2 ※３年次の選択について

英語ｺﾐ ｭﾆ ｹｰ ｼｮ ﾝⅠ 3 3 3 　　探究数学、理数数学特論から１科目選択

英語ｺﾐ ｭﾆ ｹｰ ｼｮ ﾝⅡ 4 4 4 　　理数生物、理数地学から１科目選択

英語ｺﾐ ｭﾆ ｹｰ ｼｮ ﾝⅢ 4 4 4 　　ただし、２年次に履修した科目を継続履修すること。

論 理 ・ 表 現 Ⅰ 2 2 2 　　

論 理 ・ 表 現 Ⅱ 2 2 2

論 理 ・ 表 現 Ⅲ 2 2 2 17

家庭 家 庭 基 礎 2 2 2 2 ※必履修科目について

情報 情 報 Ⅰ 2 2 2 2   「数学Ⅰ」(３単位)は「理数数学Ⅰ」(６単位)、

理数 理 数 探 究 2～5 1 1 2 4 4   「物理基礎」(２単位)は「理数物理」(６単位)、

理 数 数 学 Ⅰ 5～6 6 6   「化学基礎」(２単位)は「理数化学」(６単位)、

理 数 数 学 Ⅱ 8～12 6 4 10   「生物基礎」(２単位)は「理数生物」(４単位)、

探 究 数 学 3 0 ～ 3   「地学基礎」(２単位)は「理数地学」(４単位)

理 数 数 学 特 論 2 3 0 ～ 3   の履修をもってそれぞれ代替する。

理 数 物 理 4～8 3 3 6

理 数 化 学 4～8 2 2 2 6

理 数 生 物 4～8 2 2 0 ～ 4 ※学校外学修の「大学における学修」は、本人の希望を

理 数 地 学 4～8 2 2 0 ～ 4 　もとに学校の推薦を得た者が履修できる。

生 物 概 論 2 2 　半期の授業を１単位とし、通年の授業を２単位とする。

地 学 概 論 2 2 　

Field Study 1 1 40

SS-Science CampⅠ ( 1 )

SS-Science CampⅡ ( 1 ) ※一度履修した科目を再度選択することはできない。

SS-Field Study 1 　

Crossover Science Ⅰ 1

Crossover Science Ⅱ 1 3 ～ 5 ※「総合的な探究の時間」(３単位)は「理数探究」

学校外学修 大学における学修 　 (４単位)の履修をもって代替する。

33 ～ 34 33 ～ 36 32 ～ 34 ～

1 1 1 3

34 ～ 36 34 ～ 38 33 ～ 36 ～

教科 科目 １年次 ２年次 ３年次
単位数合計

備　　　　考
科　目 教　科

共
通
教
科
・
科
目

国語

地理歴史

公民

保健体育

芸術

外国語

自立活動 (0～1) (0～1) (0～1) (0～3)

(0～4) (0～4)

教科単位数計 98 104

専
門
教
科
・
科
目

理数

ｽｰﾊﾟｰｻｲｴﾝｽ

(0～1)

(0～1)

1

1

1

(0～2) (0～2)

特別活動 ホームルーム活動

合　　　　　　　　　計 101 110

− 20 −



Ⅰ 「分野融合型人材育成」に向けた教育課程の深化と普及 

 ア 分野融合型授業のさらなる普及と再開発 

令和７年度分野融合型授業実施一覧 

 
 

令和７年度分野融合型授業アンケート結果 

 
 

 
 

 
  

 発見型 解決型 体験型

1 全 現代の国語
山口・鈴木

近藤
化学

石田・松岡
三瓶

錬金術について 〇 〇 2月3日 7

2・3 ＳＳＨ・理数

SS-国語α
SS-国語β
理数国語α

布袋田 化学 松岡・三瓶 「鏡」を作ろう 〇 〇 9月1日 3

3 全 政治・経済 有働 化学 藤野・三瓶 地球環境問題 〇 〇 12月18日 2

2 全 数学

長崎・岩田
依田・阿部
坂本・加藤

鈴木

地学 山田・松田 身近に関わる対数について 〇 11月17日 8

1 他 化学基礎 石田 美術 外部講師 染料と多色摺木版画 〇 〇 7月17日 1

1 全 保健
岡田・本多
渡辺・黒田

道徳 外部講師 救命講習会「勇気を出して命を救おう！」 〇 〇 1月22日 8

1 全選択 音楽Ⅰ 長谷川 数学 坂本 十二平均律における周波数 〇 10月10日 8

1 全選択 書道Ⅰ 新井 地学 山田・松田 硯と墨の関係性について 〇 〇 9月5日 8

1 全選択 美術Ⅰ 藤井 化学
加藤・三瓶

石田
絵の具の特徴を知ろう 〇 〇 6月13日 8

1 全
英語コミュニ
ケーションⅠ

武部・大槻
山田

歴史 三坂 Standing Up for Human Rights (Playing the Enemy) 〇 1月21日 8

2 ＳＳＨ・理数
英語コミュニ
ケーションⅡ

藤田 生物 三坂 Why Biomimicry? 〇 〇 7月7日 2

2 普・ＳＳＨ 家庭基礎 鈴木 化学 加藤 界面活性剤のはたらき 〇 〇 2月12日 1

1 普 情報Ⅰ 金子 数学 玉川 基数変換 〇 5月23日 1

1 理数
Crossover
ScienceⅠ

松岡 地理 小関 大島から見る持続可能性 〇 4月24日 1

1 全
SS-Science

CampⅠ
松岡 地理 三島 なぜ鹿島に工業地帯ができたのか 〇 7月7日 1

2 ＳＳＨ
Advanced

Natural Science
三坂 地理 小関

フォッサマグナと富山・新潟の地理的条件，
産業について

〇 6月12日 1

単元・内容
授業目的別分類

実施日
実施

クラス数

※ 実施日について，複数クラスで実施し日付が複数ある場合は，最も早く実施したクラスの日付のみ示した。

学年 科・ｺｰｽ 実施科目 担当者(A) 連携科目 担当者(B)

１ 実施内容の理解度

よく理解できた

ある程度理解できた

あまり理解できなかった

理解できなかった

２－（１） 実施科目への意欲・関心の変化

とても高まった

少し高まった

変わらない

少し低くなった

とても低くなった

２－（２） 連携科目への意欲・関心の変化

とても高まった

少し高まった

変わらない

少し低くなった

とても低くなった

３ 分野融合型授業に満足したか

満足した

やや満足した

あまり満足しなかった

満足しなかった

４ 身のまわりの事象は多くの分野が関わり
合って起きていることを感じられたか

大いに感じられた

やや感じられた

感じなかった

５ 身のまわりの問題を解決するには，様々な
分野を融合して考える必要があると思うか

大いに思う

やや思うこともある

思わない

発見型 解決型 体験型

授業タイプ別 分野融合を大いに感じた割合

 

 

（理数科） 

 

 
  

標　準

単位数

現 代 の 国 語 2 2 2

言 語 文 化 2 2 2

理 数 国 語 α 4 4 ※１年次の選択について

理 数 国 語 β 3 3 11 　　音楽Ⅰ、美術Ⅰ、書道Ⅰから１科目選択

地 理 総 合 2 2 2

歴 史 総 合 2 2 2 4

公 共 2 2 2

政 治 ・ 経 済 2 2 2 4

体 育 7～8 2 2 3 7

保 健 2 1 1 2 9 ※２年次の選択について

音 楽 Ⅰ 2 2 0 ～ 2 　　理数生物、理数地学から１科目選択

美 術 Ⅰ 2 2 0 ～ 2

書 道 Ⅰ 2 2 0 ～ 2 2 ※３年次の選択について

英語ｺﾐ ｭﾆ ｹｰ ｼｮ ﾝⅠ 3 3 3 　　探究数学、理数数学特論から１科目選択

英語ｺﾐ ｭﾆ ｹｰ ｼｮ ﾝⅡ 4 4 4 　　理数生物、理数地学から１科目選択

英語ｺﾐ ｭﾆ ｹｰ ｼｮ ﾝⅢ 4 4 4 　　ただし、２年次に履修した科目を継続履修すること。

論 理 ・ 表 現 Ⅰ 2 2 2 　　

論 理 ・ 表 現 Ⅱ 2 2 2

論 理 ・ 表 現 Ⅲ 2 2 2 17

家庭 家 庭 基 礎 2 2 2 2 ※必履修科目について

情報 情 報 Ⅰ 2 2 2 2   「数学Ⅰ」(３単位)は「理数数学Ⅰ」(６単位)、

理数 理 数 探 究 2～5 1 1 2 4 4   「物理基礎」(２単位)は「理数物理」(６単位)、

理 数 数 学 Ⅰ 5～6 6 6   「化学基礎」(２単位)は「理数化学」(６単位)、

理 数 数 学 Ⅱ 8～12 6 4 10   「生物基礎」(２単位)は「理数生物」(４単位)、

探 究 数 学 3 0 ～ 3   「地学基礎」(２単位)は「理数地学」(４単位)

理 数 数 学 特 論 2 3 0 ～ 3   の履修をもってそれぞれ代替する。

理 数 物 理 4～8 3 3 6

理 数 化 学 4～8 2 2 2 6

理 数 生 物 4～8 2 2 0 ～ 4 ※学校外学修の「大学における学修」は、本人の希望を

理 数 地 学 4～8 2 2 0 ～ 4 　もとに学校の推薦を得た者が履修できる。

生 物 概 論 2 2 　半期の授業を１単位とし、通年の授業を２単位とする。

地 学 概 論 2 2 　

Field Study 1 1 40

SS-Science CampⅠ ( 1 )

SS-Science CampⅡ ( 1 ) ※一度履修した科目を再度選択することはできない。

SS-Field Study 1 　

Crossover Science Ⅰ 1

Crossover Science Ⅱ 1 3 ～ 5 ※「総合的な探究の時間」(３単位)は「理数探究」

学校外学修 大学における学修 　 (４単位)の履修をもって代替する。

33 ～ 34 33 ～ 36 32 ～ 34 ～

1 1 1 3

34 ～ 36 34 ～ 38 33 ～ 36 ～

教科 科目 １年次 ２年次 ３年次
単位数合計

備　　　　考
科　目 教　科

共
通
教
科
・
科
目

国語

地理歴史

公民

保健体育

芸術

外国語

自立活動 (0～1) (0～1) (0～1) (0～3)

(0～4) (0～4)

教科単位数計 98 104

専
門
教
科
・
科
目

理数

ｽｰﾊﾟｰｻｲｴﾝｽ

(0～1)

(0～1)

1

1

1

(0～2) (0～2)

特別活動 ホームルーム活動

合　　　　　　　　　計 101 110
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 イ 「社会とつながる探究」をテーマとした「総合的な探究の時間」の発展と普及 

令和７年度総合的な探究の時間テーマ一覧 

 
 

総合的な探究の時間ルーブリックシート 

 
  

テーマ 担当教員 テーマ 担当教員

小中学生の不登校児童の増加に対する支援体制について 災害対策における互いが歩み寄る情報発信

交通事故の防止 千葉市における地震での避難と地域の方々が安心と感じる避難所づくり

子どもの貧困 避難所の環境づくり

千葉市の地理的環境と産業の関連を調査し，農業を盛り上げるための取り組みを考える 都市・交通（自転車の事故）

コアジサシを守ろう 手前どり革命

みんなが来たくなるような海をつくろう 千葉市の水環境の改善

環境にやさしい発電方法を探る。踏むだけで発電できるしくみをつくり，低コスト・軽量化を図る 電車の混雑を減らすための情報伝達手段

貧困の支援制度の使用率をあげるにはどうするべきか 涼しい夏を取り戻そう

低未利用土地の増加を抑えて，観光客を増やすことを目指す 守ろう命。選ぼう公共交通

千葉市内の自然環境の改善 自転車の交通事故防止

少子化対策につながる未就学児を持つ共働き家庭への支援とは？ 安心・安全な公園にするために

満員電車を減らす 自転車利用者の安全のために

ICT教育による高校生の知能低下の防止 農業における後継者不足

AIを活用して質の高い高等教育をつくろう ポイ捨てを減らすためにはどのような取り組みが必要か

千葉市の高校生に平等な学びを 心のより所を増やそう　～不登校問題～

Let's all live together in Chiba !!　～みんなで安全な暮らしを～ ゴミ問題「ポイ捨てを減らそう」

千葉市有名にするしかなくない？ 千葉都市モノレールの利用促進

千葉市の海に愛情を持ってもらおう！　～旬の魚を使ったレシピ～ 学生どうしの交流で千葉市の教育を活性化しよう

エネルギー節約：ポイ捨ての観点から 千葉市の海洋ゴミによる汚染の解決策について

子育て世代の生活のストレス軽減サポート 子ども食堂の発展（子育て×地域社会×環境問題）

千葉市で働く公務員の人々がいつまでも働きやすい環境を作る！ 中等教育を全員が学べるような環境づくりを目指す

千葉市の自然環境の保護と共生，活用について 千葉市の防災－地震 高齢者や小さな子どもを中心とする

世代を繋ぐ交流広場の再生へ 子育て×千葉市の発展

自然×心の健康 中高生のインターネットトラブル

千葉市の特色を生かした発電方法

テーマ 担当教員 テーマ 担当教員

食品ロスを減らすために ラッコを守ろう　〜海の環境〜

忘れ物を有効活用 プラゴミ０計画！

水を安全に使うために where after wear

「高い」を「欲しい」に変える 生活排水リユース計画

飢餓をなくそう スマホ中毒の裏にCO2中毒？

学校給食のフードロス削減 ♡自分ハッピー化計画♡

発展途上国に高品質なトイレを設置する 傘が転生したら〇〇だった件について

フードバンクを活用して貧しい子供を減らす BottRevolution

日本の主食はコメのままでいいのか フェアトレード

質の高い教育をみんなに 学校でのリサイクルでどこまで変わるか

昆虫食という選択肢　〜今日，コオロギにしない？〜 若者の政治への関心を高めよう

生ゴミは語る。　 〜わたしたちはまだ，ゴミじゃない〜 日本の食料問題における代替食品の役割について

紙一枚から考える世界の変え方 水を無駄にしない生活の工夫

チョークを無くしてチョークヤシイ！　～捨てられるってどんな気持ち？～ 規格外野菜を食卓に！！

プラスチックゴミのセカンドライフ 避難所でのＳＤＧｓ

「いいね」に疲れた僕らへ－新しいＳＮＳの形を模索する－ 身近な取り組みでどれだけゴミを減らせるか

焼畑農家とバイオマス農業 フェアトレード

いじめを許さない学校づくり 貧困による教育格差に対する取り組み

浜辺のゴミを減らそう 雑草でバイオマス発電！！

飢餓をゼロに

スポーツと健康について

全世代を等しく政治に参加させる

依田（数）
藤田（英）

新井　（芸）
永瀬（保体）

長崎（数）
小俣（社）

廣瀬（英）
吉田（国）

長谷川（芸）
白鳥　（数）

長谷川（芸）
白鳥　（数）

大槻（英）
渡邊（数）

山田（英）
藤井（芸）

有働　（社）
黒田（保体）

１
年
次

２
年
次

下泉（社）
玉川（数）

武部（英）
石田（理）

山口（国）
三島（社）

田崎（理）
加藤（数）

岩田（数）
栁澤（社）

布袋田（国）
浅野　（英）
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令和６年度入学生の総合的な探究の時間 

生徒自己評価（１年次）（ｎ＝２７３） 

令和６年度入学生の総合的な探究の時間 

生徒自己評価（２年次）（ｎ＝２４３） 

  
  

令和７年度入学生の総合的な探究の時間 

生徒自己評価（１年次）（ｎ＝２５０） 

令和７年度入学生の総探基礎講座 

（モジュール）のアンケート結果 

  
 

 

 ウ 普通科ＳＳＨコースの深化 

普通科ＳＳＨコースのＡＮＳ年間実施概要 
 講座 担当 

 ４月 
・研究テーマ設定講座① 

・スライド作成講座 

理科・数学科 

理科 

 ５月 
・研究テーマ設定講座② 

・フィールドワーク基礎講座（生物・地学） 

理科・数学科 

理科 

 ６月 
・研究倫理講座 

・フィールドワーク実践講座（地理・保健関係） 

千葉大学 東島准教授 

地歴・養護 

 ７月 ・フィールドワーク実践講座（生物・地学） 理科 

 ９月 ・フィールドワーク報告会 （１年次生向け） 理科 

１０月 ・ポスター作成作成講座 理科 

１１月 ・科学英語プレゼンテーション準備 理科・英語科・ＳＡ※ 

１２月 ・科学英語プレゼンテーション練習 理科・英語科・ＳＡ※ 

 １月 
・科学英語プレゼンテーション発表会 

・科学的文章（論文）作成講座 

理科・英語科・ＳＡ※ 

理科・数学科 

 ２月 ・論文作成 理科・数学科 

 ３月 ・論文作成 理科・数学科 

※ＳＡ：サイエンスアシスタントの略  

グループで協力して
調査や作業を行う能力

活動を通しての表現力

問題解決にあたっての
情報を収集する能力

自分の身のまわりにある
問題を発見する能力

問題点解決についての
検証と分析

入学生（１年次）

グループで協力して
調査や作業を行う能力

活動を通しての表現力

問題解決にあたっての
情報を収集する能力

自分の身のまわりにある
問題を発見する能力

問題点解決についての
検証と分析

入学生（２年次）

グループで協力して
調査や作業を行う能力

活動を通しての表現力

問題解決にあたっての
情報を収集する能力

自分の身のまわりにある
問題を発見する能力

問題点解決についての
検証と分析

入学生（１年次）

国語 数学 英語 理科 地歴公民

探究活動の中で
役に立ったと思う教科（複数回答可）

 イ 「社会とつながる探究」をテーマとした「総合的な探究の時間」の発展と普及 

令和７年度総合的な探究の時間テーマ一覧 

 
 

総合的な探究の時間ルーブリックシート 

 
  

テーマ 担当教員 テーマ 担当教員

小中学生の不登校児童の増加に対する支援体制について 災害対策における互いが歩み寄る情報発信

交通事故の防止 千葉市における地震での避難と地域の方々が安心と感じる避難所づくり

子どもの貧困 避難所の環境づくり

千葉市の地理的環境と産業の関連を調査し，農業を盛り上げるための取り組みを考える 都市・交通（自転車の事故）

コアジサシを守ろう 手前どり革命

みんなが来たくなるような海をつくろう 千葉市の水環境の改善

環境にやさしい発電方法を探る。踏むだけで発電できるしくみをつくり，低コスト・軽量化を図る 電車の混雑を減らすための情報伝達手段

貧困の支援制度の使用率をあげるにはどうするべきか 涼しい夏を取り戻そう

低未利用土地の増加を抑えて，観光客を増やすことを目指す 守ろう命。選ぼう公共交通

千葉市内の自然環境の改善 自転車の交通事故防止

少子化対策につながる未就学児を持つ共働き家庭への支援とは？ 安心・安全な公園にするために

満員電車を減らす 自転車利用者の安全のために

ICT教育による高校生の知能低下の防止 農業における後継者不足

AIを活用して質の高い高等教育をつくろう ポイ捨てを減らすためにはどのような取り組みが必要か

千葉市の高校生に平等な学びを 心のより所を増やそう　～不登校問題～

Let's all live together in Chiba !!　～みんなで安全な暮らしを～ ゴミ問題「ポイ捨てを減らそう」

千葉市有名にするしかなくない？ 千葉都市モノレールの利用促進

千葉市の海に愛情を持ってもらおう！　～旬の魚を使ったレシピ～ 学生どうしの交流で千葉市の教育を活性化しよう

エネルギー節約：ポイ捨ての観点から 千葉市の海洋ゴミによる汚染の解決策について

子育て世代の生活のストレス軽減サポート 子ども食堂の発展（子育て×地域社会×環境問題）

千葉市で働く公務員の人々がいつまでも働きやすい環境を作る！ 中等教育を全員が学べるような環境づくりを目指す

千葉市の自然環境の保護と共生，活用について 千葉市の防災－地震 高齢者や小さな子どもを中心とする

世代を繋ぐ交流広場の再生へ 子育て×千葉市の発展

自然×心の健康 中高生のインターネットトラブル

千葉市の特色を生かした発電方法

テーマ 担当教員 テーマ 担当教員

食品ロスを減らすために ラッコを守ろう　〜海の環境〜

忘れ物を有効活用 プラゴミ０計画！

水を安全に使うために where after wear

「高い」を「欲しい」に変える 生活排水リユース計画

飢餓をなくそう スマホ中毒の裏にCO2中毒？

学校給食のフードロス削減 ♡自分ハッピー化計画♡

発展途上国に高品質なトイレを設置する 傘が転生したら〇〇だった件について

フードバンクを活用して貧しい子供を減らす BottRevolution

日本の主食はコメのままでいいのか フェアトレード

質の高い教育をみんなに 学校でのリサイクルでどこまで変わるか

昆虫食という選択肢　〜今日，コオロギにしない？〜 若者の政治への関心を高めよう

生ゴミは語る。　 〜わたしたちはまだ，ゴミじゃない〜 日本の食料問題における代替食品の役割について

紙一枚から考える世界の変え方 水を無駄にしない生活の工夫

チョークを無くしてチョークヤシイ！　～捨てられるってどんな気持ち？～ 規格外野菜を食卓に！！

プラスチックゴミのセカンドライフ 避難所でのＳＤＧｓ

「いいね」に疲れた僕らへ－新しいＳＮＳの形を模索する－ 身近な取り組みでどれだけゴミを減らせるか

焼畑農家とバイオマス農業 フェアトレード

いじめを許さない学校づくり 貧困による教育格差に対する取り組み

浜辺のゴミを減らそう 雑草でバイオマス発電！！

飢餓をゼロに

スポーツと健康について

全世代を等しく政治に参加させる

依田（数）
藤田（英）

新井　（芸）
永瀬（保体）

長崎（数）
小俣（社）

廣瀬（英）
吉田（国）

長谷川（芸）
白鳥　（数）

長谷川（芸）
白鳥　（数）

大槻（英）
渡邊（数）

山田（英）
藤井（芸）

有働　（社）
黒田（保体）

１
年
次

２
年
次

下泉（社）
玉川（数）

武部（英）
石田（理）

山口（国）
三島（社）

田崎（理）
加藤（数）

岩田（数）
栁澤（社）

布袋田（国）
浅野　（英）
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令和７年度学校評価アンケート結果（ＳＳＨコース対象） 

  
 

 
  

学校は，学習指導に力を入れ，生徒の
興味・関心を引き出す授業を実施している

よく当てはまる やや当てはまる
あまり当てはまらない まったく当てはまらない
判定できない

理数科

ＳＳＨ

普通科

学校は，学習指導に力を入れ，生徒の
興味・関心を引き出す授業を実施している（ ）

よく当てはまる やや当てはまる
あまり当てはまらない まったく当てはまらない
判定できない

令和７年度 千葉市立千葉高等学校スーパーサイエンスハイスクール事業評価の集計結果 
千葉市立の学術機関，近隣の小中学校長，地域・同窓会・ＰＴＡの代表者等１１名（今回の評価者数は８名）で
構成されたＳＳＨ評価委員会による評価。４つの項目に関して１から５段階で評価（１最低評価 ５最高評価） 
 
①研究開発計画の管理体制，成果の分析について 
評価の観点 
・ＳＳＨ事業を通して，生徒に身に付けさせたい能力が明確になっており，それに向けて事業が展開されてい
るか。また，ＳＳＨ事業によって生徒にどのような変容がみられたかを評価しているか。 

・学校全体として研究開発を推進しているか。 

４．９ 

 課題研究による生徒の能力の向上を評価する方法を常に工夫して先進的な取組を行っている。Ai GROWに
よる適切かつ公平な評価ができており，とても良い。生徒の変容をデータに基づき，可視化・客観視されてい
る。 
 フィールドワークは生物・地学が中心となり，物理・化学を取り込むことは難しいと思われますが，講義等
でカバーしているので良いと思います。 
②教育活動との関わりについて 
評価の観点 
・課題研究や探究活動が理数科やＳＳＨコースの生徒だけでなく全校体制で実施しているか。 
・特色ある教材を開発しているか。 
・各教科同士や外部機関と連携してＳＳＨの取組を実施しているか。 

４．９ 

 外部機関と連携して，フィールドワークを重視しているところは全国の中でも特徴的である。ＳＳＨの取組
が普通科にも大きな効果を生んでいる。現地や現物をもって体験できるフィールドワークは非常に有効だと思
いました。フィールドワークの企画・運営が素晴らしいと思います。 
 上記にも書かれていることは網羅できている（新しく情報・データサイエンス学部との連携も良い）。分野
融合型授業，総探基礎講座など，ＳＳＨでの専門的学びを支える部分で，有効であろうと感じた。 
③地域との連携・国際的な取組について 
評価の観点 
・科学的な国際性を身に付けるための取組は，効果的（費用対・時間対）であるか。 
・千葉市と連携した取組を行っているか。 

４．９ 

 現状も対外的な活動は必要と思われます。市立高校として市内小中学校と連携して取り組んでいる。海外と
の連携，英語での発表を促している。外国人研究者招へい講座や他国との連携など，「世界へ羽ばたく」という
言葉通りの実践であると感じた。生物オリンピック等へのチャレンジをすると良いと思います（去年は試験会
場になっていたと記憶しています）。 
 国内外での研究の推進に触れることができて，生徒は恵まれていると思います。その裏には多大な予算と指
導者の先生方のご苦労があると思います。 
④成果の普及について 
評価の観点 
・ＳＳＨの取組の成果を学校内外へ積極的に発信しているか。 
・各取組の成果を，全校で共有・継承するための工夫として，どんな手段・手法を用いているか。 

４．９ 

 ＳＳＨの事業をＨＰや様々な機会で発信している。指定を受けて継続していくことの大変さを感じました。 
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Ⅱ 課題研究の先進的指導法とエビデンスのある評価法の確立と普及 

理数探究３年間の指導概略 
 １年次 ２年次 ３年次 

普通科 

ＳＳＨコース 

 総合的な探究の時間 ２単位 探究基礎・課題研究 ２単位 課題研究発展 ２単位 

前期 

・国数英理社の基礎講座 

・テーマ設定 

・探究活動 

・プレゼンテーション 

※ＳＳＨコースは総合的な探究の 

時間に実施 

・物化生地数の基礎実験 

・テーマ設定 

・課題研究 

・課題研究 

・論文作成 

後期 

・課題研究 

・プレゼンテーション 

・論文作成 

・課題研究 

・分野別探究 

理数科 

 探究基礎 １単位 課題研究 １単位 課題研究発展 ２単位 

前期 

 

・物化生地数の基礎実験 

・実験レポート作成 

・テーマ設定 

・プレゼンテーション 

・課題研究 

・プレゼンテーション 

 

・課題研究 

・論文作成 

 

後期 

・課題研究 

・プレゼンテーション 

・論文作成 

・課題研究 

・分野別探究 

 

診断的・形成的評価における 

ルーブリック評価とＡＩ評価の比較（％） 

総括的評価における 

ルーブリック評価とＡＩ評価の比較（％） 

  
  

  
 

令和７年度理数探究テーマ一覧 

  

課題発見能力 課題解決能力 自己表現能力

形成的・診断的評価

ルーブリック教員 ルーブリック自己

課題発見能力 課題解決能力 自己表現能力

総括的評価

教員

参加件数

小学生 中学生 高校生 市立千葉 市立千葉

課題研究コンテスト参加件数及び入賞件数

参加件数 入賞件数

理数科２年次理数探究 担当教員 普通科ＳＳＨコース２年次理数探究 担当教員
Ｏリングの形状の違いによる滑りにくさの違いについて 石田（化） どうして靴下は脱げるの？ 山田（地）
ポップコーンを弾かせよう 岩田（数）
ロープウェイの耐風性向上について 石田（化）
音高変化に伴う倍音の音量変化の規則性の探求 鹿野（物） 自転車のかごが飛び出さないようにしよう！ 山田（地）
転がり支承における最適な素材 鹿野（物） 地面効果増大に向けた地面形状の最適化 田崎（物）
電磁力を応用した新工具 松田（地）
カラメル化反応と気体 三瓶（化） グリプタル樹脂の硬化について 加藤（化）
フルクトースのカラメル化反応について 藤野（化） 信号反応の反応する回数の変化 加藤（化）
ムペンバ効果〜液体の冷却と粘度の関係について〜 松岡（化）
抗酸化作用が高いファイトケミカルをローズマリーから抽出する 三瓶（化）
色が消えるスプレーを作りたい！！ 藤野（化）
アズキゾウムシのアズキ一粒に産む卵間距離 篠原（生） ヒラタケ菌糸で合成染料除去 三坂（生）
アルテミアの個体群密度が光走性に及ぼす影響 篠原（生） 停水域の群律〜蚊幼虫の集団形成作用の謎を解く〜 三坂（生）
ゾウリムシの負の光走性と電気走性における優先順位 𠮷𠮷田（生）
植物による酷暑軽減効果 松田（地）
水草利用型微生物燃料電池の発電性能の検討 𠮷𠮷田（生）

物理

生物

化学

長崎（数）
山下（数）

ボウリングにおける力の伝達とその方向

令和７年度学校評価アンケート結果（ＳＳＨコース対象） 

  
 

 
  

学校は，学習指導に力を入れ，生徒の
興味・関心を引き出す授業を実施している

よく当てはまる やや当てはまる
あまり当てはまらない まったく当てはまらない
判定できない

理数科

ＳＳＨ

普通科

学校は，学習指導に力を入れ，生徒の
興味・関心を引き出す授業を実施している（ ）

よく当てはまる やや当てはまる
あまり当てはまらない まったく当てはまらない
判定できない

令和７年度 千葉市立千葉高等学校スーパーサイエンスハイスクール事業評価の集計結果 
千葉市立の学術機関，近隣の小中学校長，地域・同窓会・ＰＴＡの代表者等１１名（今回の評価者数は８名）で
構成されたＳＳＨ評価委員会による評価。４つの項目に関して１から５段階で評価（１最低評価 ５最高評価） 
 
①研究開発計画の管理体制，成果の分析について 
評価の観点 
・ＳＳＨ事業を通して，生徒に身に付けさせたい能力が明確になっており，それに向けて事業が展開されてい
るか。また，ＳＳＨ事業によって生徒にどのような変容がみられたかを評価しているか。 

・学校全体として研究開発を推進しているか。 

４．９ 

 課題研究による生徒の能力の向上を評価する方法を常に工夫して先進的な取組を行っている。Ai GROWに
よる適切かつ公平な評価ができており，とても良い。生徒の変容をデータに基づき，可視化・客観視されてい
る。 
 フィールドワークは生物・地学が中心となり，物理・化学を取り込むことは難しいと思われますが，講義等
でカバーしているので良いと思います。 
②教育活動との関わりについて 
評価の観点 
・課題研究や探究活動が理数科やＳＳＨコースの生徒だけでなく全校体制で実施しているか。 
・特色ある教材を開発しているか。 
・各教科同士や外部機関と連携してＳＳＨの取組を実施しているか。 

４．９ 

 外部機関と連携して，フィールドワークを重視しているところは全国の中でも特徴的である。ＳＳＨの取組
が普通科にも大きな効果を生んでいる。現地や現物をもって体験できるフィールドワークは非常に有効だと思
いました。フィールドワークの企画・運営が素晴らしいと思います。 
 上記にも書かれていることは網羅できている（新しく情報・データサイエンス学部との連携も良い）。分野
融合型授業，総探基礎講座など，ＳＳＨでの専門的学びを支える部分で，有効であろうと感じた。 
③地域との連携・国際的な取組について 
評価の観点 
・科学的な国際性を身に付けるための取組は，効果的（費用対・時間対）であるか。 
・千葉市と連携した取組を行っているか。 

４．９ 

 現状も対外的な活動は必要と思われます。市立高校として市内小中学校と連携して取り組んでいる。海外と
の連携，英語での発表を促している。外国人研究者招へい講座や他国との連携など，「世界へ羽ばたく」という
言葉通りの実践であると感じた。生物オリンピック等へのチャレンジをすると良いと思います（去年は試験会
場になっていたと記憶しています）。 
 国内外での研究の推進に触れることができて，生徒は恵まれていると思います。その裏には多大な予算と指
導者の先生方のご苦労があると思います。 
④成果の普及について 
評価の観点 
・ＳＳＨの取組の成果を学校内外へ積極的に発信しているか。 
・各取組の成果を，全校で共有・継承するための工夫として，どんな手段・手法を用いているか。 

４．９ 

 ＳＳＨの事業をＨＰや様々な機会で発信している。指定を受けて継続していくことの大変さを感じました。 
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令和７年度課題研究におけるコンクールの入賞件数 
・令和７年度千葉県児童生徒・教職員科学作品展 

教育長賞   「アサリの貝殻模様やその変化にはどのようなパターンがあるか」 

理科部会長賞 「グルコースのカラメル化反応の解析－複数手法による反応機構の論理的考察－」 

優良賞    「アズキゾウムシは這った際に付着する物質によって産卵するかを決めている」 

・第１６回東京理科大学坊ちゃん科学賞 

優良入賞   「アズキゾウムシは這った際に付着する物質によって産卵するかを決めている」 

佳作     「炭酸塩ノジュールを用いた放散虫化石の採取」 

奨励賞    「プロテインのダマの解消方法」 

・第１９回千葉大学高校生理科研究発表会 

優秀賞    「水草利用型微生物燃料電池の発電特性の検討」 

優秀賞    「ヘリコプターの地面効果に向けた地面形状の最適化」 

・千葉県高等学校文化連盟自然科学専門部会科学発表会（第５０回全国高等学校総合文化祭秋田大会出場決定） 

優秀賞    「ムペンバ効果～液体の冷却と粘度の関係について～」 

計 ９件  

 

令和７年度課題研究におけるコンクール参加件数 
 件数  件数 

Chiba Cross School Science Fair 2025 ３６ 千葉県高等学校文化連盟自然科学専門部会科学発表会  ４ 

令和７年度千葉県高等学校課題研究発表会 ２４ 第１６回東京理科大学坊ちゃん科学賞  ３ 

第１９回千葉大学高校生理科研究発表会 ２３ 第２４回神奈川大学全国高校生理科・科学論文大賞  ２ 

令和７年度千葉県児童生徒・教職員科学作品展  ６ 第６９回日本学生科学賞  ２ 

令和７年度ＱＳＴ研究公開イベント  ６ 第４９回全国高等学校総合文化祭香川大会  １ 

第２０回筑波大学朝永振一郎記念「科学の芽」賞  ４ 日本貝類学会令和７年度大会  １ 

  計 １０６件  

 

 

Ⅲ フィールドワークの開発及び指導法の継承 

ア Field Study（FS）  ｎ＝４０ 

イ SS-Science CampⅠ（CampⅠ） ｎ＝３７ 

ウ SS-Science CampⅡ（CampⅡ） ｎ＝１５ 

エ SS-Field Study（SS-FS） ｎ＝１７ 

オ SS-Science CampⅢ（CampⅢ） ｎ＝４０ 

 

  
  

  
  

Ⅲ

Ⅱ

Ⅰ

今回の の講座の内容を，
自分なりに理解できましたか？

理解できた どちらかといえば理解できた
どちらともいえない どちらかといえば理解できなかった
理解できなかった

Ⅲ

Ⅱ

Ⅰ

今回の の講座への参加をきっかけに，科学技術や
理科・数学に対する興味・関心はどのようになりましたか？

受講前も興味・関心はあり，受講後はもっと興味・関心が増加した
受講前も興味・関心はあり，受講後もあまり変わらない
受講前は興味・関心はなかったが，受講後は興味・関心をもつようになった
受講前は興味・関心はなく，受講後もあまり変わらない
受講前よりも興味・関心はなくなった

Ⅲ

Ⅱ

Ⅰ

今回参加した講座では，何が課題であるのかを
自ら発見する方法あるいは能力を習得できたと思いますか？

習得できた 少し習得できた
あまりそう思わない 全くそう思わない
そのような場面はなかった

Ⅲ

Ⅱ

Ⅰ

今回参加した講座では，試行錯誤を繰り返して課題解決に
つなげる方法あるいは能力を習得できたと思いますか？

習得できた 少し習得できた
あまりそう思わない 全くそう思わない
そのような場面はなかった
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ⅰ 先進的な高大接続カリキュラムの開発 

令和７年度千葉大学接続事業アンケート結果（凡例５が最も高い評価） 

  
  

  
 

 
 

  

キャリア

思考・判断・表現

関心・意欲・態度

知識・理解

物性科学講座（ｎ＝１２）

キャリア

思考・判断・表現

関心・意欲・態度

知識・理解

建築工学講座（ｎ＝４１）

キャリア

思考・判断・表現

関心・意欲・態度

知識・理解

情報・データサイエンス講座（ｎ＝４９）

キャリア

思考・判断・表現

関心・意欲・態度

知識・理解

全体（ｎ＝１０２）

令和７年度課題研究におけるコンクールの入賞件数 
・令和７年度千葉県児童生徒・教職員科学作品展 

教育長賞   「アサリの貝殻模様やその変化にはどのようなパターンがあるか」 

理科部会長賞 「グルコースのカラメル化反応の解析－複数手法による反応機構の論理的考察－」 

優良賞    「アズキゾウムシは這った際に付着する物質によって産卵するかを決めている」 

・第１６回東京理科大学坊ちゃん科学賞 

優良入賞   「アズキゾウムシは這った際に付着する物質によって産卵するかを決めている」 

佳作     「炭酸塩ノジュールを用いた放散虫化石の採取」 

奨励賞    「プロテインのダマの解消方法」 

・第１９回千葉大学高校生理科研究発表会 

優秀賞    「水草利用型微生物燃料電池の発電特性の検討」 

優秀賞    「ヘリコプターの地面効果に向けた地面形状の最適化」 

・千葉県高等学校文化連盟自然科学専門部会科学発表会（第５０回全国高等学校総合文化祭秋田大会出場決定） 

優秀賞    「ムペンバ効果～液体の冷却と粘度の関係について～」 

計 ９件  

 

令和７年度課題研究におけるコンクール参加件数 
 件数  件数 

Chiba Cross School Science Fair 2025 ３６ 千葉県高等学校文化連盟自然科学専門部会科学発表会  ４ 

令和７年度千葉県高等学校課題研究発表会 ２４ 第１６回東京理科大学坊ちゃん科学賞  ３ 

第１９回千葉大学高校生理科研究発表会 ２３ 第２４回神奈川大学全国高校生理科・科学論文大賞  ２ 

令和７年度千葉県児童生徒・教職員科学作品展  ６ 第６９回日本学生科学賞  ２ 

令和７年度ＱＳＴ研究公開イベント  ６ 第４９回全国高等学校総合文化祭香川大会  １ 

第２０回筑波大学朝永振一郎記念「科学の芽」賞  ４ 日本貝類学会令和７年度大会  １ 

  計 １０６件  

 

 

Ⅲ フィールドワークの開発及び指導法の継承 

ア Field Study（FS）  ｎ＝４０ 

イ SS-Science CampⅠ（CampⅠ） ｎ＝３７ 

ウ SS-Science CampⅡ（CampⅡ） ｎ＝１５ 

エ SS-Field Study（SS-FS） ｎ＝１７ 

オ SS-Science CampⅢ（CampⅢ） ｎ＝４０ 

 

  
  

  
  

Ⅲ

Ⅱ

Ⅰ

今回の の講座の内容を，
自分なりに理解できましたか？

理解できた どちらかといえば理解できた
どちらともいえない どちらかといえば理解できなかった
理解できなかった

Ⅲ

Ⅱ

Ⅰ

今回の の講座への参加をきっかけに，科学技術や
理科・数学に対する興味・関心はどのようになりましたか？

受講前も興味・関心はあり，受講後はもっと興味・関心が増加した
受講前も興味・関心はあり，受講後もあまり変わらない
受講前は興味・関心はなかったが，受講後は興味・関心をもつようになった
受講前は興味・関心はなく，受講後もあまり変わらない
受講前よりも興味・関心はなくなった

Ⅲ

Ⅱ

Ⅰ

今回参加した講座では，何が課題であるのかを
自ら発見する方法あるいは能力を習得できたと思いますか？

習得できた 少し習得できた
あまりそう思わない 全くそう思わない
そのような場面はなかった

Ⅲ

Ⅱ

Ⅰ

今回参加した講座では，試行錯誤を繰り返して課題解決に
つなげる方法あるいは能力を習得できたと思いますか？

習得できた 少し習得できた
あまりそう思わない 全くそう思わない
そのような場面はなかった
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ⅱ 大学及び外部諸機関連携の再構築・発展 

令和７年度外部諸機関連携講座一覧 

 
 

令和７年度外部諸機関連携講座アンケート集計表 

 
  

 講座名 連携先 区分 領域 
分野 

参加 
人数 

事前 
指導日 実施日 事後 

指導日 

1 青少年のための科学の祭典 日本技術士会 
千葉市科学館 

課題 
発見型 物理 14 6/6 6/15  

2 臨海実習講座 お茶の水女子大学 
湾岸生物教育研究所 

課題 
発見型 生物 23 6/12 6/28，29 生物授業内 

3 統計学講座 生物学研究における統計的手法 お茶の水女子大学 
理学部生物学科 

課題 
発見型 

数学 
生物 19  8/7  

4 量子科学技術研究開発機構研修 量子科学技術研究開発機構 課題 
解決型 物理 12 5/15 8/25  

5 千葉市科学フェスタ 日本技術士会 
千葉市科学館 

課題 
発見型 物理 8 10/7 10/12  

6 セラミックスを通して学ぶ原子の結びつき 千葉大学工学部総合工学科 
共生応用化学コース 

課題 
発見型 化学 11 10/23 10/25 化学授業内 

7 生命科学基礎講座 千葉大学園芸学部 
生命応用化学科 

課題 
解決型 生物 10 11/21 11/22 大学教員 

による添削 

8 ＱＳＴ研究公開イベント 量子科学技術研究開発機構 課題 
解決型 科学 13 11/6 11/23  

9 最先端機器分析講座（応用） 千葉大学理学部化学科 課題 
解決型 化学 15 11/28 11/29 化学授業内 

10 低温科学講座 東邦大学理学部物理学科 課題 
発見型 

物理 
化学 320  12/17 物理基礎授業内 

化学基礎授業内 

11 高校生プラネタリウム 千葉市科学館 課題 
解決型 地学 5 計6回 12/20  

12 最先端機器分析講座（基礎） 東邦大学理学部化学科 課題 
発見型 化学 36 12/2 12/26 化学授業内 

13 千葉市科学館連携講座 千葉市科学館 課題 
発見型 化学 26 11/13 1/12  

14 ドローン講座 日本技術士会 課題 
解決型 

物理 
情報 9  1/29，31 

3/14予定  

15 遺伝子多型分析の基礎講座 東邦大学理学部 
生物分子科学科 

課題 
解決型 生物 20 

予定 
3月下旬 
予定 3/26  

 

Ｒ７ 128　人

問１ 問２ 問３ 問４ 問５ 問６ 問７ 問８ 問９ 問１０ 問１５
問４＆１０

【関心・意欲・態
度】

問５＆６＆７
【観察・実験の技

能】
【思考・判断・表

現】

問８＆９
【キャリア】

あなたは現在，何年
生ですか？

あなたの性別をご
回答ください。

今回のSSHの講座
の内容を，自分な
りに理解できまし
たか？ 【知識・理
解】

今回のSSH の講座
への参加をきっか
けに，科学技術や
理科・数学に対す
る興味・関心はど
のようになりまし
たか？ 【関心・意
欲・態度】

今回参加したSSH
の講座では，実験
（操作・作業）の
技術を習得できた
と思いますか？
【観察・実験の技
能】

今回参加したSSH
の講座では，何が
課題であるのかを
自ら発見する方法
あるいは能力を習
得できたと思いま
すか？ 【思考・判
断・表現】

今回参加したSSH
の講座では，試行
錯誤を繰り返して
課題解決につなげ
る方法あるいは能
力を習得できたと
思いますか？ 【観
察・実験の技能】

今回のSSH の講座
は将来，科学に関
連する職業に就き
たいと思う意識が
向上しましたか？
【キャリア】

今回のSSH の講座
は，あなたが進学
を志望する学部・
学科（あるいは専
門学校），もしく
は就職を希望する
業種・職種は明確
になりましたか？
【キャリア】

今後，今回のSSH  
の講座のような大
学・研究機関等の
研究者による講義
や実験実習などが
あったら，また参
加したいと思いま
すか？ 【関心・意
欲・態度】

今回の講座を受講
して，高校での関
連のありそうな分
野の授業を受ける
とき，授業に取り
組む姿勢に変化は
ありましたか？

1 高校１年生 男 理解できた

受講前も興味・関心
はあり，受講後は
もっと興味・関心が
増加した

習得できたと思う 習得できたと思う 習得できたと思う
受講前も考えてお
り，受講後はもっと
考えるようになった

受講前も明確であ
り，受講後はもっと
明確になった

参加したい
受講前よりも学校の
授業に対する興味・
関心が増加した

2 高校２年生 女 どちらかといえば理
解できた

受講前も興味・関心
はあり，受講後もあ
まり変わらない

少し習得できたと思
う

少し習得できたと思
う

少し習得できたと思
う

受講前も考えていた
が，受講後もあまり
かわらない

受講前も明確であっ
たが，受講後もあま
りかわらない

どちらかといえば参
加したい

受講前後で学校の授
業に対する興味・関
心はあまり変わらな
い

3 高校３年生 どちらともいえない

受講前は興味・関心
はなかったが，受講
後は興味・関心をも
つようになった

あまりそう思わない あまりそう思わない あまりそう思わない
受講前は考えていな
かったが，受講後は
考えるようになった

受講前は明確ではな
かったが，受講後は
明確になった

どちらともいえない
受講前後で学校の授
業に対する興味・関
心はなくなった

4 どちらかといえば理
解できなかった

受講前は興味・関心
はなく，受講後もあ
まり変わらない

全くそう思わない 全くそう思わない 全くそう思わない
受講前は考えていな
かったが，受講後も
あまりかわらない

受講前は明確ではな
く，受講後もあまり
かわらない

どちらかといえば参
加したくない

5 理解できなかった 受講前よりも興味・
関心はなくなった

そのような場面がな
かった

そのような場面がな
かった

そのような場面がな
かった

受講前よりも考えな
くなった

受講前よりも明確で
はなくなった 参加したくない

1 73 69 76 84 69 62 63 58 43 82 109 166 194 101
2 55 58 49 25 53 57 55 46 43 39 19 64 165 89
3 3 19 6 7 8 14 12 5 0 24 21 26
4 0 0 0 1 1 10 30 2 2 2 40
5 0 0 0 1 1 0 0 0 0 2 0
1 57 54 59 66 54 48 49 45 34 64 85 65 51 39
2 43 46 38 20 41 45 43 36 34 30 15 25 43 35
3 0 0 2 15 5 5 6 11 9 4 0 9 5 10
4 0 0 0 0 0 1 1 8 23 2 0 1 1 16
5 0 0 0 0 0 1 1 0 0 0 0 0 1 0

1+2※ 98 85 95 93 92 81 67 95 100 90 93 74
※　項目１＋２（％）＝（集計数１と２の和）÷（集計数の全体の和）×１００　で求め，四捨五入し整数値で表した

%単位

※肯定的意見
（1+2）

外部連携講座 アンケート集計人数

質問

選択

集計数

− 28 −



令和７年度外部諸機関連携講座アンケート結果（凡例５が最も高い評価） 

  
 

 

ⅲ 国際的に活躍できる人材に必要な自己表現能力の育成 

 

Ｑ１講義における英語は，どの程度理解できました

か？（凡例５が最も高い評価） 

Ｑ２講義における研究関連についての説明は，どの

程度理解できましたか？（凡例５が最も高い評価） 

  
  
Ｑ３講義を聞き，科学や研究に関する関心は高まり

ましたか？（凡例５が最も高い評価） 

Ｑ４全体として，今日の講義はいかがでしたか？（凡

例５が最も高い評価） 

  
  
Ｑ５再度，外国人研究者からの講義を聞きたいと思

いますか？ 

 

 

 

 

キャリア

思考・判断・表現

関心・意欲・態度

知識・理解

外部連携講座（ｎ＝１２８）

キャリア
思考・判断・表現
関心・意欲・態度

知識・理解

外部連携講座アンケート
「とても効果があると回答した割合」

第 回
第 回
第 回
第 回
第 回
第 回
第 回

第 回
第 回
第 回
第 回
第 回
第 回
第 回

第 回
第 回
第 回
第 回
第 回
第 回
第 回

第 回
第 回
第 回
第 回
第 回
第 回
第 回

第 回
第 回
第 回
第 回
第 回
第 回
第 回

是非聴きたい 機会があれば聴きたい
考えていない その他，回答なし

ⅱ 大学及び外部諸機関連携の再構築・発展 

令和７年度外部諸機関連携講座一覧 

 
 

令和７年度外部諸機関連携講座アンケート集計表 

 
  

 講座名 連携先 区分 領域 
分野 

参加 
人数 

事前 
指導日 実施日 事後 

指導日 

1 青少年のための科学の祭典 日本技術士会 
千葉市科学館 

課題 
発見型 物理 14 6/6 6/15  

2 臨海実習講座 お茶の水女子大学 
湾岸生物教育研究所 

課題 
発見型 生物 23 6/12 6/28，29 生物授業内 

3 統計学講座 生物学研究における統計的手法 お茶の水女子大学 
理学部生物学科 

課題 
発見型 

数学 
生物 19  8/7  

4 量子科学技術研究開発機構研修 量子科学技術研究開発機構 課題 
解決型 物理 12 5/15 8/25  

5 千葉市科学フェスタ 日本技術士会 
千葉市科学館 

課題 
発見型 物理 8 10/7 10/12  

6 セラミックスを通して学ぶ原子の結びつき 千葉大学工学部総合工学科 
共生応用化学コース 

課題 
発見型 化学 11 10/23 10/25 化学授業内 

7 生命科学基礎講座 千葉大学園芸学部 
生命応用化学科 

課題 
解決型 生物 10 11/21 11/22 大学教員 

による添削 

8 ＱＳＴ研究公開イベント 量子科学技術研究開発機構 課題 
解決型 科学 13 11/6 11/23  

9 最先端機器分析講座（応用） 千葉大学理学部化学科 課題 
解決型 化学 15 11/28 11/29 化学授業内 

10 低温科学講座 東邦大学理学部物理学科 課題 
発見型 

物理 
化学 320  12/17 物理基礎授業内 

化学基礎授業内 

11 高校生プラネタリウム 千葉市科学館 課題 
解決型 地学 5 計6回 12/20  

12 最先端機器分析講座（基礎） 東邦大学理学部化学科 課題 
発見型 化学 36 12/2 12/26 化学授業内 

13 千葉市科学館連携講座 千葉市科学館 課題 
発見型 化学 26 11/13 1/12  

14 ドローン講座 日本技術士会 課題 
解決型 

物理 
情報 9  1/29，31 

3/14予定  

15 遺伝子多型分析の基礎講座 東邦大学理学部 
生物分子科学科 

課題 
解決型 生物 20 

予定 
3月下旬 
予定 3/26  

 

Ｒ７ 128　人

問１ 問２ 問３ 問４ 問５ 問６ 問７ 問８ 問９ 問１０ 問１５
問４＆１０

【関心・意欲・態
度】

問５＆６＆７
【観察・実験の技

能】
【思考・判断・表

現】

問８＆９
【キャリア】

あなたは現在，何年
生ですか？

あなたの性別をご
回答ください。

今回のSSHの講座
の内容を，自分な
りに理解できまし
たか？ 【知識・理
解】

今回のSSH の講座
への参加をきっか
けに，科学技術や
理科・数学に対す
る興味・関心はど
のようになりまし
たか？ 【関心・意
欲・態度】

今回参加したSSH
の講座では，実験
（操作・作業）の
技術を習得できた
と思いますか？
【観察・実験の技
能】

今回参加したSSH
の講座では，何が
課題であるのかを
自ら発見する方法
あるいは能力を習
得できたと思いま
すか？ 【思考・判
断・表現】

今回参加したSSH
の講座では，試行
錯誤を繰り返して
課題解決につなげ
る方法あるいは能
力を習得できたと
思いますか？ 【観
察・実験の技能】

今回のSSH の講座
は将来，科学に関
連する職業に就き
たいと思う意識が
向上しましたか？
【キャリア】

今回のSSH の講座
は，あなたが進学
を志望する学部・
学科（あるいは専
門学校），もしく
は就職を希望する
業種・職種は明確
になりましたか？
【キャリア】

今後，今回のSSH  
の講座のような大
学・研究機関等の
研究者による講義
や実験実習などが
あったら，また参
加したいと思いま
すか？ 【関心・意
欲・態度】

今回の講座を受講
して，高校での関
連のありそうな分
野の授業を受ける
とき，授業に取り
組む姿勢に変化は
ありましたか？

1 高校１年生 男 理解できた

受講前も興味・関心
はあり，受講後は
もっと興味・関心が
増加した

習得できたと思う 習得できたと思う 習得できたと思う
受講前も考えてお
り，受講後はもっと
考えるようになった

受講前も明確であ
り，受講後はもっと
明確になった

参加したい
受講前よりも学校の
授業に対する興味・
関心が増加した

2 高校２年生 女 どちらかといえば理
解できた

受講前も興味・関心
はあり，受講後もあ
まり変わらない

少し習得できたと思
う

少し習得できたと思
う

少し習得できたと思
う

受講前も考えていた
が，受講後もあまり
かわらない

受講前も明確であっ
たが，受講後もあま
りかわらない

どちらかといえば参
加したい

受講前後で学校の授
業に対する興味・関
心はあまり変わらな
い

3 高校３年生 どちらともいえない

受講前は興味・関心
はなかったが，受講
後は興味・関心をも
つようになった

あまりそう思わない あまりそう思わない あまりそう思わない
受講前は考えていな
かったが，受講後は
考えるようになった

受講前は明確ではな
かったが，受講後は
明確になった

どちらともいえない
受講前後で学校の授
業に対する興味・関
心はなくなった

4 どちらかといえば理
解できなかった

受講前は興味・関心
はなく，受講後もあ
まり変わらない

全くそう思わない 全くそう思わない 全くそう思わない
受講前は考えていな
かったが，受講後も
あまりかわらない

受講前は明確ではな
く，受講後もあまり
かわらない

どちらかといえば参
加したくない

5 理解できなかった 受講前よりも興味・
関心はなくなった

そのような場面がな
かった

そのような場面がな
かった

そのような場面がな
かった

受講前よりも考えな
くなった

受講前よりも明確で
はなくなった 参加したくない

1 73 69 76 84 69 62 63 58 43 82 109 166 194 101
2 55 58 49 25 53 57 55 46 43 39 19 64 165 89
3 3 19 6 7 8 14 12 5 0 24 21 26
4 0 0 0 1 1 10 30 2 2 2 40
5 0 0 0 1 1 0 0 0 0 2 0
1 57 54 59 66 54 48 49 45 34 64 85 65 51 39
2 43 46 38 20 41 45 43 36 34 30 15 25 43 35
3 0 0 2 15 5 5 6 11 9 4 0 9 5 10
4 0 0 0 0 0 1 1 8 23 2 0 1 1 16
5 0 0 0 0 0 1 1 0 0 0 0 0 1 0

1+2※ 98 85 95 93 92 81 67 95 100 90 93 74
※　項目１＋２（％）＝（集計数１と２の和）÷（集計数の全体の和）×１００　で求め，四捨五入し整数値で表した

%単位

※肯定的意見
（1+2）

外部連携講座 アンケート集計人数

質問

選択

集計数

− 28 − − 29 −



− 30 −



 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

令和７年度科学技術人材育成重点枠 
【海外連携】 
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別紙様式３ 
千葉市立千葉高等学校 05～08 

 
（ア）令和７年度科学技術人材育成重点枠実施報告【海外連携】（要約） 

 
 ① 研究開発のテーマ  
世界へ羽ばたく科学技術人材の育成プログラムの開発 

 ② 研究開発の概要  
「世界へ羽ばたく科学者チャレンジ（World Scientists Challenge：ＷＳＣ）」を開催。 

ＷＳＣ１（１年次生普通科２７９名，理数科４０名から希望者を募り１１名選抜） 

 課題研究に必要な基礎的知識・技能の習得，海外で研究を行うために必要な基礎英語力，科学英

語を使用したコミュニケーション能力の育成を図る。さらに実践編として，韓国の蔚山科学高等学

校との科学共同研究をグループで実施する（今年度実施）。 

ＷＳＣ２（２年次生ＷＳＣ１参加者から８名選抜） 

 ＷＳＣ１で習得した課題研究能力と英語コミュニケーション能力をもとに，実際に海外で研究を

行うことを想定したプレ海外課題研究を実施する。個人で国内の外国人研究者の指導を受け，国際

研究発表会への参加，海外研修を実施する（今年度実施）。 

ＷＳＣ３（３年次生ＷＳＣ２から海外科学系大学進学希望者を選抜※初期段階は５名程度を想定） 

 志望校決定，エッセイの指導，面接指導を行う。 
 ③ 令和７年度実施規模  
ＷＳＣ１ 本校１年次生全員（普通科２７９名，理数科４０名）から募集 １１名 

     蔚山科学高等学校生徒                    ８名  

     千葉市立稲毛国際中等教育学校（稲毛国際）生徒       １０名 計２９名 

ＷＳＣ２ 本校２年次生（昨年度のＷＳＣ１参加生徒１５名から選抜）   ８名 

     チュラロンコン大学附属学校生徒               ８名 計１６名 
 ④ 研究開発の内容  
ＷＳＣ１ 

 ＷＳＣ１は，海外科学共同研究（グループ）・科学英語力養成講座・課題研究基礎講座の３つで

構成されている。課題研究，科学英語力の基礎を養い，グループで研究を進めていく力を育成する

ことを目標とする。各講座（４７コマ）＋連携校来日・訪問（１２０コマ）により約１６７コマ／

年（１コマを５０分として換算）を実施した。 

○海外科学共同研究（グループ） 

各チーム４～５人の日韓混合チームを作り，それぞれテーマを設定して，科学共同研究を進め

る取組として年間合計１０回実施した。Ｚｏｏｍ（ウェブ会議ツール）を使用したオンラインミ

ーティングを４回行い，研究の進捗状況をチームごとに確認し合った。これ以外にも，ＬＩＮＥ

（無料通話アプリ）等で連絡を取り合い，科学共同研究を進めた。８月に蔚山科学高等学校の生

徒が本校と稲毛国際へ来校し，日本の科学教育を体験するとともに，科学共同研究のテーマ設定

を行った。１月には本校と稲毛国際の生徒が蔚山科学高等学校を訪問し，成果発表会を行った。 

○科学英語力養成講座 

実際に留学に必要な資格基準を満たすためのスコア獲得を目的としたＩＥＬＴＳ講座と，海外

科学共同研究を行うために必要な科学英語力・コミュニケーション能力を養うことを目的とした

科学英語コミュニケーション講座を合計年間２８回実施した。 

①ＩＥＬＴＳ講座 

 英語の４技能のうちアウトプットであるスピーキングを中心に，リスニング・ライティング

・リーディングの基礎講座を年間１５回実施した。 
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②科学英語コミュニケーション講座 

 科学論文等に用いられる科学英単語講座，サイエンスをトピックとしたディベート講座，１

月の成果発表会に向けた英語での資料作成やプレゼンテーション指導を年間１３回実施した。 

○課題研究基礎講座 

海外科学共同研究を行うために必要な基礎的知識・技能を養うことを目的として，プレ課題研

究，テーマ設定講座，データ分析講座，ポスター作成講座等を，年間９回実施した。 

ＷＳＣ２ 

 ＷＳＣ２は，日本とタイ一人ずつの生徒がチームを組んで行う海外科学共同研究（個人），外国

人留学生による課題研究指導，科学英語力養成講座の３つで構成されている。ＷＳＣ１で培った課

題研究と科学英語力の基礎を用いると同時に，外国人留学生による課題研究指導を定期的に受けな

がら，個人で海外の連携校の生徒と科学共同研究を進めていく。また，引き続き科学英語力の養成

も行う。各講座（４５コマ）＋連携校来日・訪問（１３０コマ）により約１７５コマ／年（１コマ

を５０分として換算を実施した。 

〇海外科学共同研究（個人） 

８名の生徒がチュラロンコン大学附属学校の生徒とそれぞれチームを組み，相談しながらテー

マを設定して，科学共同研究を進めた。６月からテーマ設定が行われ，７月～１月に月１回のオ

ンラインミーティングを行い，研究の進捗状況と次回までの研究計画をチームごとに確認し合っ

た。ＬＩＮＥ等で連絡を取り合い，課題研究を進めた。８月には本校生徒がタイを訪問し，対面

でのミーティングを通してテーマ設定を行い，２月にはチュラロンコン大学附属学校の生徒が来

日し，成果発表会を兼ねて千葉大学主催国際研究発表会に参加した。 

〇外国人留学生による課題研究指導 

本校の生徒が千葉大学の留学生（母国で研究者や理系の教員をしていた方）４名に７月，９月，

１１月，１２月の４回，科学共同研究の進捗状況について，スライドを使用して口頭で報告した。

それをもとに，留学生が生徒の研究やプレゼンテーションに対してアドバイスを行い，研究計画

や結果の分析について指導した。これらはすべて英語で行った。１回の指導が１８０分のため３

回としてカウントし，年間１２回の講座を実施した。 

○科学英語力養成講座 

海外科学共同研究を行うために必要な科学英語力，コミュニケーション能力のさらなる向上を

目的とした科学英語コミュニケーション講座を年間３０回（外国人研究者招へい講座は１５０分

のため１講座あたり３回としてカウント，English Camp は２１０分のため４回としてカウント）

実施した。千葉市教育委員会の協力を受け，単独で授業できる外国人（International Language 

Teacher ：ＩＬＴ）を稲毛国際から１名を派遣していただき，科学研究発表のスライドやポスタ

ーについても，きめ細やかな指導を行った。 

 ⑤ 研究開発の成果 （根拠となるデータ等は「（ウ）関係資料」に掲載。） 
〇英語でのコミュニケーションや海外留学の意識についてのアンケート結果（P.51～52 参照） 

ＷＳＣ１では英語を使用して外国人と科学的なコミュニケーションを取ることに，「すごく楽

しくなった」，「やや楽しくなった」と肯定的に回答した割合が９０．９％となった。また留学

については，１年未満の短期留学では「ぜひ行きたい」，「興味はあるので，機会があれば行っ

てみたい」と肯定的に回答した割合が８１．８％，１年以上の長期留学では６３．７％となった。 

ＷＳＣ２では昨年度のアンケート結果と比較して，やや慎重な回答が多いものの，英語を使用

してコミュニケーションを取ることに，「すごく楽しくなった」，「やや楽しくなった」と肯定

的に回答した割合が高く，一般的な話題については１００％，科学的な話題については８５．７

％となった。一方留学については，短期留学・長期留学ともに「ぜひ行きたい」，「行ってみた

い」と回答した割合が８５．７％で，「あまり興味はない」と回答した生徒はいなかった。その

ため，特に長期留学について昨年度より高い値となった。 
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〇ＩＥＬＴＳ模擬テストのスコア結果 

ＷＳＣ参加生徒全体でバンドスコア４．０～５．０（ＣＥＦＲ基準Ｂ１相当）の生徒はリスニ

ングで１４人中５人，リーディングで１５人中６人であった。バンドスコア５．５以上（ＣＥＦ

Ｒ基準Ｂ２以上）の生徒はリスニングで１４人中１人，リーディングで１５人中３人おり，リー

ディングにおいてはそのうちの１名がバンドスコア６．０に達した。また，１名はオーバーオー

ルでバンドスコア５．５を達成した。 

〇英語による課題研究発表会の参加件数について 

今年度は科学共同研究の成果発表会も含めて，延べ参加人数４９名，延べ参加件数２８件とな

った。ＷＳＣ参加生徒は各自英語による研究発表を３回経験した。 

 ⑥ 研究開発の課題 （根拠となるデータ等は「（ウ）関係資料」に掲載。） 

 アンケート結果からＷＳＣ１，ＷＳＣ２ともに，生徒は英語による一般的・科学的なコミュニケ

ーションについての意識は非常に高くなっているが，留学に関してはＷＳＣ１，ＷＳＣ２ともに慎

重な傾向が見られた。今後はプログラムを通じて，海外留学の意義や実現可能性について検討でき

るような体制づくりを検討していきたい。またＩＥＬＴＳの模擬テストでは，バンドスコア４．０

以上（ＣＥＦＲ基準Ｂ１相当以上）の生徒はリスニングにおいて１４人中６人となっており，リー

ディングの１４人中８人よりも低かった。今後は稲毛国際のＩＬＴにさらに積極的に本プログラム

に関わってもらい，生徒が英語でコミュニケーションを取る機会を増やしていきたい。課題研究に

ついては，生徒は実験やポスター作成についても積極的に参加し，研究内容は深化している。また，

英語によるプレゼンテーションの経験をよく積んでおり，意欲的である。次年度は交流校と協力し

て更に課題研究を深化させるとともに，科学英語力養成講座をより緻密に組み立てることで，参加

生徒の英語力をより高度なものにしていきたい。 
 

②科学英語コミュニケーション講座 

 科学論文等に用いられる科学英単語講座，サイエンスをトピックとしたディベート講座，１

月の成果発表会に向けた英語での資料作成やプレゼンテーション指導を年間１３回実施した。 

○課題研究基礎講座 

海外科学共同研究を行うために必要な基礎的知識・技能を養うことを目的として，プレ課題研

究，テーマ設定講座，データ分析講座，ポスター作成講座等を，年間９回実施した。 

ＷＳＣ２ 

 ＷＳＣ２は，日本とタイ一人ずつの生徒がチームを組んで行う海外科学共同研究（個人），外国

人留学生による課題研究指導，科学英語力養成講座の３つで構成されている。ＷＳＣ１で培った課

題研究と科学英語力の基礎を用いると同時に，外国人留学生による課題研究指導を定期的に受けな

がら，個人で海外の連携校の生徒と科学共同研究を進めていく。また，引き続き科学英語力の養成

も行う。各講座（４５コマ）＋連携校来日・訪問（１３０コマ）により約１７５コマ／年（１コマ

を５０分として換算を実施した。 

〇海外科学共同研究（個人） 

８名の生徒がチュラロンコン大学附属学校の生徒とそれぞれチームを組み，相談しながらテー

マを設定して，科学共同研究を進めた。６月からテーマ設定が行われ，７月～１月に月１回のオ

ンラインミーティングを行い，研究の進捗状況と次回までの研究計画をチームごとに確認し合っ

た。ＬＩＮＥ等で連絡を取り合い，課題研究を進めた。８月には本校生徒がタイを訪問し，対面

でのミーティングを通してテーマ設定を行い，２月にはチュラロンコン大学附属学校の生徒が来

日し，成果発表会を兼ねて千葉大学主催国際研究発表会に参加した。 

〇外国人留学生による課題研究指導 

本校の生徒が千葉大学の留学生（母国で研究者や理系の教員をしていた方）４名に７月，９月，

１１月，１２月の４回，科学共同研究の進捗状況について，スライドを使用して口頭で報告した。

それをもとに，留学生が生徒の研究やプレゼンテーションに対してアドバイスを行い，研究計画

や結果の分析について指導した。これらはすべて英語で行った。１回の指導が１８０分のため３

回としてカウントし，年間１２回の講座を実施した。 

○科学英語力養成講座 

海外科学共同研究を行うために必要な科学英語力，コミュニケーション能力のさらなる向上を

目的とした科学英語コミュニケーション講座を年間３０回（外国人研究者招へい講座は１５０分

のため１講座あたり３回としてカウント，English Camp は２１０分のため４回としてカウント）

実施した。千葉市教育委員会の協力を受け，単独で授業できる外国人（International Language 

Teacher ：ＩＬＴ）を稲毛国際から１名を派遣していただき，科学研究発表のスライドやポスタ

ーについても，きめ細やかな指導を行った。 

 ⑤ 研究開発の成果 （根拠となるデータ等は「（ウ）関係資料」に掲載。） 
〇英語でのコミュニケーションや海外留学の意識についてのアンケート結果（P.51～52 参照） 

ＷＳＣ１では英語を使用して外国人と科学的なコミュニケーションを取ることに，「すごく楽

しくなった」，「やや楽しくなった」と肯定的に回答した割合が９０．９％となった。また留学

については，１年未満の短期留学では「ぜひ行きたい」，「興味はあるので，機会があれば行っ

てみたい」と肯定的に回答した割合が８１．８％，１年以上の長期留学では６３．７％となった。 

ＷＳＣ２では昨年度のアンケート結果と比較して，やや慎重な回答が多いものの，英語を使用

してコミュニケーションを取ることに，「すごく楽しくなった」，「やや楽しくなった」と肯定

的に回答した割合が高く，一般的な話題については１００％，科学的な話題については８５．７

％となった。一方留学については，短期留学・長期留学ともに「ぜひ行きたい」，「行ってみた

い」と回答した割合が８５．７％で，「あまり興味はない」と回答した生徒はいなかった。その

ため，特に長期留学について昨年度より高い値となった。 
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（イ）科学技術人材育成重点枠実施報告書（本文） 

 

①研究開発のテーマ 

基礎枠の取組において，科学技術に関するあらゆる分野の知見を総合的に活用し，これからの社会

的諸課題へ的確に対応する，いわゆる「総合知」を獲得した分野融合型科学技術人材の育成が行われ

ている。さらに SS-Field Study（基礎枠Ⅲ－エ）による海外研修や，国際的に活躍できる人材に必要

な自己表現能力の育成（基礎枠ⅲ－ア～エ）により，国際性を育む取組も行っている。しかし，国内

志向の生徒が多く，海外で学びグローバルな刺激を受けながら成長したいと考える生徒が少ないのが

現状である。そこで，科学技術人材育成重点枠では，海外の大学や研究機関で研鑽を積む日本人を増

やし，世界に通用する国際的な科学技術人材を養成することを目的とする。本研究では，海外に進学・

留学・就職し，世界で活躍する科学技術人材育成プログラムの開発を目標とする。 

 

②研究開発の経緯 

研究開発は年間を通して課業期間中は週１回５０分（１単位）を基本とし，加えて休日・長期休業

中（夏季・冬季・春季）に実施した。 

 

ＷＳＣ１ 
 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 

海外 

科学共同研究 
 

オンラインミーティング 

科学共同研究準備等 

蔚山科学高校来日 

 
科学共同研究 

スライド作成 
蔚山科学

高校訪問 

成果発表会 

千葉大学

国際研究

発表会 

次年度 

テーマ設定 
科学英語力 

養成講座 
 ＩＥＬＴＳ講座 

English 

Camp 

科学英語コミュニケーション講座 

発表資料作成，発表指導 

課題研究 

基礎講座 
 テーマ設定 

科学共同研究 

ポスター・スライド作成 

中間 

報告会 
CCSS Fair 

 

ＷＳＣ２ 
 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 

海外 

科学共同研究 
  

科学共同研究・オンラインミーティング６月～２月 

チュラロンコン大学附属学校訪問８月，来日２月 

成果発表会２月（内・千葉大学国際研究発表会） 

まとめ 外国人留学生に 

よる課題研究指導 
   研究指導①   研究指導② 研究指導③ 

研究指導④ 

CCSS Fair 
 

千葉大学

国際研究

発表会 

科学英語力 

養成講座 
科学英語コミュニケーション講座 

English 

Camp 

ポスター・スライド作成 

科学英語コミュニケーション講座 

ＩＥＬＴＳ

講座 

 

③研究開発の内容 

仮説 外国人と英語で科学共同研究する経験，海外で生活可能な英語力の習得，海外で活躍する日本

人研究者との交流を行うことにより，海外で科学技術を学ぶ意欲が向上する。その結果，海外

の科学系大学への進学・留学希望者が増加し，将来研究機関へ就職する人材も増加する。 

 

内容 

ＷＳＣ１ 対象１年次生１１名（理数科２名・普通科９名 男子４名・女子７名） 

     蔚山科学高等学校８名（男子６名 女子２名） 

 

・海外科学共同研究（グループ） 

本講座は蔚山科学高等学校の生徒と本校の生徒がグループを組み，年間を通して科学をテーマと

した科学共同研究を英語で実施する。日韓で協力できるようなテーマを設定し，科学英語を用いて

研究を進め，成果発表会での英語による発表をゴールとする。以下に年間の実施日程を示す。 

 

日付 講義 授業時数 概要 

 ６月２５日（水） 科学共同研究① １ 

蔚山科学高等学校の参加生徒と科学共同

研究について，オンラインミーティングを

行う。 

 ７月１７日（木） 

 ７月１８日（金） 

 ７月１９日（土） 

科学共同研究 

②③④ 
３ 

蔚山科学高等学校来日時に，本校において

チームごとに科学共同研究を進める。 
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１０月２９日（水） 科学共同研究⑤ １ 
各グループの科学共同研究について，オン

ラインで研究の進捗を確認する。 

１１月１９日（水） 科学共同研究⑥ １ 
各グループの科学共同研究について，オン

ラインで研究の中間報告会を行う。 

１２月１７日（水） 科学共同研究⑦ １ 
各グループの科学共同研究について，オン

ラインで研究の進捗を確認する。 

 １月 ８日（木） 

 １月 ９日（金） 

科学共同研究 

⑧⑨ 
２ 

蔚山科学高等学校において，チームごとに

科学共同研究を進める。 

 １月１０日（土） 
科学共同研究 

成果発表会 
１ 

蔚山科学高等学校において，科学共同研究

の成果発表会を行う。 

 

 ４月に１学年全生徒から募集し，希望者１１名を選考した。選考方法は教員５名（理科教員３名，

英語科教員２名）による面接を実施した。日本語による科学的な興味や海外への関心を問う内容と，

英語による挨拶などのコミュニケーション能力を問う内容である。 

 ５月から６月にかけて科学共同研究のチーム決定・研究テーマの設定を行い，７月の蔚山科学高

等学校来日時に研究目的の共有や具体的な実験方法の決定をチームごとに行った。蔚山科学高等学

校来日時の日程を以下に示す。 

 

７月１６日（水） 来日，ウェルカムパーティー 

７月１７日（木） 学校見学，授業体験，科学共同研究 

７月１８日（金） 国立科学博物館見学，科学共同研究，ホームステイ 

７月１９日（土） 各班研究テーマ発表，ホームステイ 

７月２０日（日） 帰国 

 

 科学共同研究に関するミーティング等に加えて，多色摺木版画の科学に関する授業体験を英語で

行った。前半は化学の教員が染料や顔料と天然鉱物について授業を実施し，後半は千葉市美術館の

職員と本校教員が協働し，多色摺木版画体験を実施した。日本の伝統的技術と科学的論理が横断的

に学べる貴重な体験となった。 

 

  
（写真）化学の授業体験の様子 （写真）多色摺木版画体験の様子 

 

 科学共同研究は４つのチームに分かれて行った。各チームは日本と韓国から２～３名の計４～５

名で構成した。各チームの研究テーマを以下に示す。 

 

Team Title 

A 
Two Starters, Two Cultures 

A Comparative Study of Koji and Nuruk Fermentation 

B Keigo Higashino and anthocyanin(tentative) 

C 
Comparison of Kimono and Hanbok 

Materials, Structure, and Climate Adaptation. 

D Comparison of Storage Stability in Fermented Foods 

 

  

 
 

（イ）科学技術人材育成重点枠実施報告書（本文） 

 

①研究開発のテーマ 

基礎枠の取組において，科学技術に関するあらゆる分野の知見を総合的に活用し，これからの社会

的諸課題へ的確に対応する，いわゆる「総合知」を獲得した分野融合型科学技術人材の育成が行われ

ている。さらに SS-Field Study（基礎枠Ⅲ－エ）による海外研修や，国際的に活躍できる人材に必要

な自己表現能力の育成（基礎枠ⅲ－ア～エ）により，国際性を育む取組も行っている。しかし，国内

志向の生徒が多く，海外で学びグローバルな刺激を受けながら成長したいと考える生徒が少ないのが

現状である。そこで，科学技術人材育成重点枠では，海外の大学や研究機関で研鑽を積む日本人を増

やし，世界に通用する国際的な科学技術人材を養成することを目的とする。本研究では，海外に進学・

留学・就職し，世界で活躍する科学技術人材育成プログラムの開発を目標とする。 

 

②研究開発の経緯 

研究開発は年間を通して課業期間中は週１回５０分（１単位）を基本とし，加えて休日・長期休業

中（夏季・冬季・春季）に実施した。 

 

ＷＳＣ１ 
 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 

海外 

科学共同研究 
 

オンラインミーティング 

科学共同研究準備等 

蔚山科学高校来日 

 
科学共同研究 

スライド作成 
蔚山科学

高校訪問 

成果発表会 

千葉大学

国際研究

発表会 

次年度 

テーマ設定 
科学英語力 

養成講座 
 ＩＥＬＴＳ講座 

English 

Camp 

科学英語コミュニケーション講座 

発表資料作成，発表指導 

課題研究 

基礎講座 
 テーマ設定 

科学共同研究 

ポスター・スライド作成 

中間 

報告会 
CCSS Fair 

 

ＷＳＣ２ 
 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 

海外 

科学共同研究 
  

科学共同研究・オンラインミーティング６月～２月 

チュラロンコン大学附属学校訪問８月，来日２月 

成果発表会２月（内・千葉大学国際研究発表会） 

まとめ 外国人留学生に 

よる課題研究指導 
   研究指導①   研究指導② 研究指導③ 

研究指導④ 

CCSS Fair 
 

千葉大学

国際研究

発表会 

科学英語力 

養成講座 
科学英語コミュニケーション講座 

English 

Camp 

ポスター・スライド作成 

科学英語コミュニケーション講座 

ＩＥＬＴＳ

講座 

 

③研究開発の内容 

仮説 外国人と英語で科学共同研究する経験，海外で生活可能な英語力の習得，海外で活躍する日本

人研究者との交流を行うことにより，海外で科学技術を学ぶ意欲が向上する。その結果，海外

の科学系大学への進学・留学希望者が増加し，将来研究機関へ就職する人材も増加する。 

 

内容 

ＷＳＣ１ 対象１年次生１１名（理数科２名・普通科９名 男子４名・女子７名） 

     蔚山科学高等学校８名（男子６名 女子２名） 

 

・海外科学共同研究（グループ） 

本講座は蔚山科学高等学校の生徒と本校の生徒がグループを組み，年間を通して科学をテーマと

した科学共同研究を英語で実施する。日韓で協力できるようなテーマを設定し，科学英語を用いて

研究を進め，成果発表会での英語による発表をゴールとする。以下に年間の実施日程を示す。 

 

日付 講義 授業時数 概要 

 ６月２５日（水） 科学共同研究① １ 

蔚山科学高等学校の参加生徒と科学共同

研究について，オンラインミーティングを

行う。 

 ７月１７日（木） 

 ７月１８日（金） 

 ７月１９日（土） 

科学共同研究 

②③④ 
３ 

蔚山科学高等学校来日時に，本校において

チームごとに科学共同研究を進める。 
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 令和８年１月には蔚山科学高等学校を訪問し，科学共同研究のデータ共有やまとめ，成果発表会

を行った。また，韓国の科学教育の授業体験や科学系部活動見学などを行った。訪問中の日程を以

下に示す。 

 

１月 ７日（水） 韓国訪問，歓迎式典 

１月 ８日（木） 授業体験，科学共同研究打ち合わせ 

１月 ９日（金） 成果発表会資料作成，プレゼンテーション練習 

１月１０日（土） プレゼンテーション練習，成果発表会 

１月１１日（日） 帰国 

 

 授業体験では電子回路とセンサーを組み合わせて，ヒトの体温や脈によって発光の色が変化する

ロボットを作製した。また，作動させるためのプログラムもインプットするなど，物理と情報が融

合した韓国の特徴的な科学教育を体験することができた。 

 成果発表会は２００人収容可能なホールにて行った。日本と韓国の本プログラム参加生徒が，１

年次生１８０名と両国の教員等に向けてスライドを用いて研究成果を発表した。チームあたりの発

表時間は質疑応答を含めて１０分間とし，すべて英語で行った。生徒同士での質疑応答も活発に行

われ，プログラム参加生徒だけでなく聴衆の生徒も一緒に，研究について議論を深めることができ

た。また，今回は稲毛国際の生徒も成果発表会に参加し，この取組を広げることができた（P.41～

42 参照）。 

 

  
（写真）物理×情報の授業体験の様子 （写真）成果発表会準備の様子 

 

昨年度の反省を生かし，今年度は蔚山科学高等学校との科学共同研究について，オンラインミー

ティングを４回（昨年度は２回）に増やし，研究の進捗を全体で確認する場面を多く設定した。７

月の来日時に研究テーマの詳細を確認することや年間計画の策定を行った。１１月の中間報告会を

経て，１月の韓国訪問時に成果発表会を開催した。昨年度よりも日韓で協力した研究が増え，さら

に定量的な実験から結果を数値で示すことができた班が増加した。 

 

 

 

 

（写真）中間報告会の様子の様子 （写真）科学共同研究成果発表会の様子 

 

・科学英語力養成講座 

 本講座は，海外大学への進学を実現するための高い英語力を養うことを目的とするＩＥＬＴＳ講

座と，科学共同研究に必要なコミュニケーション能力や科学的なディスカッション等を行うために

必要な知識・技能を向上させることを目的とする科学英語コミュニケーション講座で構成される。

今年度は，稲毛国際に所属するＩＬＴ１名を本校に派遣してもらい，本校の理科教員や英語科教員
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と協働することで両校の特徴である国際教育と科学教育をミックスした各講座を計画・運営した。

以下に年間の実施日程を示す。 

 

ＩＥＬＴＳ講座 

日付 講義 授業時数 概要 

 ６月１０日（火） 
プロフィール 

作成 
１ 

蔚山科学高等学校の共同研究者に向けて，

英語のプロフィールシートを作成する。 

 ６月１７日（火） 
Communication 

English① 
１ 

ＩＬＴが自身の研究（地質考古学）につい

て英語で紹介し，質疑応答を行う。 

 ６月２４日（火） 
Communication 

English② 
１ 

科学的テーマについて論理的に伝え合う

ディスカッションの基本を学ぶ。 

 ７月１５日（火） 
Communication 

English③ 
１ 

来日する蔚山科学高等学校の生徒に向け

た，英語の日程表を作成する。 

 ７月２７日（日） 
千葉大学ＳＤＧｓ

ワークショップ① 
３ 

ＡＳＥＡＮの大学や国内の大学・高校生が

英語を用いたＳＤＧｓワークショップを

行う。 

 ８月 １日（金） English Camp ４ 

神田外語大学にて，研究発表に向け英語に

よるプレゼンテーション能力やディベー

ト能力を育成する。 

 ２月 ８日（日） 
千葉大学ＳＤＧｓ

ワークショップ② 
３ 

ＡＳＥＡＮの大学や国内の大学・高校生が

英語を用いたＳＤＧｓワークショップを

行う。 

 ２月１０日（火） 
ＩＥＬＴＳ 

Practice test 
１ 

ＩＥＬＴＳのリスニングセクション及び

リーディングセクションの模擬試験を受

ける。 

※English Camp は２１０分の実施のため授業時数を４としている。 

※千葉大学ＳＤＧｓワークショップは１８０分の実施のため授業時数を３としている。 

 

 Communication English では稲毛国際より派遣されたＩＬＴを中心に英語を用いて自分を表現す

ることを学んだ。生徒自身が英語を話す場面が非常に多く設定された授業であり，生徒は英語でコ

ミュニケーションを取ることへのハードルを下げることができた。８月には神田外語大学での

English Camp を行い，ネイティブの指導者からプレゼンテーションの基礎を学んだ後，指導者へ向

けて自身の研究についてプレゼンテーションを実施するとともに，フィードバックを英語で行っ

た。また，生徒が現時点での自分の英語力を把握できるよう，ＩＥＬＴＳのリスニングセクション・

リーディングセクションの模擬試験を行った。その際のスコアについては④実施の効果とその評価

に記載した（P.48 参照）。 

 

  
（写真）Communication English の様子 （写真）English Camp の様子 

 

  

 
 

 令和８年１月には蔚山科学高等学校を訪問し，科学共同研究のデータ共有やまとめ，成果発表会

を行った。また，韓国の科学教育の授業体験や科学系部活動見学などを行った。訪問中の日程を以

下に示す。 

 

１月 ７日（水） 韓国訪問，歓迎式典 

１月 ８日（木） 授業体験，科学共同研究打ち合わせ 

１月 ９日（金） 成果発表会資料作成，プレゼンテーション練習 

１月１０日（土） プレゼンテーション練習，成果発表会 

１月１１日（日） 帰国 

 

 授業体験では電子回路とセンサーを組み合わせて，ヒトの体温や脈によって発光の色が変化する

ロボットを作製した。また，作動させるためのプログラムもインプットするなど，物理と情報が融

合した韓国の特徴的な科学教育を体験することができた。 

 成果発表会は２００人収容可能なホールにて行った。日本と韓国の本プログラム参加生徒が，１

年次生１８０名と両国の教員等に向けてスライドを用いて研究成果を発表した。チームあたりの発

表時間は質疑応答を含めて１０分間とし，すべて英語で行った。生徒同士での質疑応答も活発に行

われ，プログラム参加生徒だけでなく聴衆の生徒も一緒に，研究について議論を深めることができ

た。また，今回は稲毛国際の生徒も成果発表会に参加し，この取組を広げることができた（P.41～

42 参照）。 

 

  
（写真）物理×情報の授業体験の様子 （写真）成果発表会準備の様子 

 

昨年度の反省を生かし，今年度は蔚山科学高等学校との科学共同研究について，オンラインミー

ティングを４回（昨年度は２回）に増やし，研究の進捗を全体で確認する場面を多く設定した。７

月の来日時に研究テーマの詳細を確認することや年間計画の策定を行った。１１月の中間報告会を

経て，１月の韓国訪問時に成果発表会を開催した。昨年度よりも日韓で協力した研究が増え，さら

に定量的な実験から結果を数値で示すことができた班が増加した。 

 

 

 

 

（写真）中間報告会の様子の様子 （写真）科学共同研究成果発表会の様子 

 

・科学英語力養成講座 

 本講座は，海外大学への進学を実現するための高い英語力を養うことを目的とするＩＥＬＴＳ講

座と，科学共同研究に必要なコミュニケーション能力や科学的なディスカッション等を行うために

必要な知識・技能を向上させることを目的とする科学英語コミュニケーション講座で構成される。

今年度は，稲毛国際に所属するＩＬＴ１名を本校に派遣してもらい，本校の理科教員や英語科教員
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科学英語コミュニケーション講座 

日付 講義 授業時数 概要 

１０月 ７日（火） 
English for 

Science① 
１ 科学に関する英単語をクイズ形式で学ぶ。 

１０月１４日（火） 
English for 

Science② 
１ 

海外で使用されている理科教科書を使用

し，英語での科学的な表現を学ぶ。 

１０月２８日（火） 
英語プレゼン 

講座① 
１ 

英語でプレゼンテーションをする際のス

ライドの作り方について学ぶ。 

１１月１１日（火） 
英語プレゼン 

講座② 
１ 

前時に作成したメモをもとに５～６枚程

度のスライドを作成する。 

１１月１８日（火） 
英語プレゼン 

講座③ 
１ 

前時までに作成したスライドを用いて，口

頭発表の練習を行う。 

１１月２５日（火） 
英語ポスター 

講座 
１ 

研究のポスターの作り方について学び，科

学共同研究のポスターを作成する。 

１２月１６日（火） 口頭発表指導 １ 
科学共同研究の成果発表会に向け，スライ

ドの改善やスクリプトの作成を行う。 

１２月１８日（木） 
外国人研究者 

招へい事前講座 
１ 

事前に外国人研究者の研究発表のアブス

トラクトを読み，ＳＡと内容を確認する。 

１２月２３日（火） 
外国人研究者 

招へい講座 
３ 

本校に招いた外国人研究者の研究発表を

英語で聴く。 

 １月２７日（火） 
英語プレゼン 

講座④ 
１ 

千葉大学国際研究発表会に向けたスライ

ドを作成する。 

 ２月 ３日（火） 
英語プレゼン 

講座⑤ 
１ 

前時までに作成したスライドを用いて，口

頭発表の練習を行う。 

※外国人研究者招へい講座は１８０分の実施のため授業時数を３としている。 

 

 １２月に行われた外国人研究者招へい講座では，本校に招いた３人の外国人研究者（物理・化学・

生物分野）の研究発表を英語で聴くとともに，実験や質疑応答なども行った。大学レベルの内容も

多かったため，事前講座を通して各分野の専門用語や実験概要を学ぶことで，研究内容について深

く理解することができていた。質疑応答の時間にも積極的に質問する様子がみられた。事前講座は

本校英語科教員とＳＡが主として教材研究を行い，科学的な内容については理科教員が内容を検討

した。 

 

 英語プレゼン講座では，ⅠＬＴが自身で作成したプレゼンテーション資料をもとに，資料作成の

基礎知識を講義した。その後，各自でプレゼンテーションソフトを用いて科学共同研究の成果をま

とめ，実際にプレゼンテーションを行った。ⅠＬＴから話す内容，アイコンタクトやジェスチャー

の重要性，話すスピード，抑揚のつけ方など様々な観点からのフィードバックがあった。生徒たち

はそれぞれフィードバックをもとに，成果発表会に向けてプレゼンテーションをブラッシュアップ

した。 

 

  
（写真）英語プレゼン講座の様子 （写真）外国人研究者招へい講座の様子 
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・課題研究基礎講座 

 海外科学共同研究を行うにあたっての基礎的知識・技能を養うことを目的とする。以下に年間の

実施日程を示す。 

 

日付 講義 授業時数 概要 

 ５月１３日（火） 
科学共同研究 

基礎講座 
１ 

研究の意義や方法について学ぶとともに，

昨年度参加者の体験談を聞く。 

 ５月２０日（火） テーマ設定講座 １ 
研究のテーマ設定について学び，昨年度参

加者の研究についての発表を聞く。 

 ７月２９日（火） 
海外研修 

事前指導 
１ 

科学共同研究の進め方について，韓国研修

前に事前指導を行う。 

１２月２０日（土） CCSS Fair ２ 
CCSS Fair(本校主催の課題研究発表会)に

参加し，英語で発表を行う。 

 １月１３日（火） 
成果発表会 

振り返り① 
１ 

科学共同研究成果発表会の動画を視聴し，

振り返りを行う。 
 １月２０日（火） 

成果発表会 

振り返り② 
１ 

 ２月 ８日（日） 
千葉大学 

国際研究発表会 
２ 

千葉大学国際研究発表会に参加し英語で

研究を発表する。研究を文章にまとめ，発

表会のプロシーディングに載せる。 

※CCSS Fair，千葉大学国際研究発表会は１２０分の実施のため授業時数を２としている。 

 

 科学共同研究基礎講座やテーマ設定講座では，研究の進め方や実験の組み立て方などを理科教員

やＷＳＣ２の生徒から学び，初めて行う課題研究について理解が深まったと感じる。本校主催の

CCSS Fair の参加を通して発表のスキルを向上させ，成果発表会でも研究成果を発揮することがで

きた。今年度は成果発表会の様子を動画で視聴し，ＩＬＴとともに振り返り，フィードバックをも

らうことで千葉大学国際研究発表会へ向けさらに良い発表を行うことができた。また研究を英語で

文章にまとめることで研究の総まとめとすることができた。科学共同研究の内容でも触れたが，研

究の考察を深めるため，日韓での指導教員の連携を強化し指導にあたっていきたい。 

 

  

（写真）科学共同研究基礎講座の様子 （写真）CCSS Fair の様子 

 

 今年度から，同一の管理機関（千葉市教育委員会）下である稲毛国際も参加し，本校，蔚山科学

高等学校を含めた３校での共同プロジェクトとして実施した。年間の流れを以下に示す。 

 

実施 実施内容 概要 

 ３月 
市立千葉・稲毛国際 

担当者会議① 

蔚山科学高等学校の来日の時期，韓国訪問の時

期，プロジェクトの概要について共有した。 

 ４月 
市立千葉・稲毛国際 

参加者の募集 
参加生徒の募集，選考，人数を調整した。 

 ５月 

 
 

科学英語コミュニケーション講座 

日付 講義 授業時数 概要 

１０月 ７日（火） 
English for 

Science① 
１ 科学に関する英単語をクイズ形式で学ぶ。 

１０月１４日（火） 
English for 

Science② 
１ 

海外で使用されている理科教科書を使用

し，英語での科学的な表現を学ぶ。 

１０月２８日（火） 
英語プレゼン 

講座① 
１ 

英語でプレゼンテーションをする際のス

ライドの作り方について学ぶ。 

１１月１１日（火） 
英語プレゼン 

講座② 
１ 

前時に作成したメモをもとに５～６枚程

度のスライドを作成する。 

１１月１８日（火） 
英語プレゼン 

講座③ 
１ 

前時までに作成したスライドを用いて，口

頭発表の練習を行う。 

１１月２５日（火） 
英語ポスター 

講座 
１ 

研究のポスターの作り方について学び，科

学共同研究のポスターを作成する。 

１２月１６日（火） 口頭発表指導 １ 
科学共同研究の成果発表会に向け，スライ

ドの改善やスクリプトの作成を行う。 

１２月１８日（木） 
外国人研究者 

招へい事前講座 
１ 

事前に外国人研究者の研究発表のアブス

トラクトを読み，ＳＡと内容を確認する。 

１２月２３日（火） 
外国人研究者 

招へい講座 
３ 

本校に招いた外国人研究者の研究発表を

英語で聴く。 

 １月２７日（火） 
英語プレゼン 

講座④ 
１ 

千葉大学国際研究発表会に向けたスライ

ドを作成する。 

 ２月 ３日（火） 
英語プレゼン 

講座⑤ 
１ 

前時までに作成したスライドを用いて，口

頭発表の練習を行う。 

※外国人研究者招へい講座は１８０分の実施のため授業時数を３としている。 

 

 １２月に行われた外国人研究者招へい講座では，本校に招いた３人の外国人研究者（物理・化学・

生物分野）の研究発表を英語で聴くとともに，実験や質疑応答なども行った。大学レベルの内容も

多かったため，事前講座を通して各分野の専門用語や実験概要を学ぶことで，研究内容について深

く理解することができていた。質疑応答の時間にも積極的に質問する様子がみられた。事前講座は

本校英語科教員とＳＡが主として教材研究を行い，科学的な内容については理科教員が内容を検討

した。 

 

 英語プレゼン講座では，ⅠＬＴが自身で作成したプレゼンテーション資料をもとに，資料作成の

基礎知識を講義した。その後，各自でプレゼンテーションソフトを用いて科学共同研究の成果をま

とめ，実際にプレゼンテーションを行った。ⅠＬＴから話す内容，アイコンタクトやジェスチャー

の重要性，話すスピード，抑揚のつけ方など様々な観点からのフィードバックがあった。生徒たち

はそれぞれフィードバックをもとに，成果発表会に向けてプレゼンテーションをブラッシュアップ

した。 

 

  
（写真）英語プレゼン講座の様子 （写真）外国人研究者招へい講座の様子 
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 ６月 全体会議 
市立千葉・稲毛国際の管理職及び担当者，千葉市

教育委員会による年間予定を共有した。 

 ７月 蔚山科学高等学校来日 
本校，稲毛国際両校に蔚山科学高等学校の生徒が

来日した。 

１１月 
市立千葉・稲毛国際 

担当者会議② 

市立千葉・稲毛国際のプログラムの進捗について

共有した。 

１２月 

CCSS Fair 
CCSS Fair(本校主催の課題研究発表会)に稲毛 

国際の生徒も英語発表で参加した。 

３校担当者会議 １月の韓国訪問について，日程などを共有した。 

 １月 蔚山科学高等学校訪問 
３校での交流及びプログラムの成果発表会 開

催。 

 

○ＩＬＴの成果について 

 今年度，稲毛国際から週一回派遣していただいたＩＬＴが，本校でのプログラムに積極的に関わ

ることで両校の仲立ちとなり，本校で実施してきた蔚山科学高等学校との科学共同研究のノウハウ

を共有することができた。一方，稲毛国際の特色である国際交流についても，英語を使用したコミ

ュニケーションなどの教育カリキュラムを共有いただき，両校が成長できる取組となった。さらに，

３校による科学国際交流の協定書を結ぶことができ，千葉市教育委員会が中心となって３校の共同

プロジェクトへと発展できたことはよい流れである。 

 

ＷＳＣ２ 対象２年次生８名（理数科４名・普通科４名 男子４名・女子４名） 

     チュラロンコン大学附属学校８名（男子６名 女子２名） 

 

・海外科学共同研究と外国人留学生による課題研究指導 

 昨年度のＷＳＣ１参加生徒１５名から面接（日本語による科学的な興味や海外への関心を問う内

容と，英語による自己紹介や研究計画についての説明などのコミュニケーション能力を問う内容）

により８名の生徒を選抜し，タイのチュラロンコン大学附属学校の生徒８名と年間を通した科学共

同研究を実施した。この海外科学共同研究では，本校と連携校からそれぞれ１人ずつの生徒がペア

になり，２人で研究を進めるところが，ＷＳＣ１で行う複数名のグループでの科学共同研究との違

いである。各チームの研究について，千葉大学の外国人留学生（母国では研究者や理系の教員であ

る学生）による英語での指導を受ける取組も同時に行った。年間の流れを下に示す。 

 
 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 

海外科学 

共同研究 

オンライン 

ミーティング① 

オンラインミー

ティング② 

チュラロンコン 

大学附属学校訪問 

オンライン 

ミーティング③ 

オンライン 

ミーティング④ 

オンライン 

ミーティング⑤ 

オンライン 

ミーティング⑥ 

オンライン 

ミーティング⑦ 

チュラロン 

コン大学附属 

学校来日 

 

千葉大学国際

研究発表会 

での成果発表 

（スライド） 

まとめ 

自己紹介 

研究テーマ検討 

研究計画作成 

研究テーマ検討 

研究計画作成 

実験計画検討 

科学共同研究 
科学共同研究 科学共同研究 科学共同研究 

中間発表 

科学共同研究 
 

外国人 

留学生 

による 

課題研 

究指導 

 
留学生による 

研究指導① 
 

留学生による 

研究指導② 
 

留学生による 

研究指導③ 

留学生による 

研究指導④ 
 

 
テーマ・研究 

計画の指導 
 

研究の進捗確認

アドバイス 
 

研究の進捗確認

アドバイス 

CCSS Fair 発表 

（ポスター） 
 

 

○海外科学共同研究について 

 今年度は初めてのオンラインミーティングを６月に行い，昨

年度よりも早期に研究テーマの設定を行った。７月から１月に

かけて月１回程度（計７回）Ｚｏｏｍを用いてオンラインミー

ティングを実施し，チームごとに研究の進捗状況を確認した。

各チームは互いにＬＩＮＥ等で随時連絡を取り合い，研究の進

捗報告や実験結果の共有などを行いながら科学共同研究を進

めた。生徒は科学英語を使って，チュラロンコン大学付属学校

の生徒と研究について積極的にコミュニケーションを取って

いた。 
 

（写真）オンライン研究発表の準備 
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 タイとは２時間の時差があるため，平日夕方に行うミーティングは生徒が各自自宅から参加する

こととした。これによりミーティングの頻度を増やすことはできたが，監督する教員の負担が増大

したことは次年度への課題である。 

 今年度はチュラロンコン大学付属学校の生徒が２月に来日し，千葉大学が主催する国際研究発表

会において成果発表を行った。チュラロンコン大学付属学校の生徒は，参加者８名のうち来日して

対面発表ができたのは５名であったため，本校，千葉大学ともに初めての試みとして，本校生徒は

対面で，タイの生徒はオンラインで参加するハイブリッド型の研究発表も併せて行った。各チーム

の研究テーマを下に示す。 

 

Team Title 

A The petal effect structure maximizes water droplet retention 

B The Effect of Particles on Image Clarity in Projection Mapping 

C Pattern Consistency of Harmonic Amplitude Variation accompanying Pitch Variation 

D Transmission of Force and Its Direction in Bowling 

E Comparison of Tire–Pavement Contact Characteristics by Pavement Techniques 

F We want to make color changing spray！！ 

G Unraveling the formation effect of mosquitoes’ larvae 

H Power generation performance of Aquatic P-MFCs 

 

○タイ訪問について 

 ８月にチュラロンコン大学附属学校を訪問し，科学共同研究の研究計画の検討や作成を対面で行

った。訪問中の日程を以下に示す。 

 

８月２３日（土） タイ訪問，ホームステイ 

８月２４日（日） ホームステイ 

８月２５日（月） 授業体験，科学共同研究打ち合わせ 

８月２６日（火） 研究計画発表会，チュラロンコン大学施設見学，来日・次年度打ち合わせ 

８月２７日（水） 帰国 

 

タイ訪問後すぐに，ホームステイを実施した。平日に学校が始まると，まず歓迎セレモニーがあ

ったが，全校生徒に向けてのスピーチは，雨天のため放送での実施となった。その後，チームごと

に英語科教員によるアイスブレイクが行われ，温かい雰囲気でテーマ設定に関するミーティングを

行うことができた。本校生徒の課題研究が既に始まっていたため，本校生徒が提案した研究テーマ

に連携校の生徒が合わせるケースが多く，連携校生徒が研究へのモチベーションを保つのが難しく

なる場面も散見されたため，これは次年度への課題である。話し合いの結果，研究テーマを変更し

たチームもあった。テーマが決定した後はチュラロンコン大学附属学校内でできる実験を行った。

３Ｄプリンターを用いた模型の作成など，チュラロンコン大学附属学校の設備や備品を用いて実験

を行ったチームもあった。 

滞在最終日の８月２６日には科学共同研究のテーマや研究計画について各チームが発表を行い，

現地の理科教員からの質疑応答に英語で答える場面もあった。いずれのチームも，研究パートナー

同士が積極的に英語で会話し，交流を深めることができていた。最終日にはタイ訪問の反省と来日

時や次年度のプログラムに関する打ち合わせを泰日関係職員で行うことができ，さらなるプログラ

ムの発展を企図することができた。 

 

   
（写真）学校到着時の様子 （写真）ミーティングの様子 （写真）研究計画発表会の様子 

  

 
 

 ６月 全体会議 
市立千葉・稲毛国際の管理職及び担当者，千葉市

教育委員会による年間予定を共有した。 

 ７月 蔚山科学高等学校来日 
本校，稲毛国際両校に蔚山科学高等学校の生徒が

来日した。 

１１月 
市立千葉・稲毛国際 

担当者会議② 

市立千葉・稲毛国際のプログラムの進捗について

共有した。 

１２月 

CCSS Fair 
CCSS Fair(本校主催の課題研究発表会)に稲毛 

国際の生徒も英語発表で参加した。 

３校担当者会議 １月の韓国訪問について，日程などを共有した。 

 １月 蔚山科学高等学校訪問 
３校での交流及びプログラムの成果発表会 開

催。 

 

○ＩＬＴの成果について 

 今年度，稲毛国際から週一回派遣していただいたＩＬＴが，本校でのプログラムに積極的に関わ

ることで両校の仲立ちとなり，本校で実施してきた蔚山科学高等学校との科学共同研究のノウハウ

を共有することができた。一方，稲毛国際の特色である国際交流についても，英語を使用したコミ

ュニケーションなどの教育カリキュラムを共有いただき，両校が成長できる取組となった。さらに，

３校による科学国際交流の協定書を結ぶことができ，千葉市教育委員会が中心となって３校の共同

プロジェクトへと発展できたことはよい流れである。 

 

ＷＳＣ２ 対象２年次生８名（理数科４名・普通科４名 男子４名・女子４名） 

     チュラロンコン大学附属学校８名（男子６名 女子２名） 

 

・海外科学共同研究と外国人留学生による課題研究指導 

 昨年度のＷＳＣ１参加生徒１５名から面接（日本語による科学的な興味や海外への関心を問う内

容と，英語による自己紹介や研究計画についての説明などのコミュニケーション能力を問う内容）

により８名の生徒を選抜し，タイのチュラロンコン大学附属学校の生徒８名と年間を通した科学共

同研究を実施した。この海外科学共同研究では，本校と連携校からそれぞれ１人ずつの生徒がペア

になり，２人で研究を進めるところが，ＷＳＣ１で行う複数名のグループでの科学共同研究との違

いである。各チームの研究について，千葉大学の外国人留学生（母国では研究者や理系の教員であ

る学生）による英語での指導を受ける取組も同時に行った。年間の流れを下に示す。 

 
 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 

海外科学 

共同研究 

オンライン 

ミーティング① 

オンラインミー

ティング② 

チュラロンコン 

大学附属学校訪問 

オンライン 

ミーティング③ 

オンライン 

ミーティング④ 

オンライン 

ミーティング⑤ 

オンライン 

ミーティング⑥ 

オンライン 

ミーティング⑦ 

チュラロン 

コン大学附属 

学校来日 

 

千葉大学国際

研究発表会 

での成果発表 

（スライド） 

まとめ 

自己紹介 

研究テーマ検討 

研究計画作成 

研究テーマ検討 

研究計画作成 

実験計画検討 

科学共同研究 
科学共同研究 科学共同研究 科学共同研究 

中間発表 

科学共同研究 
 

外国人 

留学生 

による 

課題研 

究指導 

 
留学生による 

研究指導① 
 

留学生による 

研究指導② 
 

留学生による 

研究指導③ 

留学生による 

研究指導④ 
 

 
テーマ・研究 

計画の指導 
 

研究の進捗確認

アドバイス 
 

研究の進捗確認

アドバイス 

CCSS Fair 発表 

（ポスター） 
 

 

○海外科学共同研究について 

 今年度は初めてのオンラインミーティングを６月に行い，昨

年度よりも早期に研究テーマの設定を行った。７月から１月に

かけて月１回程度（計７回）Ｚｏｏｍを用いてオンラインミー

ティングを実施し，チームごとに研究の進捗状況を確認した。

各チームは互いにＬＩＮＥ等で随時連絡を取り合い，研究の進

捗報告や実験結果の共有などを行いながら科学共同研究を進

めた。生徒は科学英語を使って，チュラロンコン大学付属学校

の生徒と研究について積極的にコミュニケーションを取って

いた。 
 

（写真）オンライン研究発表の準備 
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○タイ来日及び千葉大学国際研究発表会での科学共同研究成果発表について 

今年度はチュラロンコン大学付属学校の生徒が２月に来日した。これは昨年度には行っていな

い，新たな試みである。来日時には，本校での授業体験や学校生活体験，日本科学未来館の見学な

どを本校生徒とともに行った。以下に日程を示す。 

 

２月 ５日（木） 来日，授業体験，科学共同研究打ち合わせ，ホームステイ 

２月 ６日（金） 科学共同研究発表リハーサル，日本科学未来館見学，ホームステイ 

２月 ７日（土） 科学共同研究打ち合わせ，ホームステイ 

２月 ８日（日） 千葉大学国際研究発表会にて科学共同研究発表 

２月 ９日（月） 帰国 

 

初日は本校で学校生活体験を行った。本校到着後すぐに英語の授業に参加した他，特別授業とし

て，ホームステイ先で使える簡単な言葉を中心に日本語を教える取組も試験的に行った。また，午

後には２学年全体の活動に合流し，放課後には部活動による歓迎会に参加したことで，研究パート

ナー以外の生徒とも交流を持つことができた。 

翌日は本校生徒とともにお台場の日本科学未来館にて，発表準備とリハーサルを行った。オンラ

インで発表を行うチュラロンコン大学附属学校の生徒３名もリハーサルに参加し，同時に発表会場

となる千葉大学でもＺｏｏｍをつなげることで，本番に向けて実践的な準備を行うことができた。 

 発表は千葉大学が開催する国際研究発表会内で行った。オンラインを利用した発表会への参加は

これが初めての試みだったが，千葉大学側の厚意で実現することができ，次年度以降に向けて可能

性を広げる重要な取組の一つになった。発表は千葉大学の規定に従い，１チームあたり１０分の持

ち時間（７分の発表と３分の質疑応答を基本とする）で，ＡＳＥＡＮ各国の大学関係者や千葉大学

の留学生，学生に向けて，英語でプレゼンテーションを行った。また，午後は対面での研究発表に

参加した全員がＳＤＧｓワークショップに参加し，積極的に英語で意見交換を行っていた。 
 来日中のプログラムについては，連携校も大変満足がいくものだった様子である。今回の実績を

生かし，次年度にはより円滑で学びの多い研修にできるよう工夫を重ねていきたい。 
 

 

○外国人留学生による課題研究指導について 

 千葉大学の留学生４名による海外科学共同研究の定期的な指導を実施した。指導者は以下に示す

４名である。指導内容は，研究計画の立案や実験方法の決定，評価方法の検討から，結果の検討，

考察の深化，スライドやポスターの改善方法まで多岐に渡った。全４回にわたって実施された指導

の日程を併せて示す。 

 

氏名・出身国・所属 指導テーマ 

Punnat Changsalak 

タイ・融合理工学府 

〇The petal effect structure maximizes water droplet retention 

〇Comparison of Tire-Pavement Contact Characteristics by 

Pavement Techniques 

〇Unraveling the formation effect of mosquitoes larvae 

〇Power generation performance of Aquatic P-MFCs 

Joceline Theda Kadarman 

インドネシア・医学薬学府 

Savira Aristi 

インドネシア・融合理工学府 

〇The Effect of Particles on Image Clarity in Projection 

Mapping 

〇Pattern Consistency of Harmonic Amplitude Variation 

accompanying Pitch Variation 

〇Transmission of Force and Its Direction in Bowling 

〇We want to make color changing spray!! 

Rabiatul Hazirah binti Idris 

マレーシア・教育学部（化学） 

   
（写真）部活動による歓迎会の様子 （写真）日本科学未来館見学 （写真）国際研究発表会の様子 
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日付 講義 授業時数 概要 

 ７月１９日（土） 課題研究指導① ３ 
課題研究のテーマ設定や研究計画につい

ての相談・アドバイスを受ける。 

１０月１１日（土） 課題研究指導② ３ 
課題研究について前回からの進捗を英語

で報告し，アドバイスを受ける。 

１１月２９日（土） 課題研究指導③ ３ 
課題研究について前回からの進捗を英語

で報告し，アドバイスを受ける。 

１２月２０日（土） 
課題研究指導④ 

（CCSS Fair） 
３ 

本校主催のポスターによる課題研究発表

会に参加し，指導助言を受ける。 

※課題研究指導は１８０分の実施のため授業時数を３としている。 

 

 生徒は毎回，課題研究について英語で発表する。７月と１０

月は全員スライドを用いたプレゼンテーション形式で発表を行

ったが，１１月の指導時は１２月の CCSS Fair に向けて，ポス

ター発表を行った者もいた。生徒は分野ごとに４人ずつの二部

屋に分かれ，各部屋に２名の指導者を配置する。この取組は，生

徒が行った実験についての報告，またその結果や考察について

考えを深め，次回までの実験計画を適宜修正することを主たる

目的としている。 

生徒は各指導者から，個別に研究の方向性や実験方法，考察

の真正性などについてアドバイスを受ける。さらに，次回の課

題研究指導までに実施すべきことを指導者と話し合いながら決

定していく。プレゼンテーションスキルや英語のスキルについ

てもアドバイスを受けることができ，各人とも初回時より優れ

たプレゼンテーションを行えるようになった。 

アドバイスの内容は，指導者がアドバイスシートにまとめる。

これは生徒と指導者がそれぞれファイリングすることでカルテ

を作成し，研究の振り返りがいつでもできるようにした。 

 この取組を通して，生徒は将来海外で科学研究を行うための基礎的な力を身に付けた。この取組

の指導者は実際に科学研究を行っている留学生であるため，生徒は英語を使用して外国人研究者と

対話しつつ研究を進めていくという経験を積むことができた。また，英語でのプレゼンテーション

を多く経験したことは，生徒の英語力，発信力を大きく高めることにつながった。実際，この取組

を通じて得た力は，２月に行われた千葉大学国際研究発表会に存分に生かされており，生徒が将来

海外で研究発表を行うための準備にもなった。 

 

  
（写真）個別にアドバイスを受ける様子 （写真）CCSS Fair で成果を発表する様子 

 

  

 
課題研究指導アドバイスシート 

 

 

Researchers                      Date 

Research Topic 
Structures of gratings that wouldn't be informed by fallen leaves.  
Advice on research 
(Are the objectives clear? Is the hypothesis well-founded? Are the experiment methods 
appropriate?) 
 
 
 
 
 
 

Advice on presentation 
(Is the presentation attitude (eye contact, volume of voice) clear, are the presentation 
materials easy to understand, and do they answer your questions 
 
 
 

Goals for the next presentation 
 
 
 
 
 

Adviser               

 
 

○タイ来日及び千葉大学国際研究発表会での科学共同研究成果発表について 

今年度はチュラロンコン大学付属学校の生徒が２月に来日した。これは昨年度には行っていな

い，新たな試みである。来日時には，本校での授業体験や学校生活体験，日本科学未来館の見学な

どを本校生徒とともに行った。以下に日程を示す。 

 

２月 ５日（木） 来日，授業体験，科学共同研究打ち合わせ，ホームステイ 

２月 ６日（金） 科学共同研究発表リハーサル，日本科学未来館見学，ホームステイ 

２月 ７日（土） 科学共同研究打ち合わせ，ホームステイ 

２月 ８日（日） 千葉大学国際研究発表会にて科学共同研究発表 

２月 ９日（月） 帰国 

 

初日は本校で学校生活体験を行った。本校到着後すぐに英語の授業に参加した他，特別授業とし

て，ホームステイ先で使える簡単な言葉を中心に日本語を教える取組も試験的に行った。また，午

後には２学年全体の活動に合流し，放課後には部活動による歓迎会に参加したことで，研究パート

ナー以外の生徒とも交流を持つことができた。 

翌日は本校生徒とともにお台場の日本科学未来館にて，発表準備とリハーサルを行った。オンラ

インで発表を行うチュラロンコン大学附属学校の生徒３名もリハーサルに参加し，同時に発表会場

となる千葉大学でもＺｏｏｍをつなげることで，本番に向けて実践的な準備を行うことができた。 

 発表は千葉大学が開催する国際研究発表会内で行った。オンラインを利用した発表会への参加は

これが初めての試みだったが，千葉大学側の厚意で実現することができ，次年度以降に向けて可能

性を広げる重要な取組の一つになった。発表は千葉大学の規定に従い，１チームあたり１０分の持

ち時間（７分の発表と３分の質疑応答を基本とする）で，ＡＳＥＡＮ各国の大学関係者や千葉大学

の留学生，学生に向けて，英語でプレゼンテーションを行った。また，午後は対面での研究発表に

参加した全員がＳＤＧｓワークショップに参加し，積極的に英語で意見交換を行っていた。 
 来日中のプログラムについては，連携校も大変満足がいくものだった様子である。今回の実績を

生かし，次年度にはより円滑で学びの多い研修にできるよう工夫を重ねていきたい。 
 

 

○外国人留学生による課題研究指導について 

 千葉大学の留学生４名による海外科学共同研究の定期的な指導を実施した。指導者は以下に示す

４名である。指導内容は，研究計画の立案や実験方法の決定，評価方法の検討から，結果の検討，

考察の深化，スライドやポスターの改善方法まで多岐に渡った。全４回にわたって実施された指導

の日程を併せて示す。 

 

氏名・出身国・所属 指導テーマ 

Punnat Changsalak 

タイ・融合理工学府 

〇The petal effect structure maximizes water droplet retention 

〇Comparison of Tire-Pavement Contact Characteristics by 

Pavement Techniques 

〇Unraveling the formation effect of mosquitoes larvae 

〇Power generation performance of Aquatic P-MFCs 

Joceline Theda Kadarman 

インドネシア・医学薬学府 

Savira Aristi 

インドネシア・融合理工学府 

〇The Effect of Particles on Image Clarity in Projection 

Mapping 

〇Pattern Consistency of Harmonic Amplitude Variation 

accompanying Pitch Variation 

〇Transmission of Force and Its Direction in Bowling 

〇We want to make color changing spray!! 

Rabiatul Hazirah binti Idris 

マレーシア・教育学部（化学） 

   
（写真）部活動による歓迎会の様子 （写真）日本科学未来館見学 （写真）国際研究発表会の様子 
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・科学英語力養成講座 

 本講座は，海外科学共同研究を行うために必要な科学英語力・コミュニケーション能力を養うこ

とを目的とする。今年度は稲毛国際から派遣していただいたＩＬＴが中心に，専門的にきめ細かく

高度な科学英語力養成講座を展開した。以下に年間の実施日程を示す。 

 

日付 講義 授業時数 概要 

 ４月１５日（火） 
スピーキング 

講座① 
１ 

英語で自己紹介を行い，ＩＬＴの指導を受

ける。 

 ４月２２日（火） 
スピーキング 

講座② 
１ 

英語で研究関心について話し，ＩＬＴの指

導を受ける。 

 ５月１３日（火） 
紹介スライド 

作成 
１ 

ＷＳＣ１での体験や地震の研究内容につ

いて英語のスライドを作成する。 

 ５月２０日（火） 
合同 

ミーティング 
１ 

ＷＳＣ１の参加生徒に対して，プログラム

内容や研究の紹介を英語で行う。 

 ６月１０日（火） 
研究スライド 

作成① 
１ 

課題研究のスライド作成を開始するにあ

たって，留意点などの指導を受ける。 

 ６月１７日（火） 
プロフィール 

シート作成 
１ 

８月のタイ訪問に向けて，プロフィールシ

ートの作成を行った。 

 ６月２４日（火） 
研究スライド 

作成② 
１ 

課題研究の実験計画についてのスライド

を英語で作成する。 

 ７月１５日（火） 
研究スライド 

作成③ 
１ 

作成中のスライドについて，英語科教員，

理科教員のアドバイスを受ける。 

 ７月２７日（日） 
ＳＤＧｓワーク 
ショップへの参加 

４ 
千葉大学主催のＳＤＧｓワークショップ

に参加し，英語で議論する。 

 ８月 １日（金） 
神田外語大学 

English Camp 
４ 

ディベートやディスカッションを行う実

践的な英語力を身に付ける。 

 ９月 ２日（火） 
スピーキング 

講座③ 
１ 

夏季休業中に行われたタイ研修について

ＩＬＴに報告する。 

１０月 ７日（火） ポスター作成① １ 
CCSS Fair に向け，英語のポスター作成を

行い，ＩＬＴの指導を受ける。 

１０月２８日（火） ポスター作成② １ 
ＩＬＴの指導をもとにポスターを改善す

る。 

１１月１１日（火） ポスター作成③ １ 
ＩＬＴの指導をもとにポスターを完成さ

せる。 

１１月１８日（火） 
ポスター発表 

講座① 
１ 

ポスター発表についてＩＬＴの指導を受

ける。 

１１月２５日（火） 
ポスター発表 

講座② 
１ 

CCSS Fair でのポスター発表に向けて，ポ

スターや発表原稿の改善を行う。 

１２月１８日（木） 
外国人研究者 

招へい事前講座 
１ 

事前に外国人研究者の研究発表のアブス

トラクトを読み，ＳＡと内容を確認する。 

１２月２３日（火） 
外国人研究者 

招へい講座 
３ 

本校に招いた外国人研究者の研究発表を

英語で聴く。 

 １月１３日（火） 
研究発表会 

準備① 
１ 

千葉大学国際研究発表会に向け，スライド

や発表原稿について英語の指導を受ける。 

 １月２０日（火） 
研究発表会 

準備② 
１ 

前回の指導をもとにスライドや原稿を改

善し，ＩＬＴ指導の下，発表練習を行う。 

 １月２７日（火） 
研究発表会 

準備③ 
１ 

前回の指導をもとに，再度発表練習を行

い，その完成度を高める。 

 ２月１０日（火） 
振り返り 

ＩＥＬＴＳ模試 
１ 

英語でタイ来日について振り返りを行い，

ＩＥＬＴＳリスニングの模試を行う。 

※ＳＤＧｓワークショップ及び English Camp は２１０分の実施のため授業時数を４としている。 

※外国人研究者招へい講座は１８０分の実施のため授業時数を３としている。 
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４月から６月にかけては，一般的な英語コミュニケーションに加えて，ＷＳＣ１よりも高度な科

学英語を使いこなすための活動や，興味のある科学的トピックの紹介を行うためのスライド作成な

どを行った。夏季休業中の７月には，千葉大学国際研究発表会の午後に開催されたＳＤＧｓワーク

ショップに参加し，ＡＳＥＡＮ各国の大学関係者や他の高校の生徒，千葉大学の学生などと積極的

に議論を交わしていた。このワークショップはＳＤＧｓのうちから１つが共通の目標として設定さ

れており，そのゴールを達成するための方策についてＫＴ法を用いて検討し，最後に発表を行うと

いうもので，すべて英語で行われる。生徒たちはこれまでに学んだ科学英語の知識を生かし，難し

いタスクについて意見を交わすとともに，間違いを恐れずに相手と英語で意思疎通を図ろうとする

意識を強めた。８月には，神田外語大学の教授による講座や学生とのコミュニケーションを通して，

実用的なプレゼンテーション力やディベート力を養成した。 

 １０月以降は，チュラロンコン大学附属学校の研究パートナーとオンラインで打ち合わせをしな

がら，英語でのポスターやスライド作成に取り組んだ。ＩＬＴ指導の下，繰り返し自分の研究テー

マについて説明したり，発表練習をしたりする中で，生徒たちは自然に質疑応答に対応できるだけ

の科学英語力を身に付けた。１２月の CCSS Fair では，千葉大学の留学生による指導の成果を充分

に生かし，完成度の高いポスター発表を行うことができた。また，２月にチュラロンコン大学附属

学校が来日した際には，様々な場面で研究パートナーの生徒の語学的な助けになっている姿が見ら

れた。生徒たちは，この１年を通じて，積極的に英語を学び，使うことで，語学力のみならず，国

際的な感覚の鋭さ，異文化に対する受容力も身に付けることができていた。 

 

  
（写真）ＳＤＧｓワークショップの様子 （写真）English Camp の様子 

 

④実施の効果とその評価 

 ＷＳＣ１（ｎ＝１１），ＷＳＣ２（ｎ＝８）に関して，英語でのコミュニケーションや海外留学の意

識についてアンケートを実施した（P.51～52 参照）。 

 ＷＳＣ１についてＱ１，Ｑ２の結果から，昨年度と同様に本取組を通して英語を使用したコミュニ

ケーションについて参加生徒の意欲が大きく向上したといえる。生徒が英語でコミュニケーションを

取ることに慣れ，留学や海外での科学研究に対する意識付けとして機能していることを示唆してい

る。Ｑ３に対して「ぜひ行きたい」「興味があるので，機会があれば行ってみたい」と肯定的な回答を

した生徒は８１．８％となっており，本プログラムの目的である海外の大学や研究機関で研鑽を積む

日本人を増やし，世界に通用する国際的な科学技術人材を養成することについて１つの成果といえ

る。ただ，結果の中で「興味はあるので，機会があれば行ってみたい」と回答した生徒が３６．３％

となっていることや，Ｑ４に対して「ぜひ行きたい」，「興味はあるので，機会があれば行ってみたい」

と回答した生徒が６３．７％とやや減少したことについては，今後の活動において科学的な国際交流

や海外渡航の機会を与えることで，海外留学についての興味・関心を向上させていきたい。 

 ＷＳＣ２について，Ｑ１の結果を見ると，英語を使用して外国人と一般的なコミュニケーションを

取ることについて，昨年度に引き続き，全員が「すごく楽しくなった」，「やや楽しくなった」と回答

している。Ｑ２については変わらないと回答した生徒がいるが，これはすでに昨年度から外国人と科

学的なコミュニケーションを取ることが楽しかったからと推測されるため，ネガティブな反応ではな

いと言える。Ｑ３，Ｑ４の短期・長期の留学についても，昨年度に比べると勢いに欠ける回答ではあ

るものの，全員が興味を持っていることがわかる。昨年度はＱ４について「あまり興味がない」と回

答した生徒がいたことに鑑みれば，全員が１年以上の長期留学や滞在に興味を持っていることは特筆

すべきことである。これについては，海外で科学研究を行う将来像に関する意識付けが，昨年度から

さらに強化されたものと評価できる。これには科学的な国際交流の経験をさらに重ね，より高い国際

性が身に付いたこと，科学英語力を含めたコミュニケーション能力の向上が大きく寄与していると考

える。２年間のＷＳＣでの取組を通して，生徒は科学共同研究というタスクを基盤とし，英語でコミ

 
 

・科学英語力養成講座 

 本講座は，海外科学共同研究を行うために必要な科学英語力・コミュニケーション能力を養うこ

とを目的とする。今年度は稲毛国際から派遣していただいたＩＬＴが中心に，専門的にきめ細かく

高度な科学英語力養成講座を展開した。以下に年間の実施日程を示す。 

 

日付 講義 授業時数 概要 

 ４月１５日（火） 
スピーキング 

講座① 
１ 

英語で自己紹介を行い，ＩＬＴの指導を受

ける。 

 ４月２２日（火） 
スピーキング 

講座② 
１ 

英語で研究関心について話し，ＩＬＴの指

導を受ける。 

 ５月１３日（火） 
紹介スライド 

作成 
１ 

ＷＳＣ１での体験や地震の研究内容につ

いて英語のスライドを作成する。 

 ５月２０日（火） 
合同 

ミーティング 
１ 

ＷＳＣ１の参加生徒に対して，プログラム

内容や研究の紹介を英語で行う。 

 ６月１０日（火） 
研究スライド 

作成① 
１ 

課題研究のスライド作成を開始するにあ

たって，留意点などの指導を受ける。 

 ６月１７日（火） 
プロフィール 

シート作成 
１ 

８月のタイ訪問に向けて，プロフィールシ

ートの作成を行った。 

 ６月２４日（火） 
研究スライド 

作成② 
１ 

課題研究の実験計画についてのスライド

を英語で作成する。 

 ７月１５日（火） 
研究スライド 

作成③ 
１ 

作成中のスライドについて，英語科教員，

理科教員のアドバイスを受ける。 

 ７月２７日（日） 
ＳＤＧｓワーク 
ショップへの参加 

４ 
千葉大学主催のＳＤＧｓワークショップ

に参加し，英語で議論する。 

 ８月 １日（金） 
神田外語大学 

English Camp 
４ 

ディベートやディスカッションを行う実

践的な英語力を身に付ける。 

 ９月 ２日（火） 
スピーキング 

講座③ 
１ 

夏季休業中に行われたタイ研修について

ＩＬＴに報告する。 

１０月 ７日（火） ポスター作成① １ 
CCSS Fair に向け，英語のポスター作成を

行い，ＩＬＴの指導を受ける。 

１０月２８日（火） ポスター作成② １ 
ＩＬＴの指導をもとにポスターを改善す

る。 

１１月１１日（火） ポスター作成③ １ 
ＩＬＴの指導をもとにポスターを完成さ

せる。 

１１月１８日（火） 
ポスター発表 

講座① 
１ 

ポスター発表についてＩＬＴの指導を受

ける。 

１１月２５日（火） 
ポスター発表 

講座② 
１ 

CCSS Fair でのポスター発表に向けて，ポ

スターや発表原稿の改善を行う。 

１２月１８日（木） 
外国人研究者 

招へい事前講座 
１ 

事前に外国人研究者の研究発表のアブス

トラクトを読み，ＳＡと内容を確認する。 

１２月２３日（火） 
外国人研究者 

招へい講座 
３ 

本校に招いた外国人研究者の研究発表を

英語で聴く。 

 １月１３日（火） 
研究発表会 

準備① 
１ 

千葉大学国際研究発表会に向け，スライド

や発表原稿について英語の指導を受ける。 

 １月２０日（火） 
研究発表会 

準備② 
１ 

前回の指導をもとにスライドや原稿を改

善し，ＩＬＴ指導の下，発表練習を行う。 

 １月２７日（火） 
研究発表会 

準備③ 
１ 

前回の指導をもとに，再度発表練習を行

い，その完成度を高める。 

 ２月１０日（火） 
振り返り 

ＩＥＬＴＳ模試 
１ 

英語でタイ来日について振り返りを行い，

ＩＥＬＴＳリスニングの模試を行う。 

※ＳＤＧｓワークショップ及び English Camp は２１０分の実施のため授業時数を４としている。 

※外国人研究者招へい講座は１８０分の実施のため授業時数を３としている。 
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ュニケーションを取ることの必要性と楽しみを存分に感じたことである。今年度の科学研究は内容も

高度で本格的なものが多く，その分研究パートナーと多くのコミュニケーションを必要とした。その

取組は，結果的に高い満足感につながったものと考える。英語で他者と対話することは，現在世界中

で求められる国際的コミュニケーション能力の伸長には不可欠なことであり，生徒たちが今後，科学

者として世界で活躍するために最も重要な要素である。本プログラムでは，これまでよりもさらに，

実践的かつ建設的なコミュニケーション能力を伸ばせるよう，取組を発展させていきたい。 

 コミュニケーション能力の向上に関して評価を行うために，ＩＥＬＴＳの公式参考書を用いた模試

を実施し，参考スコアを算出した。今年度のＷＳＣ参加生徒のＩＥＬＴＳ模試のスコアに関する調査

結果を以下に示す。 

 

所属 生徒 
リスニング リーディング 

バンドスコア ＣＥＦＲ基準 バンドスコア ＣＥＦＲ基準 

ＷＳＣ１ 

Ａ ３．５ ― ４．０ Ｂ１ 

Ｂ ２．５ ― ５．０ Ｂ１ 

Ｃ ３．５ ― ４．０ Ｂ１ 

Ｄ ４．０ Ｂ１ ４．０ Ｂ１ 

Ｅ ２．５ ― ３．５ ― 

Ｆ ４．０ Ｂ１ ３．５ ― 

Ｇ ３．５ ― ３．０ ― 

Ｈ ２．０ ― ２．０ ― 

Ｉ ４．０ Ｂ１ ３．５ ― 

Ｊ ２．５ ― ２．５ ― 

ＷＳＣ２ 

Ｋ ２．５ ― ４．０ Ｂ１ 

Ｌ ５．５ Ｂ２ ５．５ Ｂ２ 

Ｍ ４．０ Ｂ１ ４．５ Ｂ１ 

Ｎ ４．５ Ｂ１ ５．５ Ｂ２ 

Ｏ   ６．０ Ｂ２ 

ＷＳＣ１平均 ３．２ ― ３．５ ― 

ＷＳＣ２平均 ４．３ Ｂ１ ５．１ Ｂ１ 

※ＣＥＦＲ…ヨーロッパを中心に広く使われている言語能力を評価するための国際的な基準。 
      学習者の言語能力を６段階（低Ａ１ Ａ２ Ｂ１ Ｂ２ Ｃ１ Ｃ２高）に分けて評価する。 
 Ｂ２：自分の専門分野の技術的な議論も含めて，抽象的な話題でも具体的な話題でも，複雑な文章

の主要な内容を理解できる。 
 Ｂ１：仕事，学校，娯楽などで普段出会うような身近な話題について，標準的な話し方であれば，

主要な点を理解できる。 
文部科学省ＨＰより引用 

 

 ＩＥＬＴＳスコアはＣＥＦＲのＢ１以上から対応しており，バンドスコア４．０以上で換算が可能

である。バンドスコア５．５以上でＣＥＦＲ基準Ｂ２に相当する。このレベルに到達した生徒は，リ

スニングで１名，リーディングでは３名おり，リーディングにおいては内１名はバンドスコア６．０

に到達した。しかし，今回の調査では海外大学進学に必要な一般的数値であるオーバーオールでバン

ドスコア６．０に到達した生徒はいなかった。リスニング・ライティングともにＣＥＦＲ基準Ｂ１以

上に到達した生徒は，ＷＳＣ１参加生徒では１名，ＷＳＣ２では３名だった。また，いずれかがＢ１

以上に到達している生徒は，ＷＳＣ１参加生徒では５名，ＷＳＣ２では２名で，調査した母数に差異

があるものの，全体的に参加者の英語力は昨年度より高くなったと言える。これには，今年度稲毛国

際から派遣していただいたＩＬＴが専門的に本プログラムの英語指導に当たることで，生徒が英語で

コミュニケーションを取る機会が大幅に増えたことが大きく影響していると考えられる。 

 全体的な傾向として，リスニングよりもリーディングの方がスコアが高く，受容活動の中でも読み

に傾いた言語能力を有することが推察できる。実際のコミュニケーションは，リスニングとスピーキ

ングで成立することから，ＷＳＣ１，ＷＳＣ２ともに産出活動であるスピーキング能力についても調

査し，より英語コミュニケーションの実力を高めるための取組を模索したい。特にリスニングの強化

に関しては，ＩＥＬＴＳ講座またはそれに代わる評価基準となる資格試験に特化した対策講座を行う

必要があると考える。次年度は研究パートナーとコミュニケーションを取るための実践的活動だけで

なく，評価対象となる試験でハイスコアを取るための対策も視野に入れた，より緻密な科学英語力養

成講座を展開していきたい。 
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 ＷＳＣ１，２に関して国際的な課題研究能力の育成について，今年度参加した英語による発表会の

参加件数を記す。 

発表会名 参加人数 参加件数 概要 

CCSS Fair １９ １２ 研究者や千葉大学の外国人留学生へポスター発表 

蔚山科学高等学校 

成果発表会 
１１ ５ 蔚山科学高等学校の生徒・教員へスライド発表 

千葉大学 

国際研究発表会 
１９ １１ 

ＡＳＥＡＮの大学や国内の大学生や高校生へスライ

ド発表 

 

 CCSS Fair では，本プログラムに参加する１，２年次生全員がポスター発表を行った。１年次生に

とっては，蔚山科学高校の生徒の協力なく英語でポスター作成をする初めての機会となり，慣れない

プレゼンテーションソフトやドキュメントソフトの操作に手間取りつつも懸命に作業に取り組んで

いた。 

千葉大学国際研究発表会にも１，２年次生全員が参加したが，２年次生はチュラロンコン大学附属

学校の研究パートナーとともに発表を行い，そのうち３件はタイ生徒がオンラインで参加するハイブ

リット形式であった。これは千葉大学にとっても初の試みであったが，コロナ禍以後ますます一般的

になっているオンラインでの研究発表が海外科学共同研究において有用であることを示すものとな

った。生徒は千葉大学国際研究発表会でスライドを用いて発表した後，様々な国の大学教員や生徒と

チームを組み，ＳＤＧｓについて英語でアイデアを出し合い，ポスターにまとめて発表するワークシ

ョップに参加した（参加者は日本・タイ・インドネシア・台湾・フィリピン・ラオス・ベトナム・カ

ンボジア・中国などから参加）。生徒たちは積極的に英語で会話し，様々な国の人々と関わり，関係を

築くことができていた。これらの経験は，生徒たちが海外への進学，留学，就職を考えはじめた際，

また実際に海外に行った際に，周囲との人間関係を円滑に築き，そこでの生活を充実させていくため

の礎になると考える。 

 ＷＳＣに参加した理科・英語の教員・ＩＬＴ・ＳＡが協働して，プログラムの構成から携わること

で科学を英語で表現する取組や海外との科学共同研究のノウハウが蓄積されている。このノウハウを

さらに多くの学校と共有し，科学的な国際連携の一助としていきたい。 

 

  
（写真）千葉大学国際研究発表会 

（研究発表）の様子 

（写真）千葉大学国際研究発表会 

（ＳＤＧｓワークショップ）の様子 

 

⑤成果の発信・普及 

 千葉市が中心となり稲毛国際・蔚山科学高等学校・本校でＷＳＣ１のプログラムを実施した。稲毛

国際からの派遣人材を仲立ちとして各校の国際プログラムの共有を行い共同プロジェクトとするこ

とができた。本校主催の課題研究発表会である CCSS Fair に参加し，英語での研究発表を行い市内の

小中高生に向け発信した。千葉市内の中学校を中心に約８０校訪問し，作成したパンフレットを用い

て取組について説明した。本校の取組について協議することを目的とした学校評議員会において，近

隣の小・中学校，ＪＲ稲毛駅，本校ＰＴＡ，本校同窓会，千葉市動物公園などに取組を紹介した。チ

ュラロンコン大学附属学校の生徒が来日し，海外科学共同研究の成果発表会の場として，千葉大学の

国際研究発表会に参加した。 

 

  

 
 

ュニケーションを取ることの必要性と楽しみを存分に感じたことである。今年度の科学研究は内容も

高度で本格的なものが多く，その分研究パートナーと多くのコミュニケーションを必要とした。その

取組は，結果的に高い満足感につながったものと考える。英語で他者と対話することは，現在世界中

で求められる国際的コミュニケーション能力の伸長には不可欠なことであり，生徒たちが今後，科学

者として世界で活躍するために最も重要な要素である。本プログラムでは，これまでよりもさらに，

実践的かつ建設的なコミュニケーション能力を伸ばせるよう，取組を発展させていきたい。 

 コミュニケーション能力の向上に関して評価を行うために，ＩＥＬＴＳの公式参考書を用いた模試

を実施し，参考スコアを算出した。今年度のＷＳＣ参加生徒のＩＥＬＴＳ模試のスコアに関する調査

結果を以下に示す。 

 

所属 生徒 
リスニング リーディング 

バンドスコア ＣＥＦＲ基準 バンドスコア ＣＥＦＲ基準 

ＷＳＣ１ 

Ａ ３．５ ― ４．０ Ｂ１ 

Ｂ ２．５ ― ５．０ Ｂ１ 

Ｃ ３．５ ― ４．０ Ｂ１ 

Ｄ ４．０ Ｂ１ ４．０ Ｂ１ 

Ｅ ２．５ ― ３．５ ― 

Ｆ ４．０ Ｂ１ ３．５ ― 

Ｇ ３．５ ― ３．０ ― 

Ｈ ２．０ ― ２．０ ― 

Ｉ ４．０ Ｂ１ ３．５ ― 

Ｊ ２．５ ― ２．５ ― 

ＷＳＣ２ 

Ｋ ２．５ ― ４．０ Ｂ１ 

Ｌ ５．５ Ｂ２ ５．５ Ｂ２ 

Ｍ ４．０ Ｂ１ ４．５ Ｂ１ 

Ｎ ４．５ Ｂ１ ５．５ Ｂ２ 

Ｏ   ６．０ Ｂ２ 

ＷＳＣ１平均 ３．２ ― ３．５ ― 

ＷＳＣ２平均 ４．３ Ｂ１ ５．１ Ｂ１ 

※ＣＥＦＲ…ヨーロッパを中心に広く使われている言語能力を評価するための国際的な基準。 
      学習者の言語能力を６段階（低Ａ１ Ａ２ Ｂ１ Ｂ２ Ｃ１ Ｃ２高）に分けて評価する。 
 Ｂ２：自分の専門分野の技術的な議論も含めて，抽象的な話題でも具体的な話題でも，複雑な文章

の主要な内容を理解できる。 
 Ｂ１：仕事，学校，娯楽などで普段出会うような身近な話題について，標準的な話し方であれば，

主要な点を理解できる。 
文部科学省ＨＰより引用 

 

 ＩＥＬＴＳスコアはＣＥＦＲのＢ１以上から対応しており，バンドスコア４．０以上で換算が可能

である。バンドスコア５．５以上でＣＥＦＲ基準Ｂ２に相当する。このレベルに到達した生徒は，リ

スニングで１名，リーディングでは３名おり，リーディングにおいては内１名はバンドスコア６．０

に到達した。しかし，今回の調査では海外大学進学に必要な一般的数値であるオーバーオールでバン

ドスコア６．０に到達した生徒はいなかった。リスニング・ライティングともにＣＥＦＲ基準Ｂ１以

上に到達した生徒は，ＷＳＣ１参加生徒では１名，ＷＳＣ２では３名だった。また，いずれかがＢ１

以上に到達している生徒は，ＷＳＣ１参加生徒では５名，ＷＳＣ２では２名で，調査した母数に差異

があるものの，全体的に参加者の英語力は昨年度より高くなったと言える。これには，今年度稲毛国

際から派遣していただいたＩＬＴが専門的に本プログラムの英語指導に当たることで，生徒が英語で

コミュニケーションを取る機会が大幅に増えたことが大きく影響していると考えられる。 

 全体的な傾向として，リスニングよりもリーディングの方がスコアが高く，受容活動の中でも読み

に傾いた言語能力を有することが推察できる。実際のコミュニケーションは，リスニングとスピーキ

ングで成立することから，ＷＳＣ１，ＷＳＣ２ともに産出活動であるスピーキング能力についても調

査し，より英語コミュニケーションの実力を高めるための取組を模索したい。特にリスニングの強化

に関しては，ＩＥＬＴＳ講座またはそれに代わる評価基準となる資格試験に特化した対策講座を行う

必要があると考える。次年度は研究パートナーとコミュニケーションを取るための実践的活動だけで

なく，評価対象となる試験でハイスコアを取るための対策も視野に入れた，より緻密な科学英語力養

成講座を展開していきたい。 
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⑥研究開発実施上の課題及び今後の研究開発の方向性 

ＷＳＣ１ 

科学共同研究に関して，今年度はオンラインミーティングの回数を４回（昨年度は２回）に増やし，

その結果，それぞれの研究チームで日韓間での連絡や相談が増え，昨年度よりも協力的に研究を深化

させることができた。次年度の課題として，結果から考察を深め，次の段階の実験が組み立てられる

ようにしたい。そのために日韓両国の教員が研究についてコーチングする機会をより増やしていきた

い。稲毛国際からＩＬＴを派遣してもらい，人材確保の面やノウハウの共有について非常に有効であ

った。次年度も同じ方が両校の懸け橋となり，プログラムを実施する中心の一人として活躍できるよ

うになることを望んでいる。また本プログラムをきっかけに千葉市と蔚山市の交流として発展ができ

れば，小中学校世代の交流や産業交流（工業や農業）など大きく飛躍した取組となることが期待され

る。 

ＷＳＣ２ 

 科学共同研究について，今年度もプログラムの実質的なスタートが６月になり，予定ほど早期に開

始することはできなかった。しかし，昨年度の大きな課題の一つであった科学共同研究の深化につい

てはある程度成果を上げることができた。これは，オンラインミーティングを昨年度よりも頻繁に行

ったこと，タイ訪問を８月に行ったことにより，研究テーマの設定を対面で話しながら行えたこと，

成果発表を千葉大学主催の国際研究発表会という大きな舞台で行えたことの効果が大きかったと考

える。また，昨年度は本校生徒がタイに訪問するだけだったが，今年度は互いに行き来をすることが

できたため，生徒たちの心理的つながりが強くなり，その結果，科学研究の精度も高まったのではな

いかと考えられる。 

 次年度に向けては２つの課題がある。まずは，研究テーマの設定について，本校生徒とチュラロン

コン大学附属学校生徒のモチベーションに大きな差があった点である。タイの学校は一般的に６月か

ら新年度が始まるため，４月から活動を開始する本校生徒のほうが，課題研究に早期に取り組み始め

る。そのため，連携校で参加生徒が決まった頃には，既に本校生徒の多くは研究テーマをある程度固

めており，連携校の生徒はそれに合わせて自分の関心にできるだけ近いものを選択する形になってし

まった。中には途中で興味を持てなくなり，科学共同研究が停滞してしまうケースもみられた。そこ

で，次年度はテーマ設定の自由度をある程度広げ，両校の生徒が必ずしも同じテーマで研究する必要

はなく，関連した別々の研究を行うことで，より発展的な視点が得られるような共同科学研究のあり

方を模索したい。もう一つは，プログラムの効果測定に用いる尺度の再検討である。現在，参加生徒

が将来海外大学へ進学や留学を希望することを前提に，その際にある程度のスコアが必要となるＩＥ

ＬＴＳの模擬試験問題を，科学英語力養成講座の効果測定に用いている。しかし，参加生徒の現状の

英語力に比してハイレベルであること，バンドスコア算出の際に細かい得点を反映しにくいこと，高

校生にとっては資格試験として身近でなく，学習の成果を実感しにくいことなどの理由により，他の

測定方法を検討する必要があると考える。より適切な効果測定方法により継続的にデータを蓄積する

ことで，講座内容を改善し，生徒の成長をより明確に示せるようにしたい。 

 今後の研究開発については，科学英語と課題研究の両面について，指導体制をより一層充実させ，

年間を通じて生徒自身が成長を実感できるプログラムを確立していきたい。本プログラムでは，科学

的な知識や研究について英語で指導できる人材が必要である。今年度は，稲毛国際から派遣していた

だいたＩＬＴの尽力により，昨年度よりも生徒たちの英語力は強化されたと考えるが，さらに英語が

堪能な理系教員の配置や，留学生や外国人研究者との連携強化などを拡充することで，生徒が海外進

学・留学・就職について現実味をもって検討できるようになるよう，より一層支援していく。 
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（ウ）科学技術人材育成重点枠関係資料 

 

ア 令和７年度ＷＳＣ１アンケート結果 

Ｑ１英語を使用して外国人と一般的なコミュニケーションを取ることは楽しくなりましたか？ 

 
Ｑ２英語を使用して外国人と科学的なコミュニケーションを取ることは楽しくなりましたか？ 

 
Ｑ３今後，海外へ１年未満の短期留学や滞在について，どう考えていますか？ 

 
Ｑ４今後，海外へ１年以上の長期留学や滞在について，どう考えていますか？ 

 
  

81.8% 18.2%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

すごく楽しくなった やや楽しくなった 変わらない

あまり楽しくなくなった 楽しくなくなった

9.1% 81.8% 9.1%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

すごく楽しくなった やや楽しくなった 変わらない

あまり楽しくなくなった 楽しくなくなった

45.5% 36.3% 9.1% 9.1%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

ぜひ行きたい 興味はあるので，機会があれば行ってみたい

今はまだわからない あまり興味はない
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科学共同研究に関して，今年度はオンラインミーティングの回数を４回（昨年度は２回）に増やし，

その結果，それぞれの研究チームで日韓間での連絡や相談が増え，昨年度よりも協力的に研究を深化

させることができた。次年度の課題として，結果から考察を深め，次の段階の実験が組み立てられる

ようにしたい。そのために日韓両国の教員が研究についてコーチングする機会をより増やしていきた

い。稲毛国際からＩＬＴを派遣してもらい，人材確保の面やノウハウの共有について非常に有効であ

った。次年度も同じ方が両校の懸け橋となり，プログラムを実施する中心の一人として活躍できるよ

うになることを望んでいる。また本プログラムをきっかけに千葉市と蔚山市の交流として発展ができ

れば，小中学校世代の交流や産業交流（工業や農業）など大きく飛躍した取組となることが期待され

る。 
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 科学共同研究について，今年度もプログラムの実質的なスタートが６月になり，予定ほど早期に開

始することはできなかった。しかし，昨年度の大きな課題の一つであった科学共同研究の深化につい

てはある程度成果を上げることができた。これは，オンラインミーティングを昨年度よりも頻繁に行

ったこと，タイ訪問を８月に行ったことにより，研究テーマの設定を対面で話しながら行えたこと，

成果発表を千葉大学主催の国際研究発表会という大きな舞台で行えたことの効果が大きかったと考

える。また，昨年度は本校生徒がタイに訪問するだけだったが，今年度は互いに行き来をすることが

できたため，生徒たちの心理的つながりが強くなり，その結果，科学研究の精度も高まったのではな

いかと考えられる。 

 次年度に向けては２つの課題がある。まずは，研究テーマの設定について，本校生徒とチュラロン

コン大学附属学校生徒のモチベーションに大きな差があった点である。タイの学校は一般的に６月か

ら新年度が始まるため，４月から活動を開始する本校生徒のほうが，課題研究に早期に取り組み始め

る。そのため，連携校で参加生徒が決まった頃には，既に本校生徒の多くは研究テーマをある程度固

めており，連携校の生徒はそれに合わせて自分の関心にできるだけ近いものを選択する形になってし

まった。中には途中で興味を持てなくなり，科学共同研究が停滞してしまうケースもみられた。そこ

で，次年度はテーマ設定の自由度をある程度広げ，両校の生徒が必ずしも同じテーマで研究する必要

はなく，関連した別々の研究を行うことで，より発展的な視点が得られるような共同科学研究のあり

方を模索したい。もう一つは，プログラムの効果測定に用いる尺度の再検討である。現在，参加生徒

が将来海外大学へ進学や留学を希望することを前提に，その際にある程度のスコアが必要となるＩＥ

ＬＴＳの模擬試験問題を，科学英語力養成講座の効果測定に用いている。しかし，参加生徒の現状の

英語力に比してハイレベルであること，バンドスコア算出の際に細かい得点を反映しにくいこと，高

校生にとっては資格試験として身近でなく，学習の成果を実感しにくいことなどの理由により，他の

測定方法を検討する必要があると考える。より適切な効果測定方法により継続的にデータを蓄積する

ことで，講座内容を改善し，生徒の成長をより明確に示せるようにしたい。 

 今後の研究開発については，科学英語と課題研究の両面について，指導体制をより一層充実させ，

年間を通じて生徒自身が成長を実感できるプログラムを確立していきたい。本プログラムでは，科学

的な知識や研究について英語で指導できる人材が必要である。今年度は，稲毛国際から派遣していた

だいたＩＬＴの尽力により，昨年度よりも生徒たちの英語力は強化されたと考えるが，さらに英語が

堪能な理系教員の配置や，留学生や外国人研究者との連携強化などを拡充することで，生徒が海外進

学・留学・就職について現実味をもって検討できるようになるよう，より一層支援していく。 
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イ ＷＳＣ２アンケート結果（昨年度との比較） 
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Ｑ３今後，海外へ１年未満の短期留学や滞在について，どう考えていますか？ 
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Ｑ４今後，海外へ１年以上の長期留学や滞在について，どう考えていますか？ 
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ウ ＷＳＣ２ 科学共同研究ポスター 
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